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郷土の植物 （294）

第102回
阿孫  久見

ツシマママコナ（ゴマノハグサ科）

あなたはどれぐらい大分県のことを
知っていますか？
「しんけん大分学検定」では、歴史を
はじめ、文化、食、温泉、産業など、
一般問題100問、スペシャル問題５問
を出題します。
120点満点中110点以上を取れば大分
学上級です。
我こそはと思う方の挑戦をお待ちして
います。

日　時　11月３日（日／文化の日）
　　　　13:00～14:30（90分間）
会　場　大分銀行赤レンガ館
　　　　２階会議室（大分市府内町）

〔応募要項〕
定　員　120名を予定
　　　　（先着順に締切）
資　格　中学生以上。性別・居住地・

職業・国籍等は問わない。
検定料　一人１回2,000円
応募期間　８月１日～９月30日
　　　　　（定員に達し次第締切）

●お申込み・お問い合せ
　〒874-0930　別府市光町23-1
　　一般社団法人 大分学研究会
　☎0977-51-4910
　E-mail　oitagaku@ctb.ne.jp
　http://oitagakukentei.com

誕生日　親
（地区・自治会）

平成24年９月生まれ

竹田高校山岳部、堂々の６位入賞！

↑くじゅう山系を背景に進む、竹田高校山岳部の男子部員

↑雨の中を頑張った、竹田高校山岳部の女子部員

最後まで健闘した竹田高校山岳部のみなさん（敬称略）
〔後列左から〕古嶋天（３年）、吉岡里紗（３年）、重松唯（２年）、重石瑛梨奈（２年）
〔前列左から〕高橋智史（３年）、日小田直輝（３年）、立川拓弥（３年）、畑篤志（３年）

「2013　未来をつなぐ　北部九州総体」平成25年度全国高等学校総合体育大会登山大
会・第57回全国高等学校登山大会が８月２日から５日の４日間、くじゅう山系（久住
山・中岳・大船山）を舞台に開催されました。期間中は雨に見舞われ、途中コース変更
などもありましたが、地元竹田高校山岳部が全国６位入賞を果たしました。

　
山
地
の
日
当
た
り
の
い
い
乾
い

た
草
地
や
林
縁
に
生
育
す
る
根
が

貧
弱
な
半
寄
生
の
高
さ
40
㌢
ほ
ど

の
１
年
草
で
す
。茎
は
直
立
し
て
、

あ
ま
り
枝
分
か
れ
し
ま
せ
ん
。

　
全
縁
（
ふ
ち
に
鋸
歯
が
な
い
）

の
葉
は
対
生
で
、
形
は
長
卵
形
で

先
が
と
が
り
ま
す
。
大
き
さ
は
長

さ
５
㌢
、
幅
が
２
・
５
㌢
ほ
ど
で

す
。
葉
は
日
が
当
た
る
と
赤
紫
色

に
変
色
し
て
い
ま
す
。

　
夏
か
ら
秋
の
頃
、
茎
の
上
部
に

包
葉
（
花
の
下
に
あ
る
変
形
し
た

葉
）
の
わ
き
ご
と
に
１
個
の
長
さ

２
㌢
、
径
８
㍉
ほ
ど
の
紅
紫
色
の

長
い
筒
状
の
合
弁
花
を
咲
か
せ
ま

す
。
花
の
先
端
は
唇
形
で
上
下
に

２
裂
し
て
い
ま
す
。
下
唇
は
ゆ
る

や
か
に
３
裂
し
、
花
弁
の
表
面
に

は
２
個
の
ふ
く
ら
ん
だ
白
い
米
粒

状
の
特
徴
あ
る
斑
紋
が
あ
り
ま

す
。

　
和
名
は
対
馬
に
産
し
た
こ
と

と
、
若
い
種
子
が
米
粒
に
似
て
い

る
説
と
下
唇
の
米
粒
に
似
た
斑
紋

に
由
来
す
る
説
と
が
あ
り
、
対
馬

飯
子
菜
の
名
が
あ
り
ま
す
。

　
竹
田
で
は
く
じ
ゅ
う
山
系
の
あ

る
程
度
標
高
の
高
い
草
地
で
観
察

さ
れ
ま
す
が
、
以
前
に
比
べ
て
、

そ
の
個
体
は
減
少
傾
向
に
あ
り
ま

す
。花
期
は
８
月
か
ら
９
月
で
す
。くじゅう山系に若人の風が吹きわたる！

インターハイ登山大会・団体男子
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9月号
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人口のうごき

も　く　じ

　　　　　　　　　 （前月比）
人　口　24,391　人（－10 人）
男　性　11,339　人（－ 5 人）
女　性　13,052　人（－ 5 人）
世帯数　10,660世帯（＋12世帯）
住民基本台帳登録人数
（平成25年7月31日現在）

別冊　たけたん情報
９月のこよみ・ＴＣＴ特番情報・
竹田市職員採用試験のおしらせ

○健診情報
　「自分のからだ大切にしていますか?」 13
○竹田かわら版 TOWN TOPICS 14
○ミステリアス！竹田キリシタン⑭　
　荻町編 16
○たけたんアンテナ　TAKETAN FACE今月
　のひと（古澤剛）／バート・クロツィンゲン
　コーナー／竹田雑感／生き活き興起 18
○今月のイントロダクション　ぼくたち・
　私たちの学び舎（竹田南部小学校）／
　食育レシピ／図書館のお知らせ／
　プクサン／誕生おめでとう 20
○岡城遺産㉕／まるごと博物館95 22
○第30回竹田薪能 23
○郷土の植物／すくすく１歳 24

○インターハイ登山大会 「後世に伝え
　残したい感動を胸に」 ２
○ビルド・バック・ベター　祝・ＪＲ豊肥
　本線全線復旧 「笑顔つながった！」 ４
○活気を生む 「情報発信」 ６
○竹田市総合まちづくりセンター
　新展開へ ８
○フェアツーリズム国際大会 「竹田の
　観光が変わる！」 ９
○健康一直線・保健だより
　「不妊・不育症に手厚く」 10
○市長コラム49「有由有縁」 12

↑色鮮やかな無数のテントと、広がる夕暮れの空
　美しい幕営地（直入総合運動公園）

〔写真〕①開会式の受付をする竹田高校生　②全国から出場する選手のみなさん　
③歓迎の言葉を述べる竹田高校代表の渡邊舞子さん　④ボランティアの竹高生　
⑤江畑正彦大会副会長　⑥会場は竹田高校体育館　⑦首藤勝次市長の挨拶　
⑧アトラクション・吉田神楽「天の〆」　⑨自然観察や救急知識、気象知識などの審査
会場　⑩選手宣誓をする竹田高校山岳部主将の日小田直輝さんと古嶋天さん　
⑪・⑫テント設営　⑬早朝の引継式　⑭地域の皆様による「歓迎の花壇」　⑮市内の
子どもたちが書いた応援旗　⑯出発を見送るボランティア　⑰ボランティアのみな
さん　⑱中岳御池・池の小屋前にて　⑲白口岳山頂近くの登り坂にて　⑳霧の中を
進む竹田高校山岳部（A隊）　㉑中岳が風のため登れず下山する女子部員　㉒Ａ隊
優勝の山口県立下松工業高等学校　㉓Ｂ隊優勝の長崎県立大村高等学校　㉔荒城
の月（竹田）から箱根八里（箱根）へ引継　㉕青春に悔いなし！竹田高校山岳部！

後世に伝え残したい「感動」を胸に
「2013　未来をつなぐ　北部九州総体」
平成25年度全国高等学校総合体育大会登山大会・第57回全国高等学校登山大会、盛況のうちに幕

竹田市で開催された「インターハイ登山大会」のすべての関係者に感謝を込めて。

　「
吹
き
わ
た
れ
　
若
人
の
風
　
北
部
九

州
へ
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、「
２
０
１
３

　
未
来
を
つ
な
ぐ
　
北
部
九
州
総
体
」
平

成
25
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大

会
登
山
大
会
・
第
57
回
全
国
高
等
学
校

登
山
大
会
が
８
月
２
日
か
ら
５
日
の
４
日

間
、
く
じ
ゅ
う
山
系
（
久
住
山
・
中
岳
・

大
船
山
）
を
舞
台
に
開
催
さ
れ
、
無
事
閉

幕
し
ま
し
た
。

　
８
月
６
日
、
閉
会
式
が
大
分
県
立
竹
田

高
等
学
校
体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
岩
澤
健
二
審
査
員
長
は
今

大
会
を
振
り
返
り
な
が
ら
審
査
講
評
を

述
べ
、「
入
賞
を
逃
し
た
み
な
さ
ん
も
４

日
間
の
登
山
行
動
が
無
事
終
え
た
こ
と
を

誇
り
に
思
っ
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
貴
重
な

経
験
、
感
動
を
地
元
に
持
ち
帰
り
、
多
く

の
人
に
〝
夢
〞
と
〝
希
望
〞
を
与
え
、
21

世
紀
を
担
う
若
者
と
し
て
活
躍
さ
れ
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。」
と
、
出
場
し
た

高
校
生
た
ち
に
エ
ー
ル
を
贈
り
ま
し
た
。

　
優
勝
は
、
団
体
男
子
（
Ａ
隊
）
が
山
口

県
立
下
松
工
業
高
等
学
校
。
団
体
女
子

（
Ｂ
隊
）
は
長
崎
県
立
大
村
高
等
学
校
で

し
た
。
開
催
地
の
大
分
県
立
竹
田
高
等
学

校
山
岳
部
（
男
子
）
は
、Ａ
隊
６
位
入
賞

を
果
た
し
ま
し
た
。

　
日
小
田
直
輝
主
将
は
「
優
勝
で
き
な

か
っ
た
の
は
悔
し
い
で
す
が
、
ミ
ス
の
こ

と
を
振
り
返
ら
ず
、
最
後
ま
で
全
力
を
尽

く
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
多
く
の
方
に

声
援
を
い
た
だ
い
た
こ
と
に
深
く
感
謝
し

た
い
で
す
。
卒
業
後
も
登
山
を
続
け
、
全

国
の
名
山
を
登
り
た
い
で
す
。」

　
ま
た
、
竹
田
高
校
山
岳
部（
女
子
）は
、

Ｂ
隊
15
位
と
健
闘
。
古
嶋
天
主
将
は
「
応

援
を
し
て
く
れ
た
多
く
の
市
民
の
み
な
さ

ん
に
感
謝
し
ま
す
。
そ
し
て
、
後
輩
た
ち

に
、
夢
を
託
し
た
い
と
思
い
ま
す
。」
と

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
次
の
開
催
地
神
奈
川
県
か
ら
訪
れ
た

神
奈
川
県
実
行
委
員
会
代
表
ほ
か
関
係

者
に
、「
旗
」
と
と
も
に
「
感
動
」
が
、

未
来
へ
引
き
継
が
れ
ま
し
た
。

【団体男子（Ａ隊）】
優勝・山口県立下松工業高等学校（山口県）
２位・長野県松本県ヶ丘高等学校（長野県）
３位・長崎県立長崎北陽台高等学校（長崎県）
４位・静岡県立富士宮西高等学校（静岡県）
５位・修道高等学校（広島県）
６位・大分県立竹田高等学校（大分県）

【団体女子（Ｂ隊）】
優勝・長崎県立大村高等学校（長崎県）
２位・静岡県立富士宮西高等学校（静岡県）
３位・山形県立山形西高等学校（山形県）
４位・愛媛県立松山南高等学校（愛媛県）
５位・宮城県仙台三桜高等学校（宮城県）
６位・福井県立武生高等学校（福井県）
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登
山
行
動
が
無
事
終
え
た
こ
と
を

誇
り
に
思
っ
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
貴
重
な

経
験
、
感
動
を
地
元
に
持
ち
帰
り
、
多
く

の
人
に
〝
夢
〞
と
〝
希
望
〞
を
与
え
、
21

世
紀
を
担
う
若
者
と
し
て
活
躍
さ
れ
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。」
と
、
出
場
し
た

高
校
生
た
ち
に
エ
ー
ル
を
贈
り
ま
し
た
。

　
優
勝
は
、
団
体
男
子
（
Ａ
隊
）
が
山
口

県
立
下
松
工
業
高
等
学
校
。
団
体
女
子

（
Ｂ
隊
）
は
長
崎
県
立
大
村
高
等
学
校
で

し
た
。
開
催
地
の
大
分
県
立
竹
田
高
等
学

校
山
岳
部
（
男
子
）
は
、Ａ
隊
６
位
入
賞

を
果
た
し
ま
し
た
。

　
日
小
田
直
輝
主
将
は
「
優
勝
で
き
な

か
っ
た
の
は
悔
し
い
で
す
が
、
ミ
ス
の
こ

と
を
振
り
返
ら
ず
、
最
後
ま
で
全
力
を
尽

く
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
多
く
の
方
に

声
援
を
い
た
だ
い
た
こ
と
に
深
く
感
謝
し

た
い
で
す
。
卒
業
後
も
登
山
を
続
け
、
全

国
の
名
山
を
登
り
た
い
で
す
。」

　
ま
た
、
竹
田
高
校
山
岳
部（
女
子
）は
、

Ｂ
隊
15
位
と
健
闘
。
古
嶋
天
主
将
は
「
応

援
を
し
て
く
れ
た
多
く
の
市
民
の
み
な
さ

ん
に
感
謝
し
ま
す
。
そ
し
て
、
後
輩
た
ち

に
、
夢
を
託
し
た
い
と
思
い
ま
す
。」
と

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
次
の
開
催
地
神
奈
川
県
か
ら
訪
れ
た

神
奈
川
県
実
行
委
員
会
代
表
ほ
か
関
係

者
に
、「
旗
」
と
と
も
に
「
感
動
」
が
、

未
来
へ
引
き
継
が
れ
ま
し
た
。

【団体男子（Ａ隊）】
優勝・山口県立下松工業高等学校（山口県）
２位・長野県松本県ヶ丘高等学校（長野県）
３位・長崎県立長崎北陽台高等学校（長崎県）
４位・静岡県立富士宮西高等学校（静岡県）
５位・修道高等学校（広島県）
６位・大分県立竹田高等学校（大分県）

【団体女子（Ｂ隊）】
優勝・長崎県立大村高等学校（長崎県）
２位・静岡県立富士宮西高等学校（静岡県）
３位・山形県立山形西高等学校（山形県）
４位・愛媛県立松山南高等学校（愛媛県）
５位・宮城県仙台三桜高等学校（宮城県）
６位・福井県立武生高等学校（福井県）

⑲

㉑ ⑳ ⑫

㉔ ㉓ ㉒

㉕

⑱ ⑮

⑩

⑦ ④ ①

⑧ ⑤ ②

⑨ ⑥ ③

⑯

⑰

⑭

⑬

⑪
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ビルド・バック・ベター　「創造的復興」　～復興を目指す竹田市の取り組み～　http://www.taketa-city.com/build_back_better/

　７月26日、山口県と島根県を襲った豪雨。川の氾
濫、土砂崩れ、浸水した家…。
　テレビには、昨年のわが町の被害状況のVTRを見
ているかのような「映像」が映し出されていました。
　被災地に向けて、商工会議所青年部はすでに物資
を届けたり、市職員や社会福祉協議会職員の有志、
一般市民も実際に現地に出向き、災害ボランティア
に参加しています。
　また、「山口県萩市」と民間交流のある、竹田市
民有志により募金活動が行われ、８月20日、萩市に
「竹田市民の気持ち」とともに届けられたそうです。
　水害に遭った時の大変さはどこよりも分かってい
る町に住んでいます。今こそ、人から受けた厚意
を、次へ渡しましょう。

　今回の復旧にあわせて、豊後竹田駅で出発進行の合
図とともに流れる出発メロディーは、昨年岡藩城下町
400年で復刻された「サンチャゴの鐘」（船村徹作曲）
になりました。 ※到着メロディーは「荒城の月（原曲）」のままです。

笑
顔
つ
な
が
っ
た
!

大歓迎！到着の列車に手を
振る地域住民のみなさん

↑水害の被害に遭った玉来地区・常盤橋の上で、特急列車に向けて横断幕を
掲げる自治会や老人会などのみなさん

↑お小遣いの中から募金をしてくれた子どもたち（子ども夜市の会場にて）

↑一日駅長の首藤健二郎さんが「出発進行～」

↑昨年の水害から復旧した線路を歩く

↑鉄橋（玉来）手前を歩く親子連れ

↑賑わう駅前通り

←
竹
田
橋
の
上
か
ら
花
火
を
見
上
げ
る
観
客

玉
来
駅
で
地
域
の
み
な
さ
ん

が
温
か
い
お
も
て
な
し 

←

↑元気いっぱいにニーモが歌う！

竹田から支援の手を！

こ
れ
か
ら
出
発
進
行
の
合
図
は

「
サ
ン
チ
ャ
ゴ
の
鐘
」♪

レ
ー
ル
ウ
ォ
ー
ク
で

復
旧
を
実
感
！

　
７
月
28
日
、
豊
肥
本
線
全
線
復
旧
を

記
念
し
て
「
レ
ー
ル
ウ
ォ
ー
ク
＆
城
下
町

散
策
」（
約
８
㎞
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
趣
味
と
す
る
ご
夫
婦

や
、
夏
休
み
中
の
親
子
ほ
か
、
約
３
０
０

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

「
こ
ど
も
夜
市
」で
前
夜
祭
！

　
８
月
３
日
、Ｊ
Ｒ
豊
後
竹
田
駅
前
周
辺

で「
こ
ど
も
夜
市
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

駅
前
広
場
を
走
る
ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
や
出
店
、

ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
な
ど
に
は
、
た
く
さ
ん

の
子
ど
も
た
ち
が
集
ま
り
賑
わ
っ
て
い
ま

し
た
。
夜
市
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
で
は
、
稲
葉

川
河
川
敷
か
ら
花
火
が
打
ち
上
げ
ら
れ

ま
し
た
。

祝
ＪＲ豊肥本線

全線復旧　８
月
４
日
、Ｊ
Ｒ
豊
肥
本
線
全
線
３
８
８
日
ぶ
り
の
運
行
再
開
を
記
念
し
て
、
豊
後
竹
田
駅

を
中
心
に
「
豊
肥
本
線
全
線
復
旧
記
念
事
業
」
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
昨
年
７
月
の
九
州
北
部
豪
雨
に
よ
り
、Ｊ
Ｒ

豊
肥
本
線
「
緒
方
駅
〜
阿
蘇
駅
」
間
が
甚
大
な

被
害
を
受
け
、
豊
後
竹
田
駅
〜
熊
本
・
宮
地
駅

間
が
長
期
間
運
休
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、Ｊ

Ｒ
九
州
に
よ
る
懸
命
な
復
旧
作
業
に
よ
り
、
８

月
４
日
、
豊
肥
本
線
は
全
線
復
旧
の
日
を
迎
え

ま
し
た
。

　
こ
の
日
早
朝
７
時
に
、
全
線
復
旧
観
光
列
車

『
あ
そ
ぼ
ー
い
！
』
の
出
発
式
が
豊
後
竹
田
駅

の
ホ
ー
ム
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
復
旧
記
念
事
業
実
行
委
員
会
会
長
の
首
藤

勝
次
市
長
は
「
竹
田
市
が
元
気
に
な
っ
た
こ
と

を
全
国
に
発
信
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
」
と
挨

拶
を
述
べ
ま
し
た
。
運
行
再
開
を
祝
う
く
す
玉

割
り
に
続
き
、
参
加
者
の
大
き
な
拍
手
に
見
送

ら
れ
『
あ
そ
ぼ
ー
い
！
』
が
熊
本
駅
に
向
け
て

出
発
し
ま
し
た
。

　
豊
後
竹
田
駅
前
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
は
『
全
線

復
旧
記
念
式
典
』
を
は
じ
め
、
大
分
県
出
身
の

シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
・
今
成
佳
奈
さ
ん

の
ラ
イ
ブ
や
Ｊ
Ｒ
九
州
大
分
協
調
楽
団
、
地
元

の
神
楽
や
合
唱
グ
ル
ー
プ
な
ど
に
よ
る
ス
テ
ー

ジ
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
、
終
日
お
祝
い
ム
ー
ド

に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
豊
後
荻
駅
で
も
『
駅
舎
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
記
念
式
典
』
や
朝
市
な
ど
が
開
催
。
玉
来
駅

周
辺
で
も
地
元
自
治
会
や
老
人
会
ほ
か
の
み
な

さ
ん
が
横
断
幕
を
掲
げ
て
盛
り
上
げ
て
い
ま
し

た
。

　
豊
後
竹
田
駅
を
通
学
や
通
院
で
利
用
す
る

地
域
の
方
の
喜
び
の
声
も
多
数
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。
待
望
の
豊
肥
本
線
が
つ
な
が
り
、
地
元
に

〝
し
あ
わ
せ
〞を
運
ん
で
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

元
気
な「
竹
田
」を
全
国
に
発
信
！
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活気を生む「情報発信」

宮
城
分
館
落
成
か
ら
１
年

（
宮
城
分
館
だ
よ
り
第
１
２
６
号
・
平
成

25
年
７
月
発
行
よ
り
）

　
分
館
の
落
成
か
ら
１
年
を
迎
え

ま
し
た
。「
木
造
で
古
い
小
学
校
の

再
生
は
懐
か
し
く
、
温
か
み
の
あ
る

分
館
」
と
い
う
こ
と
で
、
地
域
内
外

を
問
わ
ず
、
来
館
さ
れ
る
方
々
が
多

か
っ
た
の
は
印
象
的
で
し
た
。
地
域

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
拠
点
と
し
て
の

役
割
を
実
感
し
た
１
年
で
あ
り
ま

し
た
。

　
ま
た
環
境
整
備
と
し
て
、「
み
ん

な
が
い
つ
ま
で
も
気
持
ち
良
く
利

用
で
き
る
分
館
」
と
し
て
、
分
館
運

営
委
員
会
が
中
心
と
な
り
、
自
治

会
長
会
、
利
用
の
教
室
、
サ
ー
ク
ル

の
方
々
の
理
解
と
協
力
を
得
て
分

館
内
外
の
美
装
に
尽
力
を
頂
い
て

お
り
ま
す
。
月
１
回
で
あ
り
ま
す

が
、
本
当
に
す
が
す
が
し
い
気
持
ち

で
す
。

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
総
勢
80
数

名
が
保
健
師
の
リ
ー
ド
で
昼
過
ぎ

ま
で
各
種
競
技
を
楽
し
ん
で
い
ま
し

た
。
お
手
玉
を
使
っ
た
空
き
缶
飛
ば

し
な
ど
、
み
な
さ
ん
大
い
に
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。

は
じ
め
て
の
文
化
祭

（
白
丹
公
民
館
だ
よ
り
第
２
号
・
平
成

25
年
１
月
１
日
発
行
よ
り
）

　
一
輪
草
の
会
（
42
名
）
で
は
、
昨

年
11
月
24
日
に
初
め
て
の
文
化
祭

を
白
丹
公
民
館
多
目
的
ホ
ー
ル
で

開
催
し
ま
し
た
。

　
は
じ
め
は
展
示
品
が
集
ま
る
の

か
、
会
場
は
ど
う
な
る
の
か
心
配
で

し
た
が
、
み
な
さ
ん
の
パ
ワ
ー
で
作

品
も
た
く
さ
ん
集
ま
り
、
公
民
館
の

ご
加
勢
で
会
場
も
出
来
上
が
り
ま

し
た
。

　
会
員
持
ち
寄
り
の
料
理
で
会
食

を
行
い
、
三
味
線
の
伴
奏
に
よ
る
民

謡
や
カ
ラ
オ
ケ
で
会
場
は
賑
わ
い

ま
し
た
。「
独
り
者
や
、
歳
を
と
っ

た
者
で
も
で
き
る
ん
や
」
と
い
う
こ

と
が
証
明
さ
れ
た
１
日
で
し
た
。
第

２
回
、
第
３
回
と
続
け
た
い
。
継
続

は
力
な
り
で
す
。

「
牧
の
城
」
の
開
発
！ 

入
田

に
景
勝
地
誕
生

（「
い
ず
み
の
ひ
ろ
ば
」
第
57
号
・
平
成

25
年
６
月
発
行
よ
り
）

　
入
田
に
は
古
く
か
ら
「
津
賀
牟
礼

城
」
と
「
牧
の
城
」、
二
つ
の
山
城

が
あ
る
。
牧
の
城
は
津
賀
牟
礼
城
の

出
城
と
も
い
わ
れ
、
敵
が
攻
め
て
き

た
時
に
狼
煙
を
上
げ
て
津
賀
牟
礼

城
の
本
城
に
い
ち
早
く
知
ら
せ
る

役
を
し
て
い
た
ら
し
い
。
二
つ
と
も

中
世
時
代
（
１
５
０
０
年
代
）
に
自

然
要
塞
を
利
用
し
た
城
と
し
て
、
石

垣
工
は
全
く
な
い
。「
牧
の
城
」
は

数
年
前
か
ら
山
主
の
一
人
が
伐
開
を

開
始
。
だ
ん
だ
ん
と
伐
開
を
さ
れ
て

い
く
の
を
見
て
隣
人
の
山
主
も
こ
れ

に
加
わ
り
、
２
人
、
３
人
と
増
え
、

今
で
は
「
牧
の
城
愛
好
会
」
と
称
し

奥
豊
後
随
一
の
景
勝
地
に
生
ま
れ
変

わ
り
つ
つ
あ
る
。
周
辺
に
は
桜
と
紅

葉
を
植
栽
し
、
獣
害
に
遭
わ
ぬ
よ
う

防
護
し
て
あ
る
。「
牧
の
城
」
山
頂

（
海
抜
４
４
９
㍍
）
に
は
国
土
地
理

院
が
記
し
た
三
角
点
が
あ
り
、
奥
豊

後
地
帯
の
測
量
の
拠
点
と
な
っ
て
い

る
。
そ
の
少
し
手
前
に
展
望
台
を
設

け
、
こ
こ
で
一
息
入
れ
な
が
ら
四
囲

を
眺
望
で
き
る
よ
う
ベ
ン
チ
ま
で
設

置
さ
れ
て
い
る
。

　「
牧
の
城
」
か
ら
の
眺
望
は
３
６

０
度
の
絶
景
！
東
に
由
布
岳
、
鶴
見

岳
。
西
に
阿
蘇
五
岳
と
大
阿
蘇
外

輪
山
。
南
は
祖
母
・
傾
山
系
。

　
北
に
く
じ
ゅ
う
連
山
と
、
九
州
の

代
表
的
な
名
山
を
手
に
取
る
よ
う

に
観
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
素
晴

ら
し
い
名
水
の
郷
入
田
の
景
勝
地
と

し
て
、
春
は
桜
、
秋
は
紅
葉
と
し
て

の
「
牧
の
城
」
を
多
く
の
人
に
紹
介

し
た
い
。

参
加
で
何
か
が
始
ま
る

（
松
本
分
館
だ
よ
り
第
１
３
０
号
・
平

成
25
年
８
月
１
日
発
行
よ
り
）

　
７
月
14
日
、
竹
田
南
部
中
学
校

を
メ
イ
ン
会
場
に
地
区
恒
例
の
「
松

本
地
区
球
技
大
会
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
竹
田
南
部
中
学
校
で
は
「
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
」
と
「
ミ
ニ
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
」、
第
２
会
場
の
松
本
分
館

で
は
「
輪
投
げ
」
や
「
ペ
タ
ン
ク
」、

「
ボ
ウ
リ
ン
グ
」
の
各
競
技
が
行
わ

れ
、
参
加
者
は
気
持
ち
の
良
い
汗
を

流
し
て
い
ま
し
た
。

　
今
年
は
様
々
な
事
情
が
あ
っ
て
、

参
加
で
き
な
か
っ
た
方
は
来
年
こ
そ

は
参
加
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
参
加

す
る
こ
と
で
何
か
違
う
も
の
が
見
え

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。「
参
加
す
る

こ
と
で
何
か
が
変
わ
り
、
何
か
が
始

ま
る
」
そ
ん
な
松
本
地
区
球
技
大
会

で
あ
っ
て
欲
し
い
と
願
い
ま
す…

。

＊
　
　
＊
　
　
＊

　
ほ
か
に
も
、
城
原
地
区
の
「
礎
城

原
地
区
館
報
」
で
は
、
万
葉
の
里
な

ら
で
は
の
「
短
歌
」・「
俳
句
」
の
文

芸
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
、
地
域
住
民
の

み
な
さ
ん
の
作
品
発
表
の
場
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
直
入
公
民
館
は
「
公
民
館

だ
よ
り
・
名
欲
」
を
復
活
。
８
月
１

日
か
ら
発
行
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
今
回
ご
紹
介
し
た
市
内
各
地
域

の
「
分
館
」
や
「
公
民
館
」
か
ら
発

行
さ
れ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
紙
は
地
域

性
を
表
し
、
内
容
も
充
実
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の「
情
報
発
信
力
」は
、

地
域
の
活
気
を
生
み
出
し
て
く
れ

る
こ
と
で
し
ょ
う
。

地域でキラリと光る、コミュニティ新聞

活気を生む
「情報発信」

　市内各地域の活動拠点となる「分館」や「公民館」から発行される
コミュニティ新聞には、地域のお祭りやイベントなど、これまで全戸
配布の市報には取り上げられていない、とても魅力的で、地域ならで
はのニュースや情報が掲載されています。今回はピックアップして、
ご紹介します。

　嫗岳分館では、平成25年度４月から新しく２つ
の教室が始まりました。ひとつは民謡教室。そし
て、もうひとつはレスリング教室。
　部員は現在８名で、職業も様々。練習日は月２回
第１、第３の金曜日に分館体育館で行っています。
　指導者の後藤春夫さんが嫗岳地区に在住してい
ることが開講のきっかけ。県体には毎年出場。監督
の渡辺龍一さんは「今年はぜひ３位入賞を目指し
たい！」と語ってくれました。
（嫗岳分館だより第40号・平成25年８月１日発行より）

祖母山麓でレスリング教室

ゆ
う
・
遊
ク
ラ
ブ
大
運
動
会

開
催

（
都
野
公
民
館
だ
よ
り
第
１
号
・
平
成

25
年
７
月
発
行
よ
り
）

　
６
月
７
日
、
都
野
公
民
館
で
久
住

地
区
ゆ
う
・
遊
ク
ラ
ブ
の
大
運
動
会

↑分館をきれいにする分館利用者

↑池田政憲菅生分館長

↑すばらしい眺望の「牧の城」

↑合澤秀長宮砥分館長

　『
宮
砥
分
館
だ
よ
り
』（
Ａ
４

片
面
・
カ
ラ
ー
）
は
宮
砥
地
区

２
５
７
世
帯
・
45
班
で
回
覧
中
。

　
パ
ソ
コ
ン
に
新
聞
編
集
ソ
フ

ト
を
取
り
入
れ
、
昨
年
12
月
か

ら
毎
月
発
行
。「
写
真
を
多
く
、

文
章
を
短
く
」
を
理
念
に
、
レ

イ
ア
ウ
ト
を
工
夫
。
高
齢
者
が

読
み
や
す
く
、
誰
か
ら
も
親
し

ま
れ
る
「
分
館
だ
よ
り
」
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

　
主
に
「
河
川
土
砂
撤
去
工
事

開
始
」や「
市
に
要
望
書
提
出
」、

「
地
区
の
民
生
委
員
紹
介
」
な

ど
、
話
題
に
な
る
事
柄
を
わ
か

り
や
す
く
写
真
付
き
で
紹
介
し

て
い
ま
す
。

　「
宮
砥
地
区
で
動
い
て
い
る
こ

と
が
住
民
に
見
え
る
こ
と
が
大

事
。
分
館
だ
よ
り
の
役
割
は
大

き
い
」
と
語
る
合
澤
分
館
長
。

　
普
段
か
ら
デ
ジ
カ
メ
を
持
ち

歩
き
な
が
ら
、
今
日
も
ネ
タ
探

し
を
続
け
て
い
ま
す
。

　『
菅
生
分
館
便
り
』（
Ａ
４
片

面
・
白
黒
）
は
菅
生
地
区
３
４

１
世
帯
・
30
班
で
回
覧
中
。

　
昨
年
４
月
に
分
館
長
に
な
っ

て
以
来
（
災
害
時
の
ひ
と
月
を

除
き
）
毎
月
発
行
を
続
け
て
い

ま
す
。

　「
地
域
の
事
情
は
み
ん
な
に
早

く
流
す
！
」
を
理
念
に
、
タ
イ

ム
リ
ー
な
内
容
を
優
先
に
し
た

紙
面
づ
く
り
を
心
が
け
て
い
ま

す
。

　
ま
た
「
地
区
巡
回
健
診
の
呼

び
掛
け
」
な
ど
、
身
近
で
役
立

つ
情
報
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　「
分
館
便
り
は
〝
分
館
〞
と
〝
地

域
の
人
〞
を
結
び
つ
け
る
役
割

で
あ
れ
ば
い
い
な
と
思
っ
て
い

ま
す
」
と
語
る
池
田
分
館
長
。

　
実
は
当
初
パ
ソ
コ
ン
が
苦
手

で
し
た
が
、
就
任
３
か
月
前
か

ら
必
死
に
勉
強
し
て
マ
ス
タ
ー

し
、
今
日
が
あ
る
こ
と
は
、
知

る
人
ぞ
知
る
事
実
で
す
。

な  

ほ
り

こ
ん
に
ち
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活気を生む「情報発信」

宮
城
分
館
落
成
か
ら
１
年

（
宮
城
分
館
だ
よ
り
第
１
２
６
号
・
平
成

25
年
７
月
発
行
よ
り
）

　
分
館
の
落
成
か
ら
１
年
を
迎
え

ま
し
た
。「
木
造
で
古
い
小
学
校
の

再
生
は
懐
か
し
く
、
温
か
み
の
あ
る

分
館
」
と
い
う
こ
と
で
、
地
域
内
外

を
問
わ
ず
、
来
館
さ
れ
る
方
々
が
多

か
っ
た
の
は
印
象
的
で
し
た
。
地
域

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
拠
点
と
し
て
の

役
割
を
実
感
し
た
１
年
で
あ
り
ま

し
た
。

　
ま
た
環
境
整
備
と
し
て
、「
み
ん

な
が
い
つ
ま
で
も
気
持
ち
良
く
利

用
で
き
る
分
館
」
と
し
て
、
分
館
運

営
委
員
会
が
中
心
と
な
り
、
自
治

会
長
会
、
利
用
の
教
室
、
サ
ー
ク
ル

の
方
々
の
理
解
と
協
力
を
得
て
分

館
内
外
の
美
装
に
尽
力
を
頂
い
て

お
り
ま
す
。
月
１
回
で
あ
り
ま
す

が
、
本
当
に
す
が
す
が
し
い
気
持
ち

で
す
。

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
総
勢
80
数

名
が
保
健
師
の
リ
ー
ド
で
昼
過
ぎ

ま
で
各
種
競
技
を
楽
し
ん
で
い
ま
し

た
。
お
手
玉
を
使
っ
た
空
き
缶
飛
ば

し
な
ど
、
み
な
さ
ん
大
い
に
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。

は
じ
め
て
の
文
化
祭

（
白
丹
公
民
館
だ
よ
り
第
２
号
・
平
成

25
年
１
月
１
日
発
行
よ
り
）

　
一
輪
草
の
会
（
42
名
）
で
は
、
昨

年
11
月
24
日
に
初
め
て
の
文
化
祭

を
白
丹
公
民
館
多
目
的
ホ
ー
ル
で

開
催
し
ま
し
た
。

　
は
じ
め
は
展
示
品
が
集
ま
る
の

か
、
会
場
は
ど
う
な
る
の
か
心
配
で

し
た
が
、
み
な
さ
ん
の
パ
ワ
ー
で
作

品
も
た
く
さ
ん
集
ま
り
、
公
民
館
の

ご
加
勢
で
会
場
も
出
来
上
が
り
ま

し
た
。

　
会
員
持
ち
寄
り
の
料
理
で
会
食

を
行
い
、
三
味
線
の
伴
奏
に
よ
る
民

謡
や
カ
ラ
オ
ケ
で
会
場
は
賑
わ
い

ま
し
た
。「
独
り
者
や
、
歳
を
と
っ

た
者
で
も
で
き
る
ん
や
」
と
い
う
こ

と
が
証
明
さ
れ
た
１
日
で
し
た
。
第

２
回
、
第
３
回
と
続
け
た
い
。
継
続

は
力
な
り
で
す
。

「
牧
の
城
」
の
開
発
！ 

入
田

に
景
勝
地
誕
生

（「
い
ず
み
の
ひ
ろ
ば
」
第
57
号
・
平
成

25
年
６
月
発
行
よ
り
）

　
入
田
に
は
古
く
か
ら
「
津
賀
牟
礼

城
」
と
「
牧
の
城
」、
二
つ
の
山
城

が
あ
る
。
牧
の
城
は
津
賀
牟
礼
城
の

出
城
と
も
い
わ
れ
、
敵
が
攻
め
て
き

た
時
に
狼
煙
を
上
げ
て
津
賀
牟
礼

城
の
本
城
に
い
ち
早
く
知
ら
せ
る

役
を
し
て
い
た
ら
し
い
。
二
つ
と
も

中
世
時
代
（
１
５
０
０
年
代
）
に
自

然
要
塞
を
利
用
し
た
城
と
し
て
、
石

垣
工
は
全
く
な
い
。「
牧
の
城
」
は

数
年
前
か
ら
山
主
の
一
人
が
伐
開
を

開
始
。
だ
ん
だ
ん
と
伐
開
を
さ
れ
て

い
く
の
を
見
て
隣
人
の
山
主
も
こ
れ

に
加
わ
り
、
２
人
、
３
人
と
増
え
、

今
で
は
「
牧
の
城
愛
好
会
」
と
称
し

奥
豊
後
随
一
の
景
勝
地
に
生
ま
れ
変

わ
り
つ
つ
あ
る
。
周
辺
に
は
桜
と
紅

葉
を
植
栽
し
、
獣
害
に
遭
わ
ぬ
よ
う

防
護
し
て
あ
る
。「
牧
の
城
」
山
頂

（
海
抜
４
４
９
㍍
）
に
は
国
土
地
理

院
が
記
し
た
三
角
点
が
あ
り
、
奥
豊

後
地
帯
の
測
量
の
拠
点
と
な
っ
て
い

る
。
そ
の
少
し
手
前
に
展
望
台
を
設

け
、
こ
こ
で
一
息
入
れ
な
が
ら
四
囲

を
眺
望
で
き
る
よ
う
ベ
ン
チ
ま
で
設

置
さ
れ
て
い
る
。

　「
牧
の
城
」
か
ら
の
眺
望
は
３
６

０
度
の
絶
景
！
東
に
由
布
岳
、
鶴
見

岳
。
西
に
阿
蘇
五
岳
と
大
阿
蘇
外

輪
山
。
南
は
祖
母
・
傾
山
系
。

　
北
に
く
じ
ゅ
う
連
山
と
、
九
州
の

代
表
的
な
名
山
を
手
に
取
る
よ
う

に
観
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
素
晴

ら
し
い
名
水
の
郷
入
田
の
景
勝
地
と

し
て
、
春
は
桜
、
秋
は
紅
葉
と
し
て

の
「
牧
の
城
」
を
多
く
の
人
に
紹
介

し
た
い
。

参
加
で
何
か
が
始
ま
る

（
松
本
分
館
だ
よ
り
第
１
３
０
号
・
平

成
25
年
８
月
１
日
発
行
よ
り
）

　
７
月
14
日
、
竹
田
南
部
中
学
校

を
メ
イ
ン
会
場
に
地
区
恒
例
の
「
松

本
地
区
球
技
大
会
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
竹
田
南
部
中
学
校
で
は
「
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
」
と
「
ミ
ニ
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
」、
第
２
会
場
の
松
本
分
館

で
は
「
輪
投
げ
」
や
「
ペ
タ
ン
ク
」、

「
ボ
ウ
リ
ン
グ
」
の
各
競
技
が
行
わ

れ
、
参
加
者
は
気
持
ち
の
良
い
汗
を

流
し
て
い
ま
し
た
。

　
今
年
は
様
々
な
事
情
が
あ
っ
て
、

参
加
で
き
な
か
っ
た
方
は
来
年
こ
そ

は
参
加
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
参
加

す
る
こ
と
で
何
か
違
う
も
の
が
見
え

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。「
参
加
す
る

こ
と
で
何
か
が
変
わ
り
、
何
か
が
始

ま
る
」
そ
ん
な
松
本
地
区
球
技
大
会

で
あ
っ
て
欲
し
い
と
願
い
ま
す…

。

＊
　
　
＊
　
　
＊

　
ほ
か
に
も
、
城
原
地
区
の
「
礎
城

原
地
区
館
報
」
で
は
、
万
葉
の
里
な

ら
で
は
の
「
短
歌
」・「
俳
句
」
の
文

芸
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
、
地
域
住
民
の

み
な
さ
ん
の
作
品
発
表
の
場
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
直
入
公
民
館
は
「
公
民
館

だ
よ
り
・
名
欲
」
を
復
活
。
８
月
１

日
か
ら
発
行
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
今
回
ご
紹
介
し
た
市
内
各
地
域

の
「
分
館
」
や
「
公
民
館
」
か
ら
発

行
さ
れ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
紙
は
地
域

性
を
表
し
、
内
容
も
充
実
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の「
情
報
発
信
力
」は
、

地
域
の
活
気
を
生
み
出
し
て
く
れ

る
こ
と
で
し
ょ
う
。

地域でキラリと光る、コミュニティ新聞

活気を生む
「情報発信」

　市内各地域の活動拠点となる「分館」や「公民館」から発行される
コミュニティ新聞には、地域のお祭りやイベントなど、これまで全戸
配布の市報には取り上げられていない、とても魅力的で、地域ならで
はのニュースや情報が掲載されています。今回はピックアップして、
ご紹介します。

　嫗岳分館では、平成25年度４月から新しく２つ
の教室が始まりました。ひとつは民謡教室。そし
て、もうひとつはレスリング教室。
　部員は現在８名で、職業も様々。練習日は月２回
第１、第３の金曜日に分館体育館で行っています。
　指導者の後藤春夫さんが嫗岳地区に在住してい
ることが開講のきっかけ。県体には毎年出場。監督
の渡辺龍一さんは「今年はぜひ３位入賞を目指し
たい！」と語ってくれました。
（嫗岳分館だより第40号・平成25年８月１日発行より）

祖母山麓でレスリング教室

ゆ
う
・
遊
ク
ラ
ブ
大
運
動
会

開
催

（
都
野
公
民
館
だ
よ
り
第
１
号
・
平
成

25
年
７
月
発
行
よ
り
）

　
６
月
７
日
、
都
野
公
民
館
で
久
住

地
区
ゆ
う
・
遊
ク
ラ
ブ
の
大
運
動
会

↑分館をきれいにする分館利用者

↑池田政憲菅生分館長

↑すばらしい眺望の「牧の城」

↑合澤秀長宮砥分館長

　『
宮
砥
分
館
だ
よ
り
』（
Ａ
４

片
面
・
カ
ラ
ー
）
は
宮
砥
地
区

２
５
７
世
帯
・
45
班
で
回
覧
中
。

　
パ
ソ
コ
ン
に
新
聞
編
集
ソ
フ

ト
を
取
り
入
れ
、
昨
年
12
月
か

ら
毎
月
発
行
。「
写
真
を
多
く
、

文
章
を
短
く
」
を
理
念
に
、
レ

イ
ア
ウ
ト
を
工
夫
。
高
齢
者
が

読
み
や
す
く
、
誰
か
ら
も
親
し

ま
れ
る
「
分
館
だ
よ
り
」
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

　
主
に
「
河
川
土
砂
撤
去
工
事

開
始
」や「
市
に
要
望
書
提
出
」、

「
地
区
の
民
生
委
員
紹
介
」
な

ど
、
話
題
に
な
る
事
柄
を
わ
か

り
や
す
く
写
真
付
き
で
紹
介
し

て
い
ま
す
。

　「
宮
砥
地
区
で
動
い
て
い
る
こ

と
が
住
民
に
見
え
る
こ
と
が
大

事
。
分
館
だ
よ
り
の
役
割
は
大

き
い
」
と
語
る
合
澤
分
館
長
。

　
普
段
か
ら
デ
ジ
カ
メ
を
持
ち

歩
き
な
が
ら
、
今
日
も
ネ
タ
探

し
を
続
け
て
い
ま
す
。

　『
菅
生
分
館
便
り
』（
Ａ
４
片

面
・
白
黒
）
は
菅
生
地
区
３
４

１
世
帯
・
30
班
で
回
覧
中
。

　
昨
年
４
月
に
分
館
長
に
な
っ

て
以
来
（
災
害
時
の
ひ
と
月
を

除
き
）
毎
月
発
行
を
続
け
て
い

ま
す
。

　「
地
域
の
事
情
は
み
ん
な
に
早

く
流
す
！
」
を
理
念
に
、
タ
イ

ム
リ
ー
な
内
容
を
優
先
に
し
た

紙
面
づ
く
り
を
心
が
け
て
い
ま

す
。

　
ま
た
「
地
区
巡
回
健
診
の
呼

び
掛
け
」
な
ど
、
身
近
で
役
立

つ
情
報
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　「
分
館
便
り
は
〝
分
館
〞
と
〝
地

域
の
人
〞
を
結
び
つ
け
る
役
割

で
あ
れ
ば
い
い
な
と
思
っ
て
い

ま
す
」
と
語
る
池
田
分
館
長
。

　
実
は
当
初
パ
ソ
コ
ン
が
苦
手

で
し
た
が
、
就
任
３
か
月
前
か

ら
必
死
に
勉
強
し
て
マ
ス
タ
ー

し
、
今
日
が
あ
る
こ
と
は
、
知

る
人
ぞ
知
る
事
実
で
す
。

な  

ほ
り

こ
ん
に
ち

2013年9月発行7



竹田市総合まちづくりセンター

城
下
町
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ

「
竹
田
市
総
合
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
」

　
　
　
　
　 新
展
開
へ 

　
竹
田
市
総
合
ま
ち
づ
く
り
セ
ン

タ
ー
は
、
今
年
度
７
月
１
日
か
ら
セ

ン
タ
ー
長
に
野
田
良
輔
副
市
長
が

就
任
、
ま
ち
づ
く
り
の
新
た
な
展
開

を
図
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
市
行
政
で
は
、
竹
田
中
心
市
街

地
の
活
性
化
を
目
的
と
し
た
「
城
下

町
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
構
想
を
立

ち
上
げ
、
東
京
大
学
景
観
研
究
室

の
協
力
を
得
る
な
ど
、〝
情
感
ま
ち

づ
く
り
〞
に
向
け
た
調
査
研
究
を
重

ね
て
き
ま
し
た
。

　
中
心
市
街
地
は
、
商
業
、
事
務
的

業
務
、
密
集
居
住
等
の
都
市
機
能

が
集
積
し
、
長
い
歴
史
の
中
で
そ
の

地
域
の
文
化
や
伝
統
を
培
い
、
様
々

な
分
野
の
生
活
機
能
を
有
し
て
き

ま
し
た
。
中
心
市
街
地
に
感
ず
る
情

感
は
、
そ
の
町
の
性
格
を
表
現
す
る

も
の
で
あ
り
、
ま
さ
に「
地
域
の
顔
」

と
も
い
う
べ
き
存
在
で
す
。
し
か
し

な
が
ら
近
年
で
は
、
公
共
公
益
施
設

の
郊
外
拡
散
、
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ

ン
の
進
展
、
大
規
模
集
客
施
設
の
郊

外
進
出
な
ど
に
よ
り
、
中
心
市
街
地

の
衰
退
が
進
行
し
て
お
り
、
本
市
中

心
市
街
地
で
は
そ
の
現
象
が
顕
著

に
表
れ
て
い
ま
す
。

　
中
心
市
街
地
が
、
地
域
経
済
や

地
域
社
会
の
発
展
に
果
た
す
役
割

は
大
き
く
、
将
来
の
竹
田
市
の
趨
勢

に
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。
中

心
市
街
地
の
活
性
化
を
核
に
、
そ
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
同
心
円
状
に
波
及
さ

せ
、
市
全
体
の
浮
揚
へ
と
展
開
さ
せ

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
将
来
の
「
地
域
の
顔
」
が
つ
く
る

表
情
を
、
よ
り
豊
か
な
笑
顔
に
す
る

た
め
に
、
今
が
大
き
な
転
機
と
な
っ

て
い
る
城
下
町
の
再
生
に
向
け
、
竹

田
市
は
総
力
を
挙
げ
て
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

＝
都
市
再
生
ま
ち
づ
く
り

　
基
本
計
画
の
策
定
＝

　
城
下
町
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

は
、「
市
街
地
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー

ル
」や「
新
図
書
館
」の
新
規
建
設
、

ま
た
、「
竹
田
市
文
化
会
館
」
の
復

興
な
ど
の
ハ
ー
ド
整
備
が
主
要
事

業
と
し
て
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
こ
う
し
た
ハ
ー
ド
整
備
は
、

将
来
の
目
指
す
べ
き
城
下
町
を
構

成
し
て
い
く
一
つ
の
手
法
、
手
段
に

過
ぎ
ず
、
城
下
町
の
将
来
像
を
構

築
し
て
い
く
上
で
は
、
ど
の
よ
う
な

ハ
ー
ド
整
備
が
必
要
と
な
る
の
か
が

問
わ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。
こ
の
た

め
、
市
で
は
10
年
後
の
在
る
べ
き
城

下
町
の
将
来
像
を
描
く
、『
都
市
再

生
ま
ち
づ
く
り
基
本
計
画
』
を
策
定

し
、
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
を
市
民
の
皆
様

に
よ
り
わ
か
り
や
す
く
示
す
こ
と
と

し
ま
し
た
。

＝
城
下
町
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と

　
市
民
活
動
の
調
整
、
融
合
＝

　
現
在
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
で

は
、
中
心
市
街
地
の
ま
ち
づ
く
り
に

対
す
る
機
運
の
醸
成
、
意
識
の
向
上

を
図
る
仕
掛
け
、
き
っ
か
け
に
す
る

と
と
も
に
、「
都
市
再
生
ま
ち
づ
く

り
基
本
計
画
」
策
定
等
に
係
る
ま
ち

づ
く
り
の
将
来
構
想
に
お
け
る
素

材
収
集
の
た
め
、
竹
田
地
区
自
治
会

等
を
対
象
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
意

見
交
換
会
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
今

後
は
、
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
市
民

ア
ン
ケ
ー
ト
に
つ
い
て
も
実
施
す
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
で

は
、
城
下
町
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

市
民
目
線
で
捉
え
、
研
究
分
析
し
、

「
城
下
町
の
将
来
像
」
を
描
く
上
で

必
要
な
施
策
の
提
案
を
行
う
市
民

ス
タ
ッ
フ
を
、『
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
』
と
し
て
選
任
委
嘱
し
ま
し

た
。
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
は
、
10

年
後
の
中
心
市
街
地
の
リ
ー
ダ
ー
と

な
る
べ
き
40
歳
前
後
の
若
手
事
業
者

を
選
任
し
て
い
ま
す
。

＝
農
村
回
帰

　
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
構
想
の
具
体
化
＝

　
平
成
30
年
を
目
途
に
、
中
九
州

地
域
高
規
格
道
竹
田
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
ま
で
高
速
交
通
網
が
整
備

さ
れ
る
見
込
み
で
す
。
そ
う
す
る
と

県
都
大
分
市
へ
は
車
で
30
分
〜
40

分
と
な
り
、
通
勤
可
能
範
囲
と
な
り

ま
す
。
仕
事
は
大
分
市
に
通
勤
す
る

が
、
居
住
は
自
然
環
境
の
優
れ
た
竹

田
市
に
住
む
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
描

く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
農
村
回
帰
を
標
榜
し
、
既
住
定

住
、
移
住
定
住
の
促
進
を
図
る
た

め
、
竹
田
ら
し
い
住
宅
用
地
の
開
発

に
つ
い
て
構
想
を
具
体
化
し
て
い
き

ま
す
。
今
年
度
は
、
市
内
外
に
お
け

る
住
宅
用
地
の
需
要
に
つ
い
て
の
調

査
を
行
う
と
と
も
に
、
住
宅
用
地
開

発
整
備
の
適
地
を
抽
出
し
、
事
業
の

可
能
性
に
つ
い
て
調
査
を
行
い
、
来

年
度
以
降
に
向
け
て
事
業
の
進
展

を
図
り
ま
す
。

　
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
は
、
喫
緊

の
課
題
で
あ
る
城
下
町
再
生
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
本
格
稼
働
に
向
け
て
精

力
的
に
取
り
組
み
、
九
州
中
央
部
の

雄
と
し
て
「
再
生
」
か
ら
「
最
盛
」

を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

←竹田（TAKETA）の頭文字「T」
の決めポーズをする市民ス
タッフ

↑合同委嘱式

竹
田
の
観
光
が
変
わ
る
！

「
第
２
回
フ
ェ
ア
ツ
ー
リ
ズ
ム
国
際
大
会
」、今
月
25・26・27
日
に
開
催

こ
れ
ま
で
の
観
光
を
変
え
る
国
際
大
会

　
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
言
葉
が
日
本
で
誕

生
し
て
18
年
が
経
ち
ま
す
。そ
の
間
、地
方
か
ら
人
々

が
都
市
へ
出
て
行
く
と
い
う
流
れ
か
ら
、
都
市
住
民

が
地
方
へ
行
く
と
い
う
流
れ
が
出
て
き
ま
し
た
。
そ

れ
に
伴
い
、
人
々
の
旅
行
先
も
一
大
観
光
地
か
ら
地

方
へ
と
変
化
し
始
め
、
さ
ら
に
、
観
光
地
の
上
辺
だ

け
を
み
る
旅
行
よ
り
も
、
そ
の
ま
ち
を
深
く
知
り
、

そ
こ
に
住
む
人
と
交
流
す
る
と
い
う
ニ
ー
ズ
が
生
ま

れ
て
い
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
流
れ
の
中
、
日
本
の
田

舎
・
農
村
の
価
値
が
今
改
め
て
見
直
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
地
方
に
注
目
し
て
い
る
の
は
日
本
人
だ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
観
光
の
新
た
な
動
き
に
敏
感
に
反
応
し

て
い
る
の
が
韓
国
で
す
。
そ
ん
な
中
、
日
本
全
国
の

ツ
ー
リ
ズ
ム
関
係
者
、
韓
国
か
ら
は
旅
行
社
等
の
新

進
気
鋭
の
若
手
ス
タ
ッ
フ
が
竹
田
市
に
集
結
し
、
観

光
、
交
流
の
波
を
読
み
解
き
、
地
方
の
魅
力
を
活
か

し
た
新
た
な
観
光
の
形
態
を
模
索
し
ま
す
。

　「
韓
国
で
も
ソ
ウ
ル
一
極
集
中
の
状
況
へ
の
反
省

か
ら
、
地
方
の
価
値
を
見
直
す
動
き
や
農
村
回
帰
を

叫
ぶ
声
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
。
こ
の
大
会
は
、
グ

リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
だ
け
で
な
く
、
観
光
関
係
者
に

と
っ
て
も
最
高
の
示
唆
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
」
と

大
会
顧
問
で
あ
る
東
洋
大
学
社
会
学
部
　
青
木
辰

　
８
月
１
日
、「
竹
田
エ
コ
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
市
民
会
議
委
員
」
と
「
ま

ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
」
の
合
同
委
嘱
式
が
市

本
庁
舎
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
市
民
会
議
委
員
は
佐
藤
雅
光

さ
ん
ほ
か
９
名
、
ま
ち
づ
く
り
セ

ン
タ
ー
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
佐

藤
徹
さ
ん
ほ
か
６
名
に
委
嘱
状

が
首
藤
市
長
か
ら
手
渡
さ
れ
ま

し
た
。（
任
期
は
市
民
会
議
委
員

が
１
年
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が

２
年
）

　
委
嘱
式
に
続
き
、
首
藤
市
長

は
「
創
造
性
あ
ふ
れ
る
素
晴
ら
し

い
魅
力
を
持
っ
た
竹
田
市
の
た
め

に
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
力
を
お

借
り
し
た
い
」
と
挨
拶
を
述
べ
ま

し
た
。

　
と
も
に
市
民
が
中
心
と
な
っ

て
、
政
策
や
町
お
こ
し
等
の
「
構

想
」
を
本
格
的
な
「
実
践
」
へ
と

移
す
組
織
。
未
来
の
子
ど
も
た

ち
が
誇
れ
る
よ
う
な
「
魅
力
の
あ

る
竹
田
の
ま
ち
」を
目
指
し
ま
す
。

【
竹
田
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
市
民

会
議
委
員
】

佐
藤
雅
光
（
入
田
）、
広
田
二
千

（
玉
来
）、
芳
川
陽
二
（
岡
本
）、

吉
田
誠
（
福
岡
県
古
賀
市
）、
衛

藤
勝
志（
宮
城
）、
川
上
貴
子（
荻

町
）、
仲
村
睦
雄
（
竹
田
）、
工
藤

千
津
子
（
竹
田
）、
児
玉
順
平
（
竹

田
）、
安
永
豊
（
福
岡
県
北
九
州

市
）

【
総
合
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
・

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
】

佐
藤
徹（
竹
田
）、
得
丸
高
志（
玉

来
）、
加
来
浩
祐
（
玉
来
）、
土
居

丈
直（
岡
本
）、
重
松
英（
竹
田
）、

河
野
洋
史
（
竹
田
）、
佐
藤
雅
光

（
入
田
）　
　
　〔
敬
称
略
・
順
不
同
〕

竹
田
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
市
民
会
議
委
員・ま
ち
づ
く
り

セ
ン
タ
ー
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
合
同
委
嘱
式

「
構
想
」か
ら「
実
践
」へ
！

司
教
授
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
日
本
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
代
表
理
事
）
は
話
し
ま
す
。

ア
ジ
ア
へ
竹
田
の
魅
力
発
信
を

　
九
州
オ
ル
レ
「
奥
豊
後
コ
ー
ス
」
と
い
う
、
日
本

一
の
人
気
コ
ー
ス
と
し
て
韓
国
の
観
光
客
が
集
ま
り

つ
つ
あ
る
竹
田
市
。
着
実
に
竹
田
市
と
い
う
名
は
人

か
ら
人
へ
と
全
国
へ
、
そ
し
て
ア
ジ
ア
に
向
け
て
伝

わ
り
始
め
て
い
ま
す
。こ
の
流
れ
を
上
手
に
利
用
し
、

ア
ジ
ア
圏
へ
広
く
竹
田
の
魅
力
を
発
信
し
て
い
き
た

い
と
考
え
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
大
会
を
一
回
限
り
の

も
の
と
せ
ず
、
今
後
は
こ
の
大
会
で
縁
を
得
た
韓
国

を
は
じ
め
、
ア
ジ
ア
各
地
か
ら
定
期
的
に
人
を
呼
ぶ

べ
く
、
拠
点
整
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

大
会
は
３
日
間
に
わ
た
り
開
催

　
大
会
は
９
月
25
日
〜
27
日
の
３
日
間
開
催
さ
れ
ま

す
。
大
会
に
は
市
民
の
方
の
参
加
も
可
能
で
す
。
資

料
代
や
交
流
会
費
等
が
別
途
か
か
る
た
め
、
詳
細
に

つ
い
て
は
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

市
民
の
皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ

　
竹
田
市
企
画
情
報
課
　
文
化
・
地
域
振
興
室

　
☎
０
９
７
４-

６
３-

４
８
０
１
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竹田市総合まちづくりセンター

城
下
町
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ

「
竹
田
市
総
合
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
」

　
　
　
　
　 新
展
開
へ 

　
竹
田
市
総
合
ま
ち
づ
く
り
セ
ン

タ
ー
は
、
今
年
度
７
月
１
日
か
ら
セ

ン
タ
ー
長
に
野
田
良
輔
副
市
長
が

就
任
、
ま
ち
づ
く
り
の
新
た
な
展
開

を
図
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
市
行
政
で
は
、
竹
田
中
心
市
街

地
の
活
性
化
を
目
的
と
し
た
「
城
下

町
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
構
想
を
立

ち
上
げ
、
東
京
大
学
景
観
研
究
室

の
協
力
を
得
る
な
ど
、〝
情
感
ま
ち

づ
く
り
〞
に
向
け
た
調
査
研
究
を
重

ね
て
き
ま
し
た
。

　
中
心
市
街
地
は
、
商
業
、
事
務
的

業
務
、
密
集
居
住
等
の
都
市
機
能

が
集
積
し
、
長
い
歴
史
の
中
で
そ
の

地
域
の
文
化
や
伝
統
を
培
い
、
様
々

な
分
野
の
生
活
機
能
を
有
し
て
き

ま
し
た
。
中
心
市
街
地
に
感
ず
る
情

感
は
、
そ
の
町
の
性
格
を
表
現
す
る

も
の
で
あ
り
、
ま
さ
に「
地
域
の
顔
」

と
も
い
う
べ
き
存
在
で
す
。
し
か
し

な
が
ら
近
年
で
は
、
公
共
公
益
施
設

の
郊
外
拡
散
、
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ

ン
の
進
展
、
大
規
模
集
客
施
設
の
郊

外
進
出
な
ど
に
よ
り
、
中
心
市
街
地

の
衰
退
が
進
行
し
て
お
り
、
本
市
中

心
市
街
地
で
は
そ
の
現
象
が
顕
著

に
表
れ
て
い
ま
す
。

　
中
心
市
街
地
が
、
地
域
経
済
や

地
域
社
会
の
発
展
に
果
た
す
役
割

は
大
き
く
、
将
来
の
竹
田
市
の
趨
勢

に
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。
中

心
市
街
地
の
活
性
化
を
核
に
、
そ
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
同
心
円
状
に
波
及
さ

せ
、
市
全
体
の
浮
揚
へ
と
展
開
さ
せ

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
将
来
の
「
地
域
の
顔
」
が
つ
く
る

表
情
を
、
よ
り
豊
か
な
笑
顔
に
す
る

た
め
に
、
今
が
大
き
な
転
機
と
な
っ

て
い
る
城
下
町
の
再
生
に
向
け
、
竹

田
市
は
総
力
を
挙
げ
て
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

＝
都
市
再
生
ま
ち
づ
く
り

　
基
本
計
画
の
策
定
＝

　
城
下
町
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

は
、「
市
街
地
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー

ル
」や「
新
図
書
館
」の
新
規
建
設
、

ま
た
、「
竹
田
市
文
化
会
館
」
の
復

興
な
ど
の
ハ
ー
ド
整
備
が
主
要
事

業
と
し
て
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
こ
う
し
た
ハ
ー
ド
整
備
は
、

将
来
の
目
指
す
べ
き
城
下
町
を
構

成
し
て
い
く
一
つ
の
手
法
、
手
段
に

過
ぎ
ず
、
城
下
町
の
将
来
像
を
構

築
し
て
い
く
上
で
は
、
ど
の
よ
う
な

ハ
ー
ド
整
備
が
必
要
と
な
る
の
か
が

問
わ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。
こ
の
た

め
、
市
で
は
10
年
後
の
在
る
べ
き
城

下
町
の
将
来
像
を
描
く
、『
都
市
再

生
ま
ち
づ
く
り
基
本
計
画
』
を
策
定

し
、
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
を
市
民
の
皆
様

に
よ
り
わ
か
り
や
す
く
示
す
こ
と
と

し
ま
し
た
。

＝
城
下
町
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と

　
市
民
活
動
の
調
整
、
融
合
＝

　
現
在
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
で

は
、
中
心
市
街
地
の
ま
ち
づ
く
り
に

対
す
る
機
運
の
醸
成
、
意
識
の
向
上

を
図
る
仕
掛
け
、
き
っ
か
け
に
す
る

と
と
も
に
、「
都
市
再
生
ま
ち
づ
く

り
基
本
計
画
」
策
定
等
に
係
る
ま
ち

づ
く
り
の
将
来
構
想
に
お
け
る
素

材
収
集
の
た
め
、
竹
田
地
区
自
治
会

等
を
対
象
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
意

見
交
換
会
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
今

後
は
、
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
市
民

ア
ン
ケ
ー
ト
に
つ
い
て
も
実
施
す
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
で

は
、
城
下
町
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

市
民
目
線
で
捉
え
、
研
究
分
析
し
、

「
城
下
町
の
将
来
像
」
を
描
く
上
で

必
要
な
施
策
の
提
案
を
行
う
市
民

ス
タ
ッ
フ
を
、『
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
』
と
し
て
選
任
委
嘱
し
ま
し

た
。
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
は
、
10

年
後
の
中
心
市
街
地
の
リ
ー
ダ
ー
と

な
る
べ
き
40
歳
前
後
の
若
手
事
業
者

を
選
任
し
て
い
ま
す
。

＝
農
村
回
帰

　
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
構
想
の
具
体
化
＝

　
平
成
30
年
を
目
途
に
、
中
九
州

地
域
高
規
格
道
竹
田
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
ま
で
高
速
交
通
網
が
整
備

さ
れ
る
見
込
み
で
す
。
そ
う
す
る
と

県
都
大
分
市
へ
は
車
で
30
分
〜
40

分
と
な
り
、
通
勤
可
能
範
囲
と
な
り

ま
す
。
仕
事
は
大
分
市
に
通
勤
す
る

が
、
居
住
は
自
然
環
境
の
優
れ
た
竹

田
市
に
住
む
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
描

く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
農
村
回
帰
を
標
榜
し
、
既
住
定

住
、
移
住
定
住
の
促
進
を
図
る
た

め
、
竹
田
ら
し
い
住
宅
用
地
の
開
発

に
つ
い
て
構
想
を
具
体
化
し
て
い
き

ま
す
。
今
年
度
は
、
市
内
外
に
お
け

る
住
宅
用
地
の
需
要
に
つ
い
て
の
調

査
を
行
う
と
と
も
に
、
住
宅
用
地
開

発
整
備
の
適
地
を
抽
出
し
、
事
業
の

可
能
性
に
つ
い
て
調
査
を
行
い
、
来

年
度
以
降
に
向
け
て
事
業
の
進
展

を
図
り
ま
す
。

　
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
は
、
喫
緊

の
課
題
で
あ
る
城
下
町
再
生
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
本
格
稼
働
に
向
け
て
精

力
的
に
取
り
組
み
、
九
州
中
央
部
の

雄
と
し
て
「
再
生
」
か
ら
「
最
盛
」

を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

←竹田（TAKETA）の頭文字「T」
の決めポーズをする市民ス
タッフ

↑合同委嘱式

竹
田
の
観
光
が
変
わ
る
！

「
第
２
回
フ
ェ
ア
ツ
ー
リ
ズ
ム
国
際
大
会
」、今
月
25・26・27
日
に
開
催

こ
れ
ま
で
の
観
光
を
変
え
る
国
際
大
会

　
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
言
葉
が
日
本
で
誕

生
し
て
18
年
が
経
ち
ま
す
。そ
の
間
、地
方
か
ら
人
々

が
都
市
へ
出
て
行
く
と
い
う
流
れ
か
ら
、
都
市
住
民

が
地
方
へ
行
く
と
い
う
流
れ
が
出
て
き
ま
し
た
。
そ

れ
に
伴
い
、
人
々
の
旅
行
先
も
一
大
観
光
地
か
ら
地

方
へ
と
変
化
し
始
め
、
さ
ら
に
、
観
光
地
の
上
辺
だ

け
を
み
る
旅
行
よ
り
も
、
そ
の
ま
ち
を
深
く
知
り
、

そ
こ
に
住
む
人
と
交
流
す
る
と
い
う
ニ
ー
ズ
が
生
ま

れ
て
い
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
流
れ
の
中
、
日
本
の
田

舎
・
農
村
の
価
値
が
今
改
め
て
見
直
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
地
方
に
注
目
し
て
い
る
の
は
日
本
人
だ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
観
光
の
新
た
な
動
き
に
敏
感
に
反
応
し

て
い
る
の
が
韓
国
で
す
。
そ
ん
な
中
、
日
本
全
国
の

ツ
ー
リ
ズ
ム
関
係
者
、
韓
国
か
ら
は
旅
行
社
等
の
新

進
気
鋭
の
若
手
ス
タ
ッ
フ
が
竹
田
市
に
集
結
し
、
観

光
、
交
流
の
波
を
読
み
解
き
、
地
方
の
魅
力
を
活
か

し
た
新
た
な
観
光
の
形
態
を
模
索
し
ま
す
。

　「
韓
国
で
も
ソ
ウ
ル
一
極
集
中
の
状
況
へ
の
反
省

か
ら
、
地
方
の
価
値
を
見
直
す
動
き
や
農
村
回
帰
を

叫
ぶ
声
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
。
こ
の
大
会
は
、
グ

リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
だ
け
で
な
く
、
観
光
関
係
者
に

と
っ
て
も
最
高
の
示
唆
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
」
と

大
会
顧
問
で
あ
る
東
洋
大
学
社
会
学
部
　
青
木
辰

　
８
月
１
日
、「
竹
田
エ
コ
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
市
民
会
議
委
員
」
と
「
ま

ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
」
の
合
同
委
嘱
式
が
市

本
庁
舎
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
市
民
会
議
委
員
は
佐
藤
雅
光

さ
ん
ほ
か
９
名
、
ま
ち
づ
く
り
セ

ン
タ
ー
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
佐

藤
徹
さ
ん
ほ
か
６
名
に
委
嘱
状

が
首
藤
市
長
か
ら
手
渡
さ
れ
ま

し
た
。（
任
期
は
市
民
会
議
委
員

が
１
年
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が

２
年
）

　
委
嘱
式
に
続
き
、
首
藤
市
長

は
「
創
造
性
あ
ふ
れ
る
素
晴
ら
し

い
魅
力
を
持
っ
た
竹
田
市
の
た
め

に
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
力
を
お

借
り
し
た
い
」
と
挨
拶
を
述
べ
ま

し
た
。

　
と
も
に
市
民
が
中
心
と
な
っ

て
、
政
策
や
町
お
こ
し
等
の
「
構

想
」
を
本
格
的
な
「
実
践
」
へ
と

移
す
組
織
。
未
来
の
子
ど
も
た

ち
が
誇
れ
る
よ
う
な
「
魅
力
の
あ

る
竹
田
の
ま
ち
」を
目
指
し
ま
す
。

【
竹
田
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
市
民

会
議
委
員
】

佐
藤
雅
光
（
入
田
）、
広
田
二
千

（
玉
来
）、
芳
川
陽
二
（
岡
本
）、

吉
田
誠
（
福
岡
県
古
賀
市
）、
衛

藤
勝
志（
宮
城
）、
川
上
貴
子（
荻

町
）、
仲
村
睦
雄
（
竹
田
）、
工
藤

千
津
子
（
竹
田
）、
児
玉
順
平
（
竹

田
）、
安
永
豊
（
福
岡
県
北
九
州

市
）

【
総
合
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
・

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
】

佐
藤
徹（
竹
田
）、
得
丸
高
志（
玉

来
）、
加
来
浩
祐
（
玉
来
）、
土
居

丈
直（
岡
本
）、
重
松
英（
竹
田
）、

河
野
洋
史
（
竹
田
）、
佐
藤
雅
光

（
入
田
）　
　
　〔
敬
称
略
・
順
不
同
〕

竹
田
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
市
民
会
議
委
員・ま
ち
づ
く
り

セ
ン
タ
ー
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
合
同
委
嘱
式

「
構
想
」か
ら「
実
践
」へ
！

司
教
授
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
日
本
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
代
表
理
事
）
は
話
し
ま
す
。

ア
ジ
ア
へ
竹
田
の
魅
力
発
信
を

　
九
州
オ
ル
レ
「
奥
豊
後
コ
ー
ス
」
と
い
う
、
日
本

一
の
人
気
コ
ー
ス
と
し
て
韓
国
の
観
光
客
が
集
ま
り

つ
つ
あ
る
竹
田
市
。
着
実
に
竹
田
市
と
い
う
名
は
人

か
ら
人
へ
と
全
国
へ
、
そ
し
て
ア
ジ
ア
に
向
け
て
伝

わ
り
始
め
て
い
ま
す
。こ
の
流
れ
を
上
手
に
利
用
し
、

ア
ジ
ア
圏
へ
広
く
竹
田
の
魅
力
を
発
信
し
て
い
き
た

い
と
考
え
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
大
会
を
一
回
限
り
の

も
の
と
せ
ず
、
今
後
は
こ
の
大
会
で
縁
を
得
た
韓
国

を
は
じ
め
、
ア
ジ
ア
各
地
か
ら
定
期
的
に
人
を
呼
ぶ

べ
く
、
拠
点
整
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

大
会
は
３
日
間
に
わ
た
り
開
催

　
大
会
は
９
月
25
日
〜
27
日
の
３
日
間
開
催
さ
れ
ま

す
。
大
会
に
は
市
民
の
方
の
参
加
も
可
能
で
す
。
資

料
代
や
交
流
会
費
等
が
別
途
か
か
る
た
め
、
詳
細
に

つ
い
て
は
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

市
民
の
皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ

　
竹
田
市
企
画
情
報
課
　
文
化
・
地
域
振
興
室

　
☎
０
９
７
４-

６
３-

４
８
０
１
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不
妊
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育
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に
手
厚
く

健康情報

　
わ
が
国
で
不
妊
に
悩
む
カ
ッ
プ
ル
は
６
組

に
１
組
と
い
わ
れ
、
何
ら
か
の
治
療
を
受
け

て
い
る
人
は
50
万
人
近
い
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
不
妊
は
女
性
だ
け
の
問
題
で
は
な
く
、

乏
精
子
症
や
無
精
子
症
な
ど
男
性
不
妊
も

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
不
育
症
（
妊

娠
は
す
る
け
れ
ど
２
回
以
上
の
流
産
・
死
産

も
し
く
は
生
後
１
週
間
以
内
に
死
亡
す
る
早

期
新
生
児
死
亡
に
よ
っ
て
児
が
得
ら
れ
な
い

症
例
）
に
つ
い
て
は
、
２
度
の
流
産
（
反
復

流
産
）
は
４
〜
５
％
、
３
回
以
上
の
流
産
は

１
％
と
の
報
告
が
あ
り
、
毎
年
数
万
人
は
不

育
症
の
可
能
性
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。

　
竹
田
市
で
も
平
成
24
年
度
は
不
妊
症
14

件
、
不
育
症
１
件
の
相
談
が
あ
り
ま
し
た
。

■

不
妊
症
・
不
育
症
は

■

増
加
し
て
い
ま
す

　
増
加
し
て
い
る
背
景
に
は
、
時
代
と
共
に

変
化
し
て
い
る
出
産
事
情
が
あ
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
晩
婚
化
が
進
行
す
る
中
、
１
９

７
５
年
と
比
較
す
る
と
初
産
年
齢
は
約
５
歳

高
く
な
っ
て
い
ま
す
。（
図
１
参
照
）

■

な
ぜ
不
妊
は
晩
婚
化
と
関
係
が

■

あ
る
の
で
し
ょ
う
？

　
女
性
は
生
ま
れ
た
時
か
ら
卵
が
卵
巣
に
あ

り
ま
す
。
出
生
時
に
２
０
０
万
個
ほ
ど
あ
る

卵
は
自
然
に
減
少
し
、
月
経
を
迎
え
る
こ
ろ

に
は
20
万
個
ほ
ど
に
な
り
ま
す
。
そ
の
後
も

月
経
の
あ
る
な
し
に
関
わ
ら
ず
卵
は
減
少

し
、
お
よ
そ
50
歳
ご
ろ
に
閉
経
を
迎
え
ま

す
。
卵
は
出
生
時
か
ら
卵
巣
に
あ
り
ま
す
か

ら
卵
も
年
齢
を
重
ね
ま
す
。
年
齢
を
重
ね
れ

ば
妊
娠
し
づ
ら
い
、
流
産
し
や
す
い
と
い
う

現
象
が
現
れ
ま
す
。
女
性
の
妊
孕
力
（
妊
娠

し
や
す
さ
）
は
年
齢
と
と
も
に
低
下
し
て
い

く
の
で
す
。
男
性
に
つ
い
て
も
女
性
よ
り
10

年
ほ
ど
長
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
加
齢

に
よ
り
精
子
の
異
常
が
起
こ
り
や
す
く
な
る

の
は
同
じ
な
の
で
す
。（
図
２
）

【チェックリスト】
○避妊せず夫婦生活している
のに２年以上妊娠しない。
○女性は過去に婦人科疾患の
既往や生理不順がある。

○男性は過去に高熱が持続し
たことがある。
○性感染症の既往がある。
○夫婦の年齢が妻35歳以上夫
45歳以上である。

大分県不妊専門相談センター
「hopeful」

☎＆Fax：097-586-6368
        　　 080-1542-3268（携帯）
相談mail：hopeful@oita-u.ac.jp
HP：http://www.med.oita-u.ac.jp/hopeful/
ブログ：http://blog.goo.ne.jp/hopeful2008
＊相談料　無料
＊お気軽にご相談ください。

厚生労働省　人口動態統計より

　
竹
田
市
は
今
年
度
か
ら
不
妊
治
療
を
受
け
て
い
る
「
対
象
者
の
要
件
」
を
変
更
し
、
こ
れ
ま
で

以
上
に
利
用
し
や
す
い
も
の
に
改
め
、
助
成
金
の
上
限
額
も
拡
大
し
ま
し
た
。

安
心
し
て
治
療
を
受
け
ら
れ
る

　「
も
し
か
し
て
」
と
思
っ
た
そ
の
時
は
、

ま
ず
は
検
査
を
受
け
て
み
ま
し
ょ
う
。
妊
娠

に
は
夫
婦
の
協
力
が
必
要
で
す
。
２
人
で
受

診
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

■

不
妊
専
門
相
談
セ
ン
タ
ー
を

■

ご
存
知
で
す
か
？

　
大
分
県
で
は
、
専
門
相
談
セ
ン
タ
ー

「hopeful

（
ホ
ー
プ
フ
ル
）」
を
設
置
し
、

相
談
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

　
不
妊
症
・
不
育
症
の
治
療
に
つ
い
て
は
プ

ラ
イ
ベ
ー
ト
な
内
容
で
も
あ
り
、
気
軽
に
相

談
す
る
と
い
う
の
は
勇
気
が
い
る
と
い
う
方

も
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
。

　
相
談
セ
ン
タ
ー
で
は
、
助
産
師
で
も
あ
る

不
妊
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
電
話
・
メ
ー
ル
・
面

接
相
談
を
火
曜
日
か
ら
土
曜
日
の
10
時
〜
16

時
ま
で
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
専
門
医
に

よ
る
面
接
相
談
（
要
予
約
）
も
毎
週
金
曜
日

に
行
っ
て
い
ま
す
。

　
30
代
後
半
か
ら
40
代
前
半
の
方
を
中
心

に
毎
年
５
０
０
件
以
上
の
相
談
が
寄
せ
ら
れ

■

治
療
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す

　
不
妊
症
、
不
育
症
の
治
療
は
原
因
に
応
じ

て
い
く
つ
か
の
方
法
が
あ
り
ま
す
が
、
い
ず

れ
も
治
療
に
は
医
療
保
険
適
用
に
な
る
も
の

と
、
適
用
外
の
も
の
と
が
あ
り
ま
す
。

　
治
療
費
が
高
額
と
な
る
例
も
多
く
み
ら
れ

ま
す
。

　
そ
こ
で
市
で
は
、
不
妊
治
療
を
受
け
て
い

る
夫
婦
の
経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、

助
成
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
25
年
度
か
ら
対
象
者
の
要
件
を
変

更
し
こ
れ
ま
で
以
上
に
利
用
し
や
す
い
も
の

に
改
め
、
助
成
金
の
上
限
額
も
拡
大
し
ま
し

た
。

　
ま
た
、
不
育
症
に
つ
い
て
も
平
成
24
年
度

か
ら
助
成
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
詳
し
く
は
竹
田
市
健
康
増
進
課
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
大
分
県
の
不
妊
治
療
費
等
助
成
事

業
も
あ
り
ま
す
。
県
の
事
業
に
つ
き
ま
し
て

は
豊
肥
保
健
所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

●
お
問
い
合
せ

　
竹
田
市
健
康
増
進
課
　
☎
６
３-

４
８
１
０

　
豊
肥
保
健
所
　
☎
０
９
７
４-

２
２-

０
１
６
２

※１：１回の月経周期での確率
参考：大分県発行　「今伝えたい！ いつ

かは子どもを… と考えているあな
たたちへ」より

年齢
25歳
30歳
35歳
40歳
45歳

自然妊娠率※１

25～30％
25～30％
18％
5％
1％

変　更　前

夫婦ともに１年以上前から住民
基本台帳に記載されている者

婚姻後１年以上経過した夫婦

交付対象経費の２分の１の額。
ただし１回当たり10万円を上
限額とする。

対象者

助成金の
上限額

変　更　後

夫婦ともに住民基本台帳に記載
されている者

法律上の婚姻をしている夫婦

交付対象経費の２分の１の額。
ただし、１回当たり15万円を
上限額とする。

流産の発生率
10％
10％
25％
40％
50％

23
24
25
26
27
28
29
30
31
（歳）

20112010200520001995199019851980

30.1
29.9

29.1

28
27.5

2726.7
26.4

1975

25.7

図１　初産年齢の推移（全国）

図２　年齢別の妊娠率及び流産発生率

図３　相談者の年齢図４　相談内容

0

50

100

150

200

250

300
（件）

50歳以上45～49歳40～44歳35～39歳30～34歳25～29歳20～24歳20歳以下0 50 100 150 200 250
（件）

その他
経済面・費用・助成金など

専門医療施設
センターやおいで会
治療終結や夫婦二人の人生など
妊娠・出産・子育てなど

家族間のこと
社会的なこと
自分自身のこと

治療中
未治療

倫理的相談
不育の検査・治療

不育の原因
不妊の検査・治療

不妊の原因

6
39

142
76

42
88

69
43

206
181

71
6

38
32

117
47

■

結
婚
し
た
時
か
ら
自
分
た
ち
を
知
り
、

■

子
ど
も
に
つ
い
て
考
え
ま
し
ょ
う

　
結
婚
し
、
子
ど
も
の
こ
と
を
考
え
る
の
は

ま
だ
早
い
と
思
っ
て
い
て
も
、
い
ざ
ほ
し
い

と
思
っ
た
時
に
妊
娠
せ
ず
に
悩
ん
で
い
る
現

実
が
あ
る
こ
と
も
確
か
で
す
。
原
因
は
男
女

そ
れ
ぞ
れ
に
考
え
ら
れ
ま
す
。
自
分
の
こ

と
、
パ
ー
ト
ナ
ー
の
こ
と
を
知
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

　
あ
て
は
ま
る
項
目
が
な
い
か
チ
ェ
ッ
ク
し

て
み
ま
し
ょ
う
。

て
い
ま
す
（
図
３
）。
相
談
の
内
容
は
原
因

や
治
療
に
つ
い
て
も
あ
り
ま
す
が
、
自
身
の

こ
と
や
夫
婦
の
人
生
、
家
族
間
の
こ
と
な
ど

の
相
談
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。（
図
４
）

に
ん
よ
う
り
ょ
く

広報たけた  平成25年9月号 10



保健
だより
保健
だより

健
康 一 直

線

不
妊
・不
育
症
に
手
厚
く

健康情報

　
わ
が
国
で
不
妊
に
悩
む
カ
ッ
プ
ル
は
６
組

に
１
組
と
い
わ
れ
、
何
ら
か
の
治
療
を
受
け

て
い
る
人
は
50
万
人
近
い
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
不
妊
は
女
性
だ
け
の
問
題
で
は
な
く
、

乏
精
子
症
や
無
精
子
症
な
ど
男
性
不
妊
も

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
不
育
症
（
妊

娠
は
す
る
け
れ
ど
２
回
以
上
の
流
産
・
死
産

も
し
く
は
生
後
１
週
間
以
内
に
死
亡
す
る
早

期
新
生
児
死
亡
に
よ
っ
て
児
が
得
ら
れ
な
い

症
例
）
に
つ
い
て
は
、
２
度
の
流
産
（
反
復

流
産
）
は
４
〜
５
％
、
３
回
以
上
の
流
産
は

１
％
と
の
報
告
が
あ
り
、
毎
年
数
万
人
は
不

育
症
の
可
能
性
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。

　
竹
田
市
で
も
平
成
24
年
度
は
不
妊
症
14

件
、
不
育
症
１
件
の
相
談
が
あ
り
ま
し
た
。

■

不
妊
症
・
不
育
症
は

■

増
加
し
て
い
ま
す

　
増
加
し
て
い
る
背
景
に
は
、
時
代
と
共
に

変
化
し
て
い
る
出
産
事
情
が
あ
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
晩
婚
化
が
進
行
す
る
中
、
１
９

７
５
年
と
比
較
す
る
と
初
産
年
齢
は
約
５
歳

高
く
な
っ
て
い
ま
す
。（
図
１
参
照
）

■

な
ぜ
不
妊
は
晩
婚
化
と
関
係
が

■

あ
る
の
で
し
ょ
う
？

　
女
性
は
生
ま
れ
た
時
か
ら
卵
が
卵
巣
に
あ

り
ま
す
。
出
生
時
に
２
０
０
万
個
ほ
ど
あ
る

卵
は
自
然
に
減
少
し
、
月
経
を
迎
え
る
こ
ろ

に
は
20
万
個
ほ
ど
に
な
り
ま
す
。
そ
の
後
も

月
経
の
あ
る
な
し
に
関
わ
ら
ず
卵
は
減
少

し
、
お
よ
そ
50
歳
ご
ろ
に
閉
経
を
迎
え
ま

す
。
卵
は
出
生
時
か
ら
卵
巣
に
あ
り
ま
す
か

ら
卵
も
年
齢
を
重
ね
ま
す
。
年
齢
を
重
ね
れ

ば
妊
娠
し
づ
ら
い
、
流
産
し
や
す
い
と
い
う

現
象
が
現
れ
ま
す
。
女
性
の
妊
孕
力
（
妊
娠

し
や
す
さ
）
は
年
齢
と
と
も
に
低
下
し
て
い

く
の
で
す
。
男
性
に
つ
い
て
も
女
性
よ
り
10

年
ほ
ど
長
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
加
齢

に
よ
り
精
子
の
異
常
が
起
こ
り
や
す
く
な
る

の
は
同
じ
な
の
で
す
。（
図
２
）

【チェックリスト】
○避妊せず夫婦生活している
のに２年以上妊娠しない。
○女性は過去に婦人科疾患の
既往や生理不順がある。

○男性は過去に高熱が持続し
たことがある。
○性感染症の既往がある。
○夫婦の年齢が妻35歳以上夫
45歳以上である。

大分県不妊専門相談センター
「hopeful」

☎＆Fax：097-586-6368
        　　 080-1542-3268（携帯）
相談mail：hopeful@oita-u.ac.jp
HP：http://www.med.oita-u.ac.jp/hopeful/
ブログ：http://blog.goo.ne.jp/hopeful2008
＊相談料　無料
＊お気軽にご相談ください。

厚生労働省　人口動態統計より

　
竹
田
市
は
今
年
度
か
ら
不
妊
治
療
を
受
け
て
い
る
「
対
象
者
の
要
件
」
を
変
更
し
、
こ
れ
ま
で

以
上
に
利
用
し
や
す
い
も
の
に
改
め
、
助
成
金
の
上
限
額
も
拡
大
し
ま
し
た
。

安
心
し
て
治
療
を
受
け
ら
れ
る

　「
も
し
か
し
て
」
と
思
っ
た
そ
の
時
は
、

ま
ず
は
検
査
を
受
け
て
み
ま
し
ょ
う
。
妊
娠

に
は
夫
婦
の
協
力
が
必
要
で
す
。
２
人
で
受

診
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

■

不
妊
専
門
相
談
セ
ン
タ
ー
を

■

ご
存
知
で
す
か
？

　
大
分
県
で
は
、
専
門
相
談
セ
ン
タ
ー

「hopeful

（
ホ
ー
プ
フ
ル
）」
を
設
置
し
、

相
談
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

　
不
妊
症
・
不
育
症
の
治
療
に
つ
い
て
は
プ

ラ
イ
ベ
ー
ト
な
内
容
で
も
あ
り
、
気
軽
に
相

談
す
る
と
い
う
の
は
勇
気
が
い
る
と
い
う
方

も
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
。

　
相
談
セ
ン
タ
ー
で
は
、
助
産
師
で
も
あ
る

不
妊
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
電
話
・
メ
ー
ル
・
面

接
相
談
を
火
曜
日
か
ら
土
曜
日
の
10
時
〜
16

時
ま
で
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
専
門
医
に

よ
る
面
接
相
談
（
要
予
約
）
も
毎
週
金
曜
日

に
行
っ
て
い
ま
す
。

　
30
代
後
半
か
ら
40
代
前
半
の
方
を
中
心

に
毎
年
５
０
０
件
以
上
の
相
談
が
寄
せ
ら
れ

■

治
療
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す

　
不
妊
症
、
不
育
症
の
治
療
は
原
因
に
応
じ

て
い
く
つ
か
の
方
法
が
あ
り
ま
す
が
、
い
ず

れ
も
治
療
に
は
医
療
保
険
適
用
に
な
る
も
の

と
、
適
用
外
の
も
の
と
が
あ
り
ま
す
。

　
治
療
費
が
高
額
と
な
る
例
も
多
く
み
ら
れ

ま
す
。

　
そ
こ
で
市
で
は
、
不
妊
治
療
を
受
け
て
い

る
夫
婦
の
経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、

助
成
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
25
年
度
か
ら
対
象
者
の
要
件
を
変

更
し
こ
れ
ま
で
以
上
に
利
用
し
や
す
い
も
の

に
改
め
、
助
成
金
の
上
限
額
も
拡
大
し
ま
し

た
。

　
ま
た
、
不
育
症
に
つ
い
て
も
平
成
24
年
度

か
ら
助
成
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
詳
し
く
は
竹
田
市
健
康
増
進
課
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
大
分
県
の
不
妊
治
療
費
等
助
成
事

業
も
あ
り
ま
す
。
県
の
事
業
に
つ
き
ま
し
て

は
豊
肥
保
健
所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

●
お
問
い
合
せ

　
竹
田
市
健
康
増
進
課
　
☎
６
３-

４
８
１
０

　
豊
肥
保
健
所
　
☎
０
９
７
４-

２
２-

０
１
６
２

※１：１回の月経周期での確率
参考：大分県発行　「今伝えたい！ いつ

かは子どもを… と考えているあな
たたちへ」より

年齢
25歳
30歳
35歳
40歳
45歳

自然妊娠率※１

25～30％
25～30％
18％
5％
1％

変　更　前

夫婦ともに１年以上前から住民
基本台帳に記載されている者

婚姻後１年以上経過した夫婦

交付対象経費の２分の１の額。
ただし１回当たり10万円を上
限額とする。

対象者

助成金の
上限額

変　更　後

夫婦ともに住民基本台帳に記載
されている者

法律上の婚姻をしている夫婦

交付対象経費の２分の１の額。
ただし、１回当たり15万円を
上限額とする。

流産の発生率
10％
10％
25％
40％
50％

23
24
25
26
27
28
29
30
31
（歳）

20112010200520001995199019851980

30.1
29.9

29.1

28
27.5

2726.7
26.4

1975

25.7

図１　初産年齢の推移（全国）

図２　年齢別の妊娠率及び流産発生率

図３　相談者の年齢図４　相談内容

0

50

100

150

200

250

300
（件）

50歳以上45～49歳40～44歳35～39歳30～34歳25～29歳20～24歳20歳以下0 50 100 150 200 250
（件）

その他
経済面・費用・助成金など

専門医療施設
センターやおいで会
治療終結や夫婦二人の人生など
妊娠・出産・子育てなど

家族間のこと
社会的なこと
自分自身のこと

治療中
未治療

倫理的相談
不育の検査・治療

不育の原因
不妊の検査・治療

不妊の原因

6
39

142
76

42
88

69
43

206
181

71
6

38
32

117
47

■

結
婚
し
た
時
か
ら
自
分
た
ち
を
知
り
、

■

子
ど
も
に
つ
い
て
考
え
ま
し
ょ
う

　
結
婚
し
、
子
ど
も
の
こ
と
を
考
え
る
の
は

ま
だ
早
い
と
思
っ
て
い
て
も
、
い
ざ
ほ
し
い

と
思
っ
た
時
に
妊
娠
せ
ず
に
悩
ん
で
い
る
現

実
が
あ
る
こ
と
も
確
か
で
す
。
原
因
は
男
女

そ
れ
ぞ
れ
に
考
え
ら
れ
ま
す
。
自
分
の
こ

と
、
パ
ー
ト
ナ
ー
の
こ
と
を
知
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

　
あ
て
は
ま
る
項
目
が
な
い
か
チ
ェ
ッ
ク
し

て
み
ま
し
ょ
う
。

て
い
ま
す
（
図
３
）。
相
談
の
内
容
は
原
因

や
治
療
に
つ
い
て
も
あ
り
ま
す
が
、
自
身
の

こ
と
や
夫
婦
の
人
生
、
家
族
間
の
こ
と
な
ど

の
相
談
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。（
図
４
）

に
ん
よ
う
り
ょ
く
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健診情報

市長コラム
〈第49回〉

下
が
り
続
け
る
健
診
受
診
率

50
％
を
下
回
る

　
竹
田
市
で
は
愛
育
保
健
推
進
員
な
ど
の
活

動
や
健
診
の
健
康
学
習
会
な
ど
の
取
り
組
み

に
よ
り
、
県
内
で
も
高
い
健
診
受
診
率
を
維

持
し
て
い
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
平
成
20
年
度
か
ら
の
特
定
健
診

受
診
率
で
は
大
分
県
平
均
が
毎
年
増
加
し
て

い
る
の
に
対
し
、
竹
田
市
国
保
の
特
定
健
診
受

診
率
は
毎
年
減
少
し
、
つ
い
に
平
成
24
年
度

（
速
報
値
）
で
は
50
％
を
下
回
り
ま
し
た
。

市
民
の
声
を
ヒ
ン
ト
に

健
診
結
果
説
明
会
を
再
開

　
健
診
受
診
率
の
低
下
の
原
因
を
探
っ
て
い

く
な
か
で
、
以
前
は
健
診
を
受
診
し
て
い
た
が

受
け
な
く
な
っ
た
方
の
中
に
、
結
果
の
見
方
が

わ
か
ら
な
い
の
で
、
健
診
の
必
要
性
を
感
じ
な

い
と
い
う
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
健
診
結
果
の
見
方
・
活
か
し
方
を

知
り
、
よ
り
健
康
な
生
活
を
送
っ
て
い
た
だ
く

た
め
に
、
今
年
か
ら
各
地
区
で
健
診
結
果
説

明
会
を
始
め
ま
し
た
。

健
康
に
つ
い
て
気
軽
に
相
談
し
、

み
ん
な
で
語
れ
る
場
を

　
健
診
結
果
説
明
会
で
は
自
分
の
健
診
結
果

や
検
査
結
果
を
も
と
に
、
参
加
者
み
な
さ
ん

で①
検
査
数
値
や
判
定
内
容
な
ど
の
健
診
結
果

の
見
方

②
健
診
結
果
の
活
用
方
法

を
学
習
し
ま
す
。
そ
の
後
、
各
々
で
結
果
と
自

分
の
生
活
習
慣
を
振
り
返
り
な
が
ら
、
改
善

点
や
取
り
組
む
こ
と
な
ど
を
保
健
師
・
栄
養

士
と
一
緒
に
見
つ
け
て
い
き
ま
す
。
希
望
者
に

は
個
別
相
談
会
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
結
果
説
明
会
で
は
参
加
者
同
士
が
楽
し
く

会
話
を
し
な
が
ら
参
加
し
て
い
る
様
子
も
見

ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
あ
ら
た
め
て
健
診
が
大
切

だ
と
感
じ
た
と
い
う
意
見
や
改
善
点
が
わ

か
っ
た
な
ど
の
ご
感
想
も
聞
か
れ
て
い
ま
す
。

ま
ず
は
健
診
受
診

早
め
の
受
診
を
お
す
す
め
し
ま
す

　
特
定
健
診
は
、
病
気
の
芽
に
気
づ
い
た
り
、

病
気
が
重
症
化
す
る
こ
と
を
防
ぐ
こ
と
が
で

き
ま
す
。
健
康
づ
く
り
に
健
診
は
か
か
せ
ま

せ
ん
。

　
健
診
は
大
切
だ
が
、
忙
し
く
て
受
け
る
の

を
忘
れ
て
い
た
と
い
う
声
も
聞
き
ま
す
。
２
月

ま
で
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
期
間
が
あ
る

と
思
わ
ず
、
早
め
に
計
画
を
た
て
て
受
診
す
る

こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

　
地
域
の
公
民
館
な
ど
で
特
定
健
診
が
受
け

ら
れ
る
「
地
区
巡
回
健
診
」
は
残
り
２
日
間
で

す
。
自
分
の
健
康
の
た
め
に
、
こ
の
機
会
に
ぜ

ひ
健
診
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
せ
　
竹
田
市
保
険
課

　
☎
６
３-

１
１
１
１
（
内
線
１
３
６
）

　９月上旬から後期高齢者医療制度にご加入の方を対象に、保健師が家庭訪問を行い
ます。皆様のこれまでの生活習慣などについてお伺いしながら、今後の健康づくりや
健康管理についてお話させていただきます。
　事前にお手紙で訪問日時等をお知らせしますので、ご協力をお願いします。
　ご不明な点は、下記の広域連合事務局または竹田市保険課国保・高齢者医療係まで
お問い合わせください。
 ・大分県後期高齢者医療広域連合事務局
　（大分市東春日町17番20号　大分第２ソフィアプラザビル６階）　☎097-534-1771
 ・竹田市保険課国保・高齢者医療係　☎0974-63-1111（内線135・136・137）

自
分
の
か
ら
だ

大
切
に
し
て
い
ま
す
か
？

〜
特
定
健
診
を
受
け
て
結
果
説
明
会
に
参
加
し
よ
う
〜

健診結果説明会
個別相談会

101人
97人

《参加者数》７月末時点

後期高齢者医療広域連合からのお知らせ
健康訪問事業にご協力をお願いします

↑梶山弘志国土交通副大臣に要望書を手渡す首藤市長

竹田市のホームページ「こんにちは市長です」〔URL〕http://www.city.taketa.oita.jp/mayor/

←第１回「竹田本町通り」交通
社会実験協議会（８月20日・
市本庁舎にて）。城下町の町
割りを壊さずに歩道空間を
確保する試み

有由有縁（ゆうゆゆうえん）
　文豪川端康成が晩年、よく揮毫
したのが『有由有縁』。人との出会
いや物事との接点が生まれるの
は、偶然ではなく、それなりの理
由が働くからであるという意味。
　昭和27年、取材旅行を兼ね、友
人高田力蔵の案内で竹田市を訪
れ、竹田高校で講演した川端との
縁は、まさに目には見えない力だ
けれど、神の配剤としか思えない。

継
続
的・実
践
的・実
益
的
な
し
く
み

城
下
町
再
生
の
基
軸

中
九
州
整
備
促
進
へ

一
押
し
！

　
首
藤
勝
次
竹
田
市
長
が
会
長
を
務
め

る
「
中
九
州
・
地
域
高
規
格
道
路
促
進

期
成
会
」
が
、
８
月
７
日
、
国
土
交
通

省
を
訪
問
し
、
中
九
州
横
断
道
路
の
整

備
促
進
に
つ
い
て
要
望
書
の
提
出
を
行

い
ま
し
た
。

　
要
望
の
内
容
は
、
大
野
竹
田
間
早
期

完
成
・
竹
田
県
境
間
の
計
画
段
階
評
価

へ
の
早
期
着
手
・
整
備
促
進
の
た
め
の

安
定
的
な
予
算
確
保
の
３
項
目
。

　
７
月
末
に
は
太
田
昭
宏
国
土
交
通
大

臣
に
よ
る
現
地
視
察
も
行
わ
れ
て
お

り
、
こ
の
〝
一
押
し
〞
が
さ
ら
な
る
事

業
の
促
進
に
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

《特定健診受診率の比較》

《
地
区
巡
回
健
診
日
程
》

月
　
日

９
月
22
日
㈰

10
月
20
日
㈰

受
付
時
間

８
時
〜
10
時

場
　
所

竹
田
市
総
合

社
会
福
祉
セ

ン
タ
ー
　
　

H20年度

60

55

50

45

40

35

30
H21年度 H22年度 H23年度 H24年度

竹田市国保

大分県

50%

　
先
日
、『
竹
田
本
町
通
り
』
交
通
社
会
実
験
の
会
議
を
開

催
し
た
。
４
０
０
年
の
歴
史
を
有
す
る
城
下
町
の『
町
割
り
』

が
16
メ
ー
ト
ル
の
道
路
拡
張
で
崩
壊
し
よ
う
と
す
る
都
市

計
画
を
見
直
し
、
歩
行
者
優
先
の
城
下
町
ら
し
い
魅
力
あ

る
空
間
を
呼
び
起
こ
せ
れ
ば
と
始
め
る
実
験
で
あ
る
。

　
も
ち
ろ
ん
、
城
下
町
の
再
生
は
町
の
形
や
建
物
の
修
景

だ
け
で
果
た
せ
る
も
の
で
は
な
い
。
魅
力
的
な
生
業
や
技

を
有
す
る
人
間
磁
場
の
渦
巻
き
も
不
可
欠
だ
。
そ
ん
な
価

値
観
を
基
軸
に
、
す
で
に
開
始
し
て
い
る
工
芸
作
家
た
ち

の
誘
致
も
順
調
に
進
ん
で
い
る
。

　
な
ぜ
作
家
た
ち
の
誘
致
か
。
そ
れ
は
、
技
を
も
っ
た
人
材

が
町
に
住
め
ば
、
一
夜
に
し
て
伝
統
工
芸
が
よ
み
が
え
る
こ

と
に
な
る
か
ら
だ
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
ど
こ
が
そ
う
唱
え

て
も
願
い
が
叶
う
と
い
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
歴
史
と
文

化
が
集
積
し
た
城
下
町
な
ら
で
は
の
戦
略
と
い
う
こ
と
だ
。

　
３
年
前
か
ら
こ
の
構
想
に
着
手
し
た
。
竹
工
芸
で
は
、
日

展
作
家
の
生
野
徳
三
さ
ん
の
力
添
え
を
い
た
だ
い
た
。
徳

三
さ
ん
は
竹
工
芸
の
世
界
で
初
の
人
間
国
宝
と
な
っ
た
生

野
祥
雲
斎
を
父
に
持
つ
。
多
く
知
る
逸
材
の
中
か
ら
声
が

け
し
て
い
た
だ
い
た
中
臣
一
さ
ん
が
川
向
に
拠
点
を
構
え
て

く
れ
た
。
役
所
の
農
村
回
帰
推
進
室
も
一
丸
と
な
っ
て
フ
ル

稼
働
。
情
報
発
信
が
奏
功
し
、
次
々
に
逸
材
が
手
を
上
げ

て
き
た
。
紙
漉
き
の
小
野
加
代
さ
ん
、
染
色
家
の
辻
岡
快

さ
ん
な
ど
だ
。
辻
岡
さ
ん
の
工
房
は
城
下
町
で
国
登
録
有

形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
『
吉
川
屋
』
に
な
っ
た
。
近

い
う
ち
に
、
藩
主
や
田
能
村
竹
田
も
遊
ん
だ
庄
屋
の
屋
敷

が
創
作
の
舞
台
に
準
備
さ
れ
る
こ
と
に
も
な
っ
て
い
る
。
歴

史
的
な
モ
ノ
が
活
用
で
き
る
と
い
う
竹
田
市
ら
し
い
挑
戦

だ
。

　
し
か
し
、
こ
れ
だ
け
で
は
政
策
は
平
面
的
過
ぎ
る
。
さ
ら

な
る
掛
け
算
が
必
要
だ
。

　
掛
け
算
に
な
る
基
軸
、
つ
ま
り
将
来
構
想
の
理
念
が
し
っ

か
り
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
私
は
こ
う
考
え
て
い
る
。『
た
と
え
作
家
た
ち
の
技
術
と

感
性
が
一
流
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
だ
け
で
一
流
の
工
芸
が
成

立
す
る
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
そ
れ
が
社
会
に
い
か

な
る
役
割
を
担
い
、
い
か
に
普
及
し
愛
さ
れ
、
そ
し
て
工
芸

家
の
自
立
に
つ
な
が
る
か
。も
の
づ
く
り
が
成
り
立
つ
に
は
、

様
々
な
人
間
が
生
活
し
生
き
て
い
く
た
め
の
シ
ス
テ
ム
が

社
会
的
に
構
築
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
工
芸
美

の
追
求
は
お
ろ
そ
か
に
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
け
れ
ど
、
大
切

な
の
は
そ
の
背
後
に
息
づ
く
文
化
的
・
歴
史
的
な
構
造
を

忘
れ
な
い
こ
と
だ
』
と
。

　
で
は
ど
う
す
る
か
。
ヒ
ン
ト
は
東
京
の
日
本
民
藝
館
の

い
ま
に
あ
る
。
開
設
者
の
柳
宗
悦
の
ビ
ジ
ョ
ン
が
そ
う
で

あ
っ
た
の
か
は
知
ら
な
い
が
、
掛
け
算
を
目
論
む
私
に
と
っ

て
重
要
な
ヒ
ン
ト
が
そ
こ
に
あ
っ
た
。
先
月
号
で
触
れ
た

ア
ー
ト
・
レ
ジ
デ
ン
ス
構
想
の
延
長
線
で
も
あ
る
が
、
具
体

的
手
法
に
つ
い
て
は
次
の
機
会
に
譲
る
と
し
て
、
ま
ち
が
い

な
く
竹
田
市
の
城
下
町
を
再
生
さ
せ
る
と
と
も
に
、
さ
ら

に
風
格
と
威
厳
の
あ
る
舞
台
に
と
成
長
す
る
で
あ
ろ
う
こ

と
を
確
信
し
な
が
ら
、
次
な
る
政
策
立
案
に
取
り
組
ん
で

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
文
字
を
打
ち
出
す
私
の
か
た
わ
ら
で
、
役
所
の
若
手
た

ち
が
構
想
の
妥
当
性
を
吟
味
・
検
証
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

頼
も
し
い
限
り
で
あ
る
。

や
な
ぎ
む
ね
よ
し
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健診情報

市長コラム
〈第49回〉

下
が
り
続
け
る
健
診
受
診
率

50
％
を
下
回
る

　
竹
田
市
で
は
愛
育
保
健
推
進
員
な
ど
の
活

動
や
健
診
の
健
康
学
習
会
な
ど
の
取
り
組
み

に
よ
り
、
県
内
で
も
高
い
健
診
受
診
率
を
維

持
し
て
い
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
平
成
20
年
度
か
ら
の
特
定
健
診

受
診
率
で
は
大
分
県
平
均
が
毎
年
増
加
し
て

い
る
の
に
対
し
、
竹
田
市
国
保
の
特
定
健
診
受

診
率
は
毎
年
減
少
し
、
つ
い
に
平
成
24
年
度

（
速
報
値
）
で
は
50
％
を
下
回
り
ま
し
た
。

市
民
の
声
を
ヒ
ン
ト
に

健
診
結
果
説
明
会
を
再
開

　
健
診
受
診
率
の
低
下
の
原
因
を
探
っ
て
い

く
な
か
で
、
以
前
は
健
診
を
受
診
し
て
い
た
が

受
け
な
く
な
っ
た
方
の
中
に
、
結
果
の
見
方
が

わ
か
ら
な
い
の
で
、
健
診
の
必
要
性
を
感
じ
な

い
と
い
う
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
健
診
結
果
の
見
方
・
活
か
し
方
を

知
り
、
よ
り
健
康
な
生
活
を
送
っ
て
い
た
だ
く

た
め
に
、
今
年
か
ら
各
地
区
で
健
診
結
果
説

明
会
を
始
め
ま
し
た
。

健
康
に
つ
い
て
気
軽
に
相
談
し
、

み
ん
な
で
語
れ
る
場
を

　
健
診
結
果
説
明
会
で
は
自
分
の
健
診
結
果

や
検
査
結
果
を
も
と
に
、
参
加
者
み
な
さ
ん

で①
検
査
数
値
や
判
定
内
容
な
ど
の
健
診
結
果

の
見
方

②
健
診
結
果
の
活
用
方
法

を
学
習
し
ま
す
。
そ
の
後
、
各
々
で
結
果
と
自

分
の
生
活
習
慣
を
振
り
返
り
な
が
ら
、
改
善

点
や
取
り
組
む
こ
と
な
ど
を
保
健
師
・
栄
養

士
と
一
緒
に
見
つ
け
て
い
き
ま
す
。
希
望
者
に

は
個
別
相
談
会
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
結
果
説
明
会
で
は
参
加
者
同
士
が
楽
し
く

会
話
を
し
な
が
ら
参
加
し
て
い
る
様
子
も
見

ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
あ
ら
た
め
て
健
診
が
大
切

だ
と
感
じ
た
と
い
う
意
見
や
改
善
点
が
わ

か
っ
た
な
ど
の
ご
感
想
も
聞
か
れ
て
い
ま
す
。

ま
ず
は
健
診
受
診

早
め
の
受
診
を
お
す
す
め
し
ま
す

　
特
定
健
診
は
、
病
気
の
芽
に
気
づ
い
た
り
、

病
気
が
重
症
化
す
る
こ
と
を
防
ぐ
こ
と
が
で

き
ま
す
。
健
康
づ
く
り
に
健
診
は
か
か
せ
ま

せ
ん
。

　
健
診
は
大
切
だ
が
、
忙
し
く
て
受
け
る
の

を
忘
れ
て
い
た
と
い
う
声
も
聞
き
ま
す
。
２
月

ま
で
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
期
間
が
あ
る

と
思
わ
ず
、
早
め
に
計
画
を
た
て
て
受
診
す
る

こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

　
地
域
の
公
民
館
な
ど
で
特
定
健
診
が
受
け

ら
れ
る
「
地
区
巡
回
健
診
」
は
残
り
２
日
間
で

す
。
自
分
の
健
康
の
た
め
に
、
こ
の
機
会
に
ぜ

ひ
健
診
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
せ
　
竹
田
市
保
険
課

　
☎
６
３-

１
１
１
１
（
内
線
１
３
６
）

　９月上旬から後期高齢者医療制度にご加入の方を対象に、保健師が家庭訪問を行い
ます。皆様のこれまでの生活習慣などについてお伺いしながら、今後の健康づくりや
健康管理についてお話させていただきます。
　事前にお手紙で訪問日時等をお知らせしますので、ご協力をお願いします。
　ご不明な点は、下記の広域連合事務局または竹田市保険課国保・高齢者医療係まで
お問い合わせください。
 ・大分県後期高齢者医療広域連合事務局
　（大分市東春日町17番20号　大分第２ソフィアプラザビル６階）　☎097-534-1771
 ・竹田市保険課国保・高齢者医療係　☎0974-63-1111（内線135・136・137）

自
分
の
か
ら
だ

大
切
に
し
て
い
ま
す
か
？

〜
特
定
健
診
を
受
け
て
結
果
説
明
会
に
参
加
し
よ
う
〜

健診結果説明会
個別相談会

101人
97人

《参加者数》７月末時点

後期高齢者医療広域連合からのお知らせ
健康訪問事業にご協力をお願いします

↑梶山弘志国土交通副大臣に要望書を手渡す首藤市長

竹田市のホームページ「こんにちは市長です」〔URL〕http://www.city.taketa.oita.jp/mayor/

←第１回「竹田本町通り」交通
社会実験協議会（８月20日・
市本庁舎にて）。城下町の町
割りを壊さずに歩道空間を
確保する試み

有由有縁（ゆうゆゆうえん）
　文豪川端康成が晩年、よく揮毫
したのが『有由有縁』。人との出会
いや物事との接点が生まれるの
は、偶然ではなく、それなりの理
由が働くからであるという意味。
　昭和27年、取材旅行を兼ね、友
人高田力蔵の案内で竹田市を訪
れ、竹田高校で講演した川端との
縁は、まさに目には見えない力だ
けれど、神の配剤としか思えない。

継
続
的・実
践
的・実
益
的
な
し
く
み

城
下
町
再
生
の
基
軸

中
九
州
整
備
促
進
へ

一
押
し
！

　
首
藤
勝
次
竹
田
市
長
が
会
長
を
務
め

る
「
中
九
州
・
地
域
高
規
格
道
路
促
進

期
成
会
」
が
、
８
月
７
日
、
国
土
交
通

省
を
訪
問
し
、
中
九
州
横
断
道
路
の
整

備
促
進
に
つ
い
て
要
望
書
の
提
出
を
行

い
ま
し
た
。

　
要
望
の
内
容
は
、
大
野
竹
田
間
早
期

完
成
・
竹
田
県
境
間
の
計
画
段
階
評
価

へ
の
早
期
着
手
・
整
備
促
進
の
た
め
の

安
定
的
な
予
算
確
保
の
３
項
目
。

　
７
月
末
に
は
太
田
昭
宏
国
土
交
通
大

臣
に
よ
る
現
地
視
察
も
行
わ
れ
て
お

り
、
こ
の
〝
一
押
し
〞
が
さ
ら
な
る
事

業
の
促
進
に
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

《特定健診受診率の比較》

《
地
区
巡
回
健
診
日
程
》

月
　
日

９
月
22
日
㈰

10
月
20
日
㈰

受
付
時
間

８
時
〜
10
時

場
　
所

竹
田
市
総
合

社
会
福
祉
セ

ン
タ
ー
　
　

H20年度

60

55

50

45

40

35

30
H21年度 H22年度 H23年度 H24年度

竹田市国保

大分県

50%

　
先
日
、『
竹
田
本
町
通
り
』
交
通
社
会
実
験
の
会
議
を
開

催
し
た
。
４
０
０
年
の
歴
史
を
有
す
る
城
下
町
の『
町
割
り
』

が
16
メ
ー
ト
ル
の
道
路
拡
張
で
崩
壊
し
よ
う
と
す
る
都
市

計
画
を
見
直
し
、
歩
行
者
優
先
の
城
下
町
ら
し
い
魅
力
あ

る
空
間
を
呼
び
起
こ
せ
れ
ば
と
始
め
る
実
験
で
あ
る
。

　
も
ち
ろ
ん
、
城
下
町
の
再
生
は
町
の
形
や
建
物
の
修
景

だ
け
で
果
た
せ
る
も
の
で
は
な
い
。
魅
力
的
な
生
業
や
技

を
有
す
る
人
間
磁
場
の
渦
巻
き
も
不
可
欠
だ
。
そ
ん
な
価

値
観
を
基
軸
に
、
す
で
に
開
始
し
て
い
る
工
芸
作
家
た
ち

の
誘
致
も
順
調
に
進
ん
で
い
る
。

　
な
ぜ
作
家
た
ち
の
誘
致
か
。
そ
れ
は
、
技
を
も
っ
た
人
材

が
町
に
住
め
ば
、
一
夜
に
し
て
伝
統
工
芸
が
よ
み
が
え
る
こ

と
に
な
る
か
ら
だ
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
ど
こ
が
そ
う
唱
え

て
も
願
い
が
叶
う
と
い
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
歴
史
と
文

化
が
集
積
し
た
城
下
町
な
ら
で
は
の
戦
略
と
い
う
こ
と
だ
。

　
３
年
前
か
ら
こ
の
構
想
に
着
手
し
た
。
竹
工
芸
で
は
、
日

展
作
家
の
生
野
徳
三
さ
ん
の
力
添
え
を
い
た
だ
い
た
。
徳

三
さ
ん
は
竹
工
芸
の
世
界
で
初
の
人
間
国
宝
と
な
っ
た
生

野
祥
雲
斎
を
父
に
持
つ
。
多
く
知
る
逸
材
の
中
か
ら
声
が

け
し
て
い
た
だ
い
た
中
臣
一
さ
ん
が
川
向
に
拠
点
を
構
え
て

く
れ
た
。
役
所
の
農
村
回
帰
推
進
室
も
一
丸
と
な
っ
て
フ
ル

稼
働
。
情
報
発
信
が
奏
功
し
、
次
々
に
逸
材
が
手
を
上
げ

て
き
た
。
紙
漉
き
の
小
野
加
代
さ
ん
、
染
色
家
の
辻
岡
快

さ
ん
な
ど
だ
。
辻
岡
さ
ん
の
工
房
は
城
下
町
で
国
登
録
有

形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
『
吉
川
屋
』
に
な
っ
た
。
近

い
う
ち
に
、
藩
主
や
田
能
村
竹
田
も
遊
ん
だ
庄
屋
の
屋
敷

が
創
作
の
舞
台
に
準
備
さ
れ
る
こ
と
に
も
な
っ
て
い
る
。
歴

史
的
な
モ
ノ
が
活
用
で
き
る
と
い
う
竹
田
市
ら
し
い
挑
戦

だ
。

　
し
か
し
、
こ
れ
だ
け
で
は
政
策
は
平
面
的
過
ぎ
る
。
さ
ら

な
る
掛
け
算
が
必
要
だ
。

　
掛
け
算
に
な
る
基
軸
、
つ
ま
り
将
来
構
想
の
理
念
が
し
っ

か
り
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
私
は
こ
う
考
え
て
い
る
。『
た
と
え
作
家
た
ち
の
技
術
と

感
性
が
一
流
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
だ
け
で
一
流
の
工
芸
が
成

立
す
る
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
そ
れ
が
社
会
に
い
か

な
る
役
割
を
担
い
、
い
か
に
普
及
し
愛
さ
れ
、
そ
し
て
工
芸

家
の
自
立
に
つ
な
が
る
か
。も
の
づ
く
り
が
成
り
立
つ
に
は
、

様
々
な
人
間
が
生
活
し
生
き
て
い
く
た
め
の
シ
ス
テ
ム
が

社
会
的
に
構
築
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
工
芸
美

の
追
求
は
お
ろ
そ
か
に
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
け
れ
ど
、
大
切

な
の
は
そ
の
背
後
に
息
づ
く
文
化
的
・
歴
史
的
な
構
造
を

忘
れ
な
い
こ
と
だ
』
と
。

　
で
は
ど
う
す
る
か
。
ヒ
ン
ト
は
東
京
の
日
本
民
藝
館
の

い
ま
に
あ
る
。
開
設
者
の
柳
宗
悦
の
ビ
ジ
ョ
ン
が
そ
う
で

あ
っ
た
の
か
は
知
ら
な
い
が
、
掛
け
算
を
目
論
む
私
に
と
っ

て
重
要
な
ヒ
ン
ト
が
そ
こ
に
あ
っ
た
。
先
月
号
で
触
れ
た

ア
ー
ト
・
レ
ジ
デ
ン
ス
構
想
の
延
長
線
で
も
あ
る
が
、
具
体

的
手
法
に
つ
い
て
は
次
の
機
会
に
譲
る
と
し
て
、
ま
ち
が
い

な
く
竹
田
市
の
城
下
町
を
再
生
さ
せ
る
と
と
も
に
、
さ
ら

に
風
格
と
威
厳
の
あ
る
舞
台
に
と
成
長
す
る
で
あ
ろ
う
こ

と
を
確
信
し
な
が
ら
、
次
な
る
政
策
立
案
に
取
り
組
ん
で

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
文
字
を
打
ち
出
す
私
の
か
た
わ
ら
で
、
役
所
の
若
手
た

ち
が
構
想
の
妥
当
性
を
吟
味
・
検
証
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

頼
も
し
い
限
り
で
あ
る
。

や
な
ぎ
む
ね
よ
し
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竹田かわら版●身近な情報、ホットな話題をお寄せください。（総務課秘書広報係　☎63-1043　E-mail：taketa@city.taketa.lg.jp）

↑平和について意見を交わした両校の皆さん

↑影絵「犬のおまわりさん」を観賞する子どもたち

　
竹
田
市
出
身
の
童
謡
童
話
作
家
・

佐
藤
義
美
の
顕
彰
事
業
「
第
25
回
さ

と
う
よ
し
み
竹
田
童
謡
祭
」（
竹
田

よ
し
み
会
主
催
）
が
７
月
28
日
、
稲

葉
川
沿
い
に
あ
る
佐
藤
義
美
記
念

館
、及
び
周
辺
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
会
場
の
記
念
館
内
で
は
、
竹
田
よ

し
み
会
影
絵
グ
ル
ー
プ
が
「
犬
の
お

ま
わ
り
さ
ん
」
や
「
ア
イ
ス
ク
リ
ー

ム
の
歌
」、「
ヨ
ッ
ト
」
な
ど
の
義
美

作
品
を
影
絵
で
上
映
し
ま
し
た
。
ほ

か
に
も
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
手

品
、
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
な
ど
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
屋
外
で
は
宝
さ
が
し
や
ス
イ
カ
の

種
と
ば
し
ゲ
ー
ム
な
ど
が
行
わ
れ
、

会
場
は
ど
こ
も
、
子
ど
も
た
ち
の
歓

声
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

25
年
目
を
祝
う
！

「
さ
と
う
よ
し
み
竹
田
童
謡
祭
」開
催

夏
に
燃
え
た
！  

竹
田
の
星

　
８
月
５
日
か
ら
３
日
間
、
竹
田
市

が
宮
城
県
仙
台
市
と
と
も
に
音
楽
姉

妹
都
市
の
関
係
を
結
ぶ
長
野
県
中
野

市
か
ら
、
４
年
ぶ
り
に
元
気
な
中
３

特
派
員
が
訪
れ
ま
し
た
。

　
学
校
新
聞
特
派
員
と
し
て
、
同
市

の
豊
田
中
学
校
の
生
徒
３
名
と
引
率

教
諭
が
向
か
っ
た
先
は
久
住
中
学
校
。

全
校
集
会
や
３
年
生
の
授
業
に
参
加

し
、
戦
争
か
ら
学
ぶ
平
和
の
尊
さ
に

つ
い
て
、
意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　
一
行
は
、
岡
城
跡
や
瀧
廉
太
郎
記

念
館
、歴
史
資
料
館
に
も
足
を
運
び
、

本
市
の
生
の
姿
に
触
れ
、
大
感
激
の

様
子
。
帰
り
際
に
は
久
住
中
と
の
交

流
は
有
意
義
で
大
き
な
収
穫
を
得
た

と
満
足
げ
に
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
交
流
に
よ
っ
て
、
新

た
な
友
情
が
生
ま
れ
る
機
会
に
接

し
、
そ
の
起
源
が
、
昭
和
42
年
の
３

市
に
よ
る
音
楽
姉
妹
都
市
締
結
で
あ

る
こ
と
に
、
先
人
の
先
見
の
明
を
垣

間
見
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

　
庭
園
愛
好
家
の
ご
自
慢
の
プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
空
間
を
開
放
し
、
花
と
緑
を

通
じ
て
多
く
の
方
々
と
交
流
の
輪
を

広
げ
る
「
第
３
回
お
お
い
た
花
と
緑

の
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
」
が
開
催
。

表
彰
式
が
７
月
19
日
、
大
分
市
の
コ

ン
パ
ル
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

竹
田
市
か
ら
は
、
後
藤
ア
ツ
ミ
さ
ん

（
戸
上
）の
庭
園
が「
大
分
県
知
事
賞
」

に
選
ば
れ
ま
し
た
。

↑倉野恭佑くん↑中山瞬一くんと改木悠真くん

↑岡城跡の瀧廉太郎像をパチリ！

市
内
中
学
生
の
ア
ス
リ
ー
ト
が
活
躍

　
７
月
25
〜
26
日
に
開
催
さ
れ
た
大
分
県

中
学
校
総
合
体
育
大
会
に
お
い
て
、
倉
野

恭
佑
く
ん
（
竹
田
南
部
中
２
年
）、
中
山

瞬
一
く
ん
（
久
住
中
３
年
）、
改
木
悠
真

く
ん
（
都
野
中
３
年
）
の
３
人
は
優
秀
な

成
績
を
残
し
、「
第
35
回
九
州
中
学
校
陸

上
競
技
大
会
」（
福
岡
市
）
出
場
。

　
ま
た
、
倉
野
く
ん
は
６
月
に
全
国
標
準

記
録
を
突
破
し
、
８
月
19
〜
21
日
に
愛
知

県
で
開
催
さ
れ
た
「
全
日
本
中
学
校
陸
上

競
技
大
会
選
手
権
大
会
」
に
も
出
場
し
ま

し
た
。

桂蝶六さん、笑いで広げる「人権の輪」！

若人の「絆」強まる
～中野市が学校新聞特派員を派遣～

　差別をなくす運動月間にあわせて、８月
９日、2013人権啓発フェスティバルたけ
た「第９回人権を守る市民のつどい」が荻
福祉健康エリアで開催されました。
　講師は落語家の桂蝶六さん（大阪青山大
学健康こども学科客員教授）。『まずは気づ
くことが…笑いがつなぐ人権の輪』と題
し、落語や狂言、浄瑠璃などの魅力を紹介
しながら、ユーモアを交えて「人権の大切
さ」をわかりやすく講じてくれました。

↑「世界遺産と鷹匠」（本町組）

↑「八重の桜」（下町連）

「騎士と王女」（田向組）→

↑「八重　官軍を迎え撃つ」
（新町連中）

“華やかな山車の競演”
～久住夏越まつり～

花や樹木をこよなく愛して

豊後大野市民病院と協定を締結

　久住町の伝統行事、久住神社の夏越祭
りが８月８日、９日の２日間に催されま
した。 
　９日夜、歩行者天国となる商店街通り
に、見立て細工による４台の山車が繰り
出すと大勢の見物客から歓声があがって
いました。

　
８
月
21
日
、
竹
田
市
と
豊
後
大
野

市
民
病
院
と
の
間
で
、「
救
急
救
命
処

置
等
救
命
業
務
に
係
る
指
示
体
制
」

に
関
す
る
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　
近
年
、
救
急
救
命
士
が
行
う
処
置

範
囲
の
拡
大
が
図
ら
れ
て
い
る
こ

と
、
ま
た
心
肺
停
止
状
態
の
傷
病
者

を
豊
後
大
野
市
民
病
院
へ
搬
送
す
る

こ
と
か
ら
、
勤
務
す
る
医
師
に
迅
速

的
確
な
指
示
を
受
け
、
救
命
率
の
向

上
を
図
る
こ
と
が
目
的
で
す
。

　
７
月
27
日
、「
第
33
回
長
湯
温
泉

日
本
一
の
炭
酸
泉
ま
つ
り
」が
開
幕
。

直
入
町
芹
川
河
川
プ
ー
ル
で
は
恒
例

の
「
エ
ノ
ハ
の
つ
か
み
取
り
大
会
」

や
「
水
中
宝
さ
が
し
大
会
」
が
行
わ

れ
、
子
ど
も
た
ち
の
歓
声
が
響
い
て

い
ま
し
た
。

　
翌
28
日
、
御
前
湯
駐
車
場
の
メ
イ

ン
会
場
で
は
、
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト

が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

芹川河川プールに水しぶき！

トマトに愛をこめて34年

　
８
月
16
日
、
市
内
高
齢
者
福
祉
施

設
に
新
鮮
な
ト
マ
ト
を
寄
贈
す
る

「
第
34
回
ト
マ
ト
愛
の
定
期
便
」
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
荻
町
恵
良
原
の
ト

マ
ト
選
果
場
か
ら
Ｊ
Ａ
や
市
職
員
、

民
生
児
童
委
員
ら
が
市
内
８
施
設
に

向
け
て
出
発
。
ト
マ
ト
を
受
け
取
っ

た
高
齢
者
は
「
ト
マ
ト
を
食
べ
て
こ

の
夏
を
乗
り
切
り
ま
す
」
と
喜
ん
で

い
ま
し
た
。

陸上の鉄人「連続30回出場」！

　
７
月
28
日
、
九
州
マ
ス
タ
ー
ズ
陸

上
競
技
選
手
権
大
会
が
鹿
児
島
県

で
開
催
さ
れ
、上
島
彬
さ
ん
（
川
向
・

89
歳
）
が
「
連
続
30
回
出
場
」
を
果

た
し
、
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　【
85
〜
89
歳
の
部
】
で
「
ハ
ン
マ
ー

投
げ
」、「
走
り
幅
跳
び
」、「
三
段
跳

び
」
に
出
場
し
大
活
躍
。「
今
後
も

マ
イ
ペ
ー
ス
で
！
」
と
笑
顔
で
語
っ

て
く
れ
ま
し
た
。

↑竹田南部中学校吹奏楽部（顧問・河野恵美先生）のみなさん

竹
田
南
部
中
学
校
が
快
挙
！

　
７
月
27
日
に
開
催
さ
れ
た
大
分
県
吹

奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
に
お
い
て
、
竹
田
南

部
中
学
校
吹
奏
楽
部
が
中
学
校
Ｂ
の
部

で
優
秀
賞
に
輝
き
、「
第
９
回
南
九
州

地
区
吹
奏
楽
コ
ン
テ
ス
ト
」
に
初
出
場

を
果
た
し
ま
し
た
。

　
迎
え
た
８
月
９
日
、
鹿
児
島
市
民
文

化
ホ
ー
ル
で
南
九
州
地
区
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
の
演
奏
曲
は
「
セ
レ
ブ
レ
ー

シ
ョ
ン
・
ア
ン
ド
・
ソ
ン
グ
」、「
ク
ラ
ー

ク
・
カ
ウ
ン
テ
ィ
ー
・
セ
レ
ブ
レ
ー
シ
ョ

ン
」
の
２
曲
。
夏
休
み
の
間
、
練
習
に

励
ん
だ
吹
奏
楽
部
員
は
、
す
ば
ら
し
い

演
奏
を
響
か
せ
て
い
ま
し
た
。
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・
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の
記
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内
で
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会
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が
「
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わ
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や
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ム
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ど
の
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絵
で
上
映
し
ま
し
た
。
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に
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の
読
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せ
や
手

品
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パ
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ル
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が
行
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ま
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た
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屋
外
で
は
宝
さ
が
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や
ス
イ
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の

種
と
ば
し
ゲ
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ム
な
ど
が
行
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れ
、

会
場
は
ど
こ
も
、
子
ど
も
た
ち
の
歓

声
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

25
年
目
を
祝
う
！

「
さ
と
う
よ
し
み
竹
田
童
謡
祭
」開
催

夏
に
燃
え
た
！  

竹
田
の
星

　
８
月
５
日
か
ら
３
日
間
、
竹
田
市

が
宮
城
県
仙
台
市
と
と
も
に
音
楽
姉

妹
都
市
の
関
係
を
結
ぶ
長
野
県
中
野

市
か
ら
、
４
年
ぶ
り
に
元
気
な
中
３

特
派
員
が
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れ
ま
し
た
。

　
学
校
新
聞
特
派
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と
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て
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同
市

の
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中
学
校
の
生
徒
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名
と
引
率

教
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が
向
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っ
た
先
は
久
住
中
学
校
。

全
校
集
会
や
３
年
生
の
授
業
に
参
加

し
、
戦
争
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ら
学
ぶ
平
和
の
尊
さ
に

つ
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て
、
意
見
を
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し
ま
し
た
。

　
一
行
は
、
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城
跡
や
瀧
廉
太
郎
記

念
館
、歴
史
資
料
館
に
も
足
を
運
び
、

本
市
の
生
の
姿
に
触
れ
、
大
感
激
の

様
子
。
帰
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際
に
は
久
住
中
と
の
交

流
は
有
意
義
で
大
き
な
収
穫
を
得
た

と
満
足
げ
に
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て
く
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
交
流
に
よ
っ
て
、
新

た
な
友
情
が
生
ま
れ
る
機
会
に
接

し
、
そ
の
起
源
が
、
昭
和
42
年
の
３

市
に
よ
る
音
楽
姉
妹
都
市
締
結
で
あ

る
こ
と
に
、
先
人
の
先
見
の
明
を
垣

間
見
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

　
庭
園
愛
好
家
の
ご
自
慢
の
プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
空
間
を
開
放
し
、
花
と
緑
を

通
じ
て
多
く
の
方
々
と
交
流
の
輪
を

広
げ
る
「
第
３
回
お
お
い
た
花
と
緑

の
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
」
が
開
催
。

表
彰
式
が
７
月
19
日
、
大
分
市
の
コ

ン
パ
ル
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

竹
田
市
か
ら
は
、
後
藤
ア
ツ
ミ
さ
ん

（
戸
上
）の
庭
園
が「
大
分
県
知
事
賞
」

に
選
ば
れ
ま
し
た
。

↑倉野恭佑くん↑中山瞬一くんと改木悠真くん

↑岡城跡の瀧廉太郎像をパチリ！

市
内
中
学
生
の
ア
ス
リ
ー
ト
が
活
躍

　
７
月
25
〜
26
日
に
開
催
さ
れ
た
大
分
県

中
学
校
総
合
体
育
大
会
に
お
い
て
、
倉
野

恭
佑
く
ん
（
竹
田
南
部
中
２
年
）、
中
山

瞬
一
く
ん
（
久
住
中
３
年
）、
改
木
悠
真

く
ん
（
都
野
中
３
年
）
の
３
人
は
優
秀
な

成
績
を
残
し
、「
第
35
回
九
州
中
学
校
陸

上
競
技
大
会
」（
福
岡
市
）
出
場
。

　
ま
た
、
倉
野
く
ん
は
６
月
に
全
国
標
準

記
録
を
突
破
し
、
８
月
19
〜
21
日
に
愛
知

県
で
開
催
さ
れ
た
「
全
日
本
中
学
校
陸
上

競
技
大
会
選
手
権
大
会
」
に
も
出
場
し
ま

し
た
。

桂蝶六さん、笑いで広げる「人権の輪」！

若人の「絆」強まる
～中野市が学校新聞特派員を派遣～

　差別をなくす運動月間にあわせて、８月
９日、2013人権啓発フェスティバルたけ
た「第９回人権を守る市民のつどい」が荻
福祉健康エリアで開催されました。
　講師は落語家の桂蝶六さん（大阪青山大
学健康こども学科客員教授）。『まずは気づ
くことが…笑いがつなぐ人権の輪』と題
し、落語や狂言、浄瑠璃などの魅力を紹介
しながら、ユーモアを交えて「人権の大切
さ」をわかりやすく講じてくれました。

↑「世界遺産と鷹匠」（本町組）

↑「八重の桜」（下町連）

「騎士と王女」（田向組）→

↑「八重　官軍を迎え撃つ」
（新町連中）

“華やかな山車の競演”
～久住夏越まつり～

花や樹木をこよなく愛して

豊後大野市民病院と協定を締結

　久住町の伝統行事、久住神社の夏越祭
りが８月８日、９日の２日間に催されま
した。 
　９日夜、歩行者天国となる商店街通り
に、見立て細工による４台の山車が繰り
出すと大勢の見物客から歓声があがって
いました。

　
８
月
21
日
、
竹
田
市
と
豊
後
大
野

市
民
病
院
と
の
間
で
、「
救
急
救
命
処

置
等
救
命
業
務
に
係
る
指
示
体
制
」

に
関
す
る
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　
近
年
、
救
急
救
命
士
が
行
う
処
置

範
囲
の
拡
大
が
図
ら
れ
て
い
る
こ

と
、
ま
た
心
肺
停
止
状
態
の
傷
病
者

を
豊
後
大
野
市
民
病
院
へ
搬
送
す
る

こ
と
か
ら
、
勤
務
す
る
医
師
に
迅
速

的
確
な
指
示
を
受
け
、
救
命
率
の
向

上
を
図
る
こ
と
が
目
的
で
す
。

　
７
月
27
日
、「
第
33
回
長
湯
温
泉

日
本
一
の
炭
酸
泉
ま
つ
り
」が
開
幕
。

直
入
町
芹
川
河
川
プ
ー
ル
で
は
恒
例

の
「
エ
ノ
ハ
の
つ
か
み
取
り
大
会
」

や
「
水
中
宝
さ
が
し
大
会
」
が
行
わ

れ
、
子
ど
も
た
ち
の
歓
声
が
響
い
て

い
ま
し
た
。

　
翌
28
日
、
御
前
湯
駐
車
場
の
メ
イ

ン
会
場
で
は
、
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト

が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

芹川河川プールに水しぶき！

トマトに愛をこめて34年

　
８
月
16
日
、
市
内
高
齢
者
福
祉
施

設
に
新
鮮
な
ト
マ
ト
を
寄
贈
す
る

「
第
34
回
ト
マ
ト
愛
の
定
期
便
」
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
荻
町
恵
良
原
の
ト

マ
ト
選
果
場
か
ら
Ｊ
Ａ
や
市
職
員
、

民
生
児
童
委
員
ら
が
市
内
８
施
設
に

向
け
て
出
発
。
ト
マ
ト
を
受
け
取
っ

た
高
齢
者
は
「
ト
マ
ト
を
食
べ
て
こ

の
夏
を
乗
り
切
り
ま
す
」
と
喜
ん
で

い
ま
し
た
。

陸上の鉄人「連続30回出場」！

　
７
月
28
日
、
九
州
マ
ス
タ
ー
ズ
陸

上
競
技
選
手
権
大
会
が
鹿
児
島
県

で
開
催
さ
れ
、上
島
彬
さ
ん
（
川
向
・

89
歳
）
が
「
連
続
30
回
出
場
」
を
果

た
し
、
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　【
85
〜
89
歳
の
部
】
で
「
ハ
ン
マ
ー

投
げ
」、「
走
り
幅
跳
び
」、「
三
段
跳

び
」
に
出
場
し
大
活
躍
。「
今
後
も

マ
イ
ペ
ー
ス
で
！
」
と
笑
顔
で
語
っ

て
く
れ
ま
し
た
。

↑竹田南部中学校吹奏楽部（顧問・河野恵美先生）のみなさん

竹
田
南
部
中
学
校
が
快
挙
！

　
７
月
27
日
に
開
催
さ
れ
た
大
分
県
吹

奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
に
お
い
て
、
竹
田
南

部
中
学
校
吹
奏
楽
部
が
中
学
校
Ｂ
の
部

で
優
秀
賞
に
輝
き
、「
第
９
回
南
九
州

地
区
吹
奏
楽
コ
ン
テ
ス
ト
」
に
初
出
場

を
果
た
し
ま
し
た
。

　
迎
え
た
８
月
９
日
、
鹿
児
島
市
民
文

化
ホ
ー
ル
で
南
九
州
地
区
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
の
演
奏
曲
は
「
セ
レ
ブ
レ
ー

シ
ョ
ン
・
ア
ン
ド
・
ソ
ン
グ
」、「
ク
ラ
ー

ク
・
カ
ウ
ン
テ
ィ
ー
・
セ
レ
ブ
レ
ー
シ
ョ

ン
」
の
２
曲
。
夏
休
み
の
間
、
練
習
に

励
ん
だ
吹
奏
楽
部
員
は
、
す
ば
ら
し
い

演
奏
を
響
か
せ
て
い
ま
し
た
。
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ミステリアス！竹田キリシタン

↑石橋の欄干（らんかん）がカマボコ石に似ている

柏原組大庄屋・垣田角次郎がつくった『岩戸橋』→
〔大分県指定重要文化財・嘉永２（1849）年10月完成　

↑元大庄屋垣田家（大正13年春頃）の屋敷（荻みらい館所蔵・
佐藤茂氏寄贈）

ミ
ス
テ
リ
ア
ス
！
竹
田
キ
リ
シ
タ
ン
⑭
〔
荻
町
編
〕

大
庄
屋
の
家
に

隠
さ
れ
て
い
た
十
字
架

②

↑現在、垣田家屋敷跡は杉林になっている

③

荻町はほかに↑→
も、恵良原地
区にキリシタ
ン墓がある

⑤

↑垣田家の墓地

④

①

荻
町
の
大
庄
屋
が
取
り
壊
さ
れ
た
時
、
そ
の
家
か
ら
発
見
さ
れ
た
も
の
は
十
字
架
だ
っ
た
。

　荻
町
に
は
、
昭
和
40
年
代
ま
で
垣
田
家
と

い
う
名
門
の
旧
家
が
あ
っ
た
。
江
戸
時
代
の

大
庄
屋
で
あ
り
、
幕
末
に
は
角
次
郎
氏
が
岩

戸
橋
を
、
幾
馬
氏
は
私
財
を
投
げ
打
っ
て
荻

柏
原
井
路
の
開
削
を
成
し
遂
げ
た
地
域
の
偉

人
で
あ
る
。
先
日
、
荻
史
談
会
の
方
の
案
内

で
岩
戸
橋
（
写
真
①
）
を
見
て
き
た
が
、
そ

の
方
が
「
橋
の
欄
干
が
カ
マ
ボ
コ
石
に
似
て

お
り
、
垣
田
家
の
墓
石
の
形
や
他
の
逸
話
を

総
合
し
て
考
え
る
と
、
垣
田
家
は
キ
リ
シ
タ

ン
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
」
と
言
う
の
だ
。

詳
細
を
聞
い
て
み
た
と
こ
ろ
、
理
由
は
概
ね

次
の
と
お
り
だ
っ
た
。「
昭
和
40
年
に
垣
田

家
の
屋
敷
（
写
真
②
）
を
壊
す
時
、
柱
の
穴

か
ら
十
字
架
が
見
つ
か
っ
た
。
ま
た
、
屋
敷

の
近
く
の
道
は
小
学
生
の
通
学
路
で
、
そ
こ

で
も
小
学
生
が
別
の
銅
製
十
字
架
を
拾
っ
て

い
る
。
垣
田
家
代
々
の
墓
も
キ
リ
シ
タ
ン
墓

と
思
わ
れ
る
も
の
が
多
い
」
と
い
う
も
の

だ
。　十

字
架
を
拾
っ
た
と
い
う
事
実
に
驚
き
な

が
ら
も
、
早
速
、
地
元
史
談
会
が
キ
リ
シ
タ

ン
墓
と
認
め
る
垣
田
家
の
墓
地
に
行
っ
て
み

た
。
す
る
と
、
普
通
の
仏
教
式
で
は
な
い
墓

石
が
並
ん
で
い
た
。（
写
真
④
）
か
と
い
っ

て
、
こ
れ
ら
を
即
キ
リ
シ
タ
ン
墓
と
認
め
る

証
拠
は
無
い
が
、
可
能
性
は
捨
て
切
れ
な
い

と
思
う
。
な
ぜ
な
ら
、
私
の
先
祖
は
入
田
の

隠
れ
キ
リ
シ
タ
ン
だ
っ
た
が
、
昨
年
、
数
十

年
ぶ
り
に
先
祖
代
々
の
墓
を
訪
れ
た
と
こ

ろ
、
そ
こ
に
は
垣
田
家
と
同
型
の
墓
石
が
並

ん
で
い
た
か
ら
だ
。

　一
般
的
に
没
年
月
日
の
末
尾
に
「
天
」
の

文
字
が
あ
る
墓
石
は
、
隠
れ
キ
リ
シ
タ
ン
で

あ
る
暗
号
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら

の
墓
石
の
殆
ど
に
天
の
文
字
が
刻
ま
れ
て
い

た
。
屋
敷
の
柱
に
十
字
架
が
隠
さ
れ
て
い
た

こ
と
を
併
せ
て
考
え
る
と
、
垣
田
家
は
キ
リ

シ
タ
ン
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　そ
も
そ
も
、
垣
田
家
は
室
町
時
代
の
足
利

将
軍
家
の
末
裔
で
、
家
督
争
い
か
ら
逃
れ
る

た
め
に
豊
後
大
友
氏
を
頼
っ
て
荻
に
移
り
住

み
、
垣
田
姓
を
名
乗
っ
た
と
い
う
過
去
を
持

つ
。
し
た
が
っ
て
、
大
友
宗
麟
の
時
代
に
影

響
を
受
け
て
、
垣
田
家
が
キ
リ
シ
タ
ン
に

な
っ
た
こ
と
も
十
分
に
考
え
ら
れ
る
。

　他
に
も
別
の
方
か
ら
聞
い
た
珍
し
い
話
が

あ
る
。
垣
田
家
の
墓
の
傍
を
小
学
生
が
通
る

と
、
い
つ
も
誰
か
が
急
に
眠
た
く
な
り
、
近

く
の
土
手
で
突
然
、
眠
っ
て
し
ま
っ
た
と
い

う
。
そ
の
中
の
一
人
が
銅
製
の
十
字
架
を

拾
っ
た
わ
け
だ
が
、
大
人
た
ち
は
そ
の
こ
と

を
、「
心
が
き
れ
い
で
優
し
い
子
が
通
る

と
、
キ
リ
シ
タ
ン
に
呼
ば
れ
る
の
だ
ろ
う
」

と
囁
き
あ
っ
た
と
い
う
。
小
学
生
の
夢
の
中

に
聖
母
マ
リ
ア
が
現
れ
て
、
微
笑
み
な
が
ら

十
字
架
を
託
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
な
ん
と

も
、
微
笑
ま
し
く
も
ミ
ス
テ
リ
ア
ス
な
逸
話

で
あ
る
。

　垣
田
家
が
キ
リ
シ
タ
ン
で
あ
っ
た
と
し

て
、
そ
の
信
仰
が
い
つ
ま
で
続
い
た
の
か
は

不
明
で
あ
る
。
だ
が
、
気
に
な
る
の
は
垣
田

家
の
立
場
で
あ
る
。
大
庄
屋
な
ら
ば
藩
主
が

立
ち
寄
る
家
格
で
あ
る
た
め
、
禁
教
令
が
出

た
後
は
棄
教
し
た
ふ
り
を
し
て
藩
主
を
迎
え

入
れ
、
夜
中
に
こ
っ
そ
り
と
柱
の
穴
か
ら
十

字
架
を
取
り
出
し
て
は
信
仰
を
続
け
て
い
た

の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
と
も
、
藩
主
も
見
て
見

ぬ
ふ
り
を
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
柱
の

穴
か
ら
見
つ
か
っ
た
十
字
架
と
、
小
学
生
が

拾
っ
た
十
字
架
は
、
現
在
、
一
体
ど
こ
に

眠
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
垣
田
家
の
旧
宅

跡
に
は
今
で
も
マ
リ
ア
像
や
ロ
ザ
リ
オ
が
埋

ま
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
荻
町
に
も
竹

田
キ
リ
シ
タ
ン
は
、
ミ
ス
テ
リ
ア
ス
な
足
跡

を
残
し
て
い
た
。
　
　
　
　
　（後
藤
篤
美
）

◇
参
考
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ミステリアス！竹田キリシタン

↑石橋の欄干（らんかん）がカマボコ石に似ている

柏原組大庄屋・垣田角次郎がつくった『岩戸橋』→
〔大分県指定重要文化財・嘉永２（1849）年10月完成　

↑元大庄屋垣田家（大正13年春頃）の屋敷（荻みらい館所蔵・
佐藤茂氏寄贈）

ミ
ス
テ
リ
ア
ス
！
竹
田
キ
リ
シ
タ
ン
⑭
〔
荻
町
編
〕

大
庄
屋
の
家
に

隠
さ
れ
て
い
た
十
字
架

②

↑現在、垣田家屋敷跡は杉林になっている

③

荻町はほかに↑→
も、恵良原地
区にキリシタ
ン墓がある

⑤

↑垣田家の墓地

④

①

荻
町
の
大
庄
屋
が
取
り
壊
さ
れ
た
時
、
そ
の
家
か
ら
発
見
さ
れ
た
も
の
は
十
字
架
だ
っ
た
。

　荻
町
に
は
、
昭
和
40
年
代
ま
で
垣
田
家
と

い
う
名
門
の
旧
家
が
あ
っ
た
。
江
戸
時
代
の

大
庄
屋
で
あ
り
、
幕
末
に
は
角
次
郎
氏
が
岩

戸
橋
を
、
幾
馬
氏
は
私
財
を
投
げ
打
っ
て
荻

柏
原
井
路
の
開
削
を
成
し
遂
げ
た
地
域
の
偉

人
で
あ
る
。
先
日
、
荻
史
談
会
の
方
の
案
内

で
岩
戸
橋
（
写
真
①
）
を
見
て
き
た
が
、
そ

の
方
が
「
橋
の
欄
干
が
カ
マ
ボ
コ
石
に
似
て

お
り
、
垣
田
家
の
墓
石
の
形
や
他
の
逸
話
を

総
合
し
て
考
え
る
と
、
垣
田
家
は
キ
リ
シ
タ

ン
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
」
と
言
う
の
だ
。

詳
細
を
聞
い
て
み
た
と
こ
ろ
、
理
由
は
概
ね

次
の
と
お
り
だ
っ
た
。「
昭
和
40
年
に
垣
田

家
の
屋
敷
（
写
真
②
）
を
壊
す
時
、
柱
の
穴

か
ら
十
字
架
が
見
つ
か
っ
た
。
ま
た
、
屋
敷

の
近
く
の
道
は
小
学
生
の
通
学
路
で
、
そ
こ

で
も
小
学
生
が
別
の
銅
製
十
字
架
を
拾
っ
て

い
る
。
垣
田
家
代
々
の
墓
も
キ
リ
シ
タ
ン
墓

と
思
わ
れ
る
も
の
が
多
い
」
と
い
う
も
の

だ
。　十

字
架
を
拾
っ
た
と
い
う
事
実
に
驚
き
な

が
ら
も
、
早
速
、
地
元
史
談
会
が
キ
リ
シ
タ

ン
墓
と
認
め
る
垣
田
家
の
墓
地
に
行
っ
て
み

た
。
す
る
と
、
普
通
の
仏
教
式
で
は
な
い
墓

石
が
並
ん
で
い
た
。（
写
真
④
）
か
と
い
っ

て
、
こ
れ
ら
を
即
キ
リ
シ
タ
ン
墓
と
認
め
る

証
拠
は
無
い
が
、
可
能
性
は
捨
て
切
れ
な
い

と
思
う
。
な
ぜ
な
ら
、
私
の
先
祖
は
入
田
の

隠
れ
キ
リ
シ
タ
ン
だ
っ
た
が
、
昨
年
、
数
十

年
ぶ
り
に
先
祖
代
々
の
墓
を
訪
れ
た
と
こ

ろ
、
そ
こ
に
は
垣
田
家
と
同
型
の
墓
石
が
並

ん
で
い
た
か
ら
だ
。

　一
般
的
に
没
年
月
日
の
末
尾
に
「
天
」
の

文
字
が
あ
る
墓
石
は
、
隠
れ
キ
リ
シ
タ
ン
で

あ
る
暗
号
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら

の
墓
石
の
殆
ど
に
天
の
文
字
が
刻
ま
れ
て
い

た
。
屋
敷
の
柱
に
十
字
架
が
隠
さ
れ
て
い
た

こ
と
を
併
せ
て
考
え
る
と
、
垣
田
家
は
キ
リ

シ
タ
ン
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　そ
も
そ
も
、
垣
田
家
は
室
町
時
代
の
足
利

将
軍
家
の
末
裔
で
、
家
督
争
い
か
ら
逃
れ
る

た
め
に
豊
後
大
友
氏
を
頼
っ
て
荻
に
移
り
住

み
、
垣
田
姓
を
名
乗
っ
た
と
い
う
過
去
を
持

つ
。
し
た
が
っ
て
、
大
友
宗
麟
の
時
代
に
影

響
を
受
け
て
、
垣
田
家
が
キ
リ
シ
タ
ン
に

な
っ
た
こ
と
も
十
分
に
考
え
ら
れ
る
。

　他
に
も
別
の
方
か
ら
聞
い
た
珍
し
い
話
が

あ
る
。
垣
田
家
の
墓
の
傍
を
小
学
生
が
通
る

と
、
い
つ
も
誰
か
が
急
に
眠
た
く
な
り
、
近

く
の
土
手
で
突
然
、
眠
っ
て
し
ま
っ
た
と
い

う
。
そ
の
中
の
一
人
が
銅
製
の
十
字
架
を

拾
っ
た
わ
け
だ
が
、
大
人
た
ち
は
そ
の
こ
と

を
、「
心
が
き
れ
い
で
優
し
い
子
が
通
る

と
、
キ
リ
シ
タ
ン
に
呼
ば
れ
る
の
だ
ろ
う
」

と
囁
き
あ
っ
た
と
い
う
。
小
学
生
の
夢
の
中

に
聖
母
マ
リ
ア
が
現
れ
て
、
微
笑
み
な
が
ら

十
字
架
を
託
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
な
ん
と

も
、
微
笑
ま
し
く
も
ミ
ス
テ
リ
ア
ス
な
逸
話

で
あ
る
。

　垣
田
家
が
キ
リ
シ
タ
ン
で
あ
っ
た
と
し

て
、
そ
の
信
仰
が
い
つ
ま
で
続
い
た
の
か
は

不
明
で
あ
る
。
だ
が
、
気
に
な
る
の
は
垣
田

家
の
立
場
で
あ
る
。
大
庄
屋
な
ら
ば
藩
主
が

立
ち
寄
る
家
格
で
あ
る
た
め
、
禁
教
令
が
出

た
後
は
棄
教
し
た
ふ
り
を
し
て
藩
主
を
迎
え

入
れ
、
夜
中
に
こ
っ
そ
り
と
柱
の
穴
か
ら
十

字
架
を
取
り
出
し
て
は
信
仰
を
続
け
て
い
た

の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
と
も
、
藩
主
も
見
て
見

ぬ
ふ
り
を
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
柱
の

穴
か
ら
見
つ
か
っ
た
十
字
架
と
、
小
学
生
が

拾
っ
た
十
字
架
は
、
現
在
、
一
体
ど
こ
に

眠
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
垣
田
家
の
旧
宅

跡
に
は
今
で
も
マ
リ
ア
像
や
ロ
ザ
リ
オ
が
埋

ま
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
荻
町
に
も
竹

田
キ
リ
シ
タ
ン
は
、
ミ
ス
テ
リ
ア
ス
な
足
跡

を
残
し
て
い
た
。
　
　
　
　
　（後
藤
篤
美
）

◇
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献
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たけたんアンテナcolumn & news

竹田雑感　　
～調査研究を通してみた竹田～

生き活き

起
興 おかげさまで１周年！
暮らしのサポートセンター・久住「りんどう」
厚生労働省パッケージ事業　あなたが開ける　チャンスの扉！

クラウディア・ケール
Ａコラム by claudia kehl

（国際交流員）

姉妹都市
ドイツバート・クロツィンゲンコーナー

今月のひと

♯44 既に竹田の町は、動き始めている。
東京都水道局（前所属：東京大学 景観研究室）　永井 友梨　YURI  NAGAI

　
今
年
の
春
に
景
観
研
究
室
を
修
了
し
、
今
は
東
京
で
水
道
行
政
に
携

わ
っ
て
い
ま
す
。

　
最
初
に
、
景
観
研
Ｏ
Ｇ
と
し
て
紙
面
を
お
借
り
し
な
が
ら
、
調
査
研

究
に
関
係
す
る
よ
う
な
原
稿
で
な
い
こ
と
を
お
詫
び
し
ま
す
。
と
い
う

の
も
、
雑
感
執
筆
三
回
目
に
し
て
ネ
タ
切
れ
、
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、

（
一
学
生
だ
っ
た
立
場
で
こ
の
よ
う
に
言
う
の
は
僭
越
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
）
既
に
竹
田
の
町
は
、
私
た
ち
が
調
査
研
究
に
よ
っ
て
動
か
そ
う

と
す
る
ま
で
も
な
く
、
動
き
始
め
て
い
る
と
感
じ
る
か
ら
で
す
。

　
豊
肥
本
線
全
線
復
旧
の
ニ
ュ
ー
ス
を
、
遠
く
東
京
で
と
て
も
嬉
し
く

聞
き
ま
し
た
。
あ
の
災
害
か
ら
こ
こ
ま
で
至
る
道
の
り
は
大
変
な
も
の

だ
っ
た
は
ず
で
す
が
、
明
る
く
復
興
に
邁
進
す
る
竹
田
の
方
々
へ
の
尊

敬
の
念
と
応
援
の
思
い
が
少
し
で
も
届
け
ば
と
願
い
ま
す
。
竹
田
を
動

か
そ
う
、
と
す
る
み
な
さ
ま
の
パ
ワ
ー
は
災
害
復
興
に
と
ど
ま
ら
ず
、

城
下
町
の
活
性
化
に
向
け
て
、
農
村
の
再
発
見
に
向
け
て
、
様
々
な
竹

田
の
魅
力
の
Ｐ
Ｒ
に
向
け
て
、
多
く
の
活
動
が
生
ま
れ
始
め
て
い
ま
す
。

そ
う
し
た
活
発
な
動
き
を
知
る
に
つ
け
、
そ
の
パ
ワ
ー
に
圧
倒
さ
れ
る

と
同
時
に
、
私
た
ち
東
京
の
学
生
と
い
う
異
分
子
が
数
年
を
か
け
て
竹

田
の
活
性
剤
と
し
て
少
し
で
も
貢
献
で
き
た
な
ら
、
と
て
も
幸
せ
だ
と

感
じ
ま
す
。

　
そ
し
て
、
今
度
は
私
自
身
が
も
っ
と
成
長
し
て
竹
田
に
帰
っ
て
み
た

い
、
と
思
う
の
で
す
。

　
社
会
人
生
活
が
始
ま
っ
て
か
ら
予
想
以
上
に
、
竹
田
の
こ
と
を
し
ば

し
ば
思
い
出
し
ま
す
。
真
夏
の
陽
射
し
に
灼
け
る
城
下
町
の
町
並
み
、

冬
の
夜
の
屋
台
の
会
話
、
裸
足
で
田
植
え
を
し
た
泥
の
感
触
、
何
度
も

訪
れ
る
私
を
「
お
か
え
り
」
と
迎
え
て
く
れ
る
方
々
の
笑
顔
。
こ
う
し

て
綴
っ
て
い
て
も
懐
か
し
く
て
た
ま
ら
ず
、
明
日
に
で
も
訪
れ
た
く
な

る
一
方
、
卒
業
し
て
あ
ま
り
す
ぐ
舞
い
戻
る
の
も
何
だ
か
気
恥
ず
か
し

い
感
覚
が
あ
る
の
で
す
。
東
京
生
ま
れ
東
京
育
ち
で
、
遠
き
に
あ
り
て

思
う
よ
う
な
故
郷
を
持
た
な
い
私
に
と
っ
て
、
竹
田
は
（
そ
こ
に
い
る

誰
か
に
、
と
い
う
よ
り
、
そ
の
町
に
）
自
分
の
成
長
を
見
せ
た
い
と
思

え
る
場
所
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
場
所
を
得
た
こ
と
に
心
か
ら
感
謝
し
つ
つ
、
動
き
続
け
て
い

く
竹
田
に
負
け
ず
に
、
近
い
将
来
少
し
だ
け
胸
を
張
っ
て
あ
の
町
に
帰

れ
る
よ
う
に
頑
張
ろ
う
、
と
社
会
人
一
年
生
の
小
さ
な
決
意
で
す
。

　昨年９月にオープンした久住・「りんどう」が一周年を迎えま
す。「りんどう」では地域住民が中心となり、住民同志で支え
合う「生活支援有償サービス」や「寄り合い場」の活動を展
開していますが、会員の皆さんの活発な取り組みにより徐々に
広がりを見せています。この施設は豊富な経験を有する支援員
（緊急雇用事業）を始め、地元関係者のご理解とご協力によ
り、最初の拠点施設としてオープンしたものですが会員は生活
支援サービスを主とする「活動会員」、寄り合い場のお手伝い
をしていただく「協力会員」、趣旨に賛同していただく「賛助
会員」と、サービスを受ける「利用会員」で構成されており現
在小野朝男会長以下138名の会員で運営されています。

介護予防強化推進事業の拠点施設としても実証中
　特に、昨年10月から実施している厚生労働省のモデル事業
「竹田市介護予防強化推進事業」の予防サービス及び生活支
援サービスは同拠点施設で展開されており、パッケージ事業の
健康づくり分野の人材育成事業を利用した市民グループＴＨＦ
（竹田ヘルスフィットネス　小野君子会長ほか22名）による健
康づくり教室や食育もりもり教室も併せて開催されています。両
組織ともに実践の場として地域の人々に利用され実績を重ねて
います。市民と密着した市民による活動は利用者及び関係者

から今後の展開に大きな期待を寄せられています。

期待と不安が交錯する今後の展開
　２年目を迎える「りんどう」は、組織運営の工夫や勉強会な
ど会員の自主的な取り組みを行っていますが、生活支援の内容
も多岐に亘っており、会員の確保や継続的運営に必要な条件整
備など、パッケージ事業や介護予防モデル事業が終了する平成
26年度以降の展開には会員をはじめ、関係者も期待と共に不安
を抱えているのも事実であります。今後、地域や関係組織、行
政との一層の連携や支援が求められています。

注目される先導的取り組み・「直入暮らサポ」今秋オープン
　国は、介護保険制度の見直しにより軽度者向けのサービスは
市町村事業とし、ボランティアやＮＰＯ法人、民間企業などが
その担い手となることを想定していますが、先導的な取り組みを
行っている地域は、今にわかに注目を集めています。中央のＴ
Ｖ局や国の関係からも取材や視察の問い合わせが来はじめまし
た。今秋には暮らしのサポートセンター・直入「ゆのはな」もオー
プン予定です。
　地域住民が支え合う、市民が主役の「竹田ならではの超高齢
社会への挑戦」官民協働作業は始まったばかりです。

　
７
月
20
日
・
21
日
の
２
日
間
、

バ
ー
ト
・
ク
ロ
ツ
ィ
ン
ゲ
ン
で

年
々
の「
光
祭
り
」が
行
わ
れ
た
。

　「
保
養
お
よ
び
温
泉
施
設（
有
）

バ
ー
ト
・
ク
ロ
ツ
ィ
ン
ゲ
ン
」

と
い
わ
ゆ
る
ヴ
ィ
タ
ク
ラ
シ
カ

温
泉
施
設
を
経
営
し
て
い
る
組

織
が
主
催
。
今
年
の
特
徴
は
竹

田
市
か
ら
輸
入
さ
れ
た
竹
灯
篭

も
展
示
さ
れ
、
多
く
の
客
の
注

目
を
集
め
た
。

　
去
年
注
文
を
受
け
、
竹
田
市

の
特
定
非
営
利
活
動
法
人
里
山

保
全
竹
活
用
百
人
会
が
今
年
３

月
に
、
バ
ー
ト
・
ク
ロ
ツ
ィ
ン

ゲ
ン
に
１
０
０
０
本
の
竹
灯
篭

を
発
送
。
２
か
月
程
の
船
旅
を

し
た
竹
灯
篭
は
、５
月
末
に
バ
ー

ト
・
ク
ロ
ツ
ィ
ン
ゲ
ン
に
届
い

た
。

　
毎
年
に
行
わ
れ
る
「
光
祭
り
」

で
は
約
１
万
５
０
０
０
個
の

キ
ャ
ン
ド
ル
が
バ
ー
ト
・
ク
ロ

ツ
ィ
ン
ゲ
ン
の
「
ク
ア
パ
ー
ク
」

（
バ
ー
ト
・
ク
ロ
ツ
ィ
ン
ゲ
ン
中

心
に
あ
る
大
き
な
公
園
）
に
飾

ら
れ
、
様
々
な
色
で
公
園
を
照

ら
す
。
そ
う
い
う
素
敵
な
場
面

で
２
日
間
連
続
の
ラ
イ
ブ
音
楽
・

コ
ン
サ
ー
ト
・
ダ
ン
ス
音
楽
・

子
ど
も
向
け
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
な

ど
が
開
催
。
周
り
の
地
域
も
含

め
て
、
最
も
重
要
な
イ
ベ
ン
ト

に
な
っ
た
。
ま
た
、
今
回
ド
イ

ツ
で
は
珍
し
い
夏
の
花
火
も
行

わ
れ
た
。

　
竹
田
市
の
竹
灯
篭
は
、
ク
ア

パ
ー
ク
の
特
別
な
ス
ペ
ー
ス
に

置
か
れ
、
和
や
か
で
心
癒
さ
れ

る
幻
想
的
な
雰
囲
気
が
漂
い
、

観
客
を
感
動
さ
せ
た
。
日
本
の

文
化
の
紹
介
の
み
な
ら
ず
、
姉

妹
都
市
バ
ー
ト
・
ク
ロ
ツ
ィ
ン

ゲ
ン
で
灯
さ
れ
た
竹
田
の
竹
灯

篭
は
「
温
か
い
友
好
の
光
」
を

表
し
、
お
互
い
の
絆
の
象
徴
で

も
あ
る
に
違
い
な
い
。
そ
の
光

が
ず
っ
と
輝
く
よ
う
に
祈
っ
て

い
る
。

バート・クロツィンゲンの「光祭」
～竹田市の竹灯篭が大人気～

→
バ
ー
ト・ク
ロ
ツ
ィ
ン
ゲ
ン
で
の

　「ミ
ニ
竹
楽
」

「
竹
田
は
、家
族
そ
の
も
の
。」

古
澤
　剛 

さ
ん
　
　
　
　

 

（
下
志
土
知
上
出
身
・
29
歳
）

↑「僕はいつもそう。周りの応援が心の支えになっている。」と古
澤剛さん。さらなる活躍を期待しています。

・9/29(日)  渋谷eggman 『古澤剛 CD発表ワンマンライブ』
〔ホームページ〕http://furusawa-takeshi.com/

音
楽
生
活
再
ス
タ
ー
ト
を
懸
け
て
、

ア
ル
バ
ム
を
発
表
す
る
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー

　
古
澤
剛
さ
ん
は
、
15
歳
で
ギ
タ
ー

を
始
め
、
高
校
生
の
時
に
参
加
し
た

バ
ン
ド
コ
ン
テ
ス
ト
「
高
校
生
ロ
ッ

ク
選
手
権
」
に
て
グ
ラ
ン
プ
リ
を
受

賞
し
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
人
生

を
音
楽
に
捧
げ
る
事
を
決
意
し
ま

し
た
。 

　
卒
業
後
、
九
州
内
で
の
活
動
期

間
を
経
て
、
２
０
１
０
年
５
月
に
上

京
。
東
京
を
拠
点
と
し
、
幅
広
く
音

楽
活
動
を
続
け
て
き
た
２
年
８
か

月
間
で
し
た
が
、
昨
年
12
月
末
に
音

楽
事
務
所
を
離
れ
ま
し
た
。

　
２
０
１
３
年
春
、
音
楽
生
活
の
再

ス
タ
ー
ト
を
切
る
た
め
、
ア
ル
バ
ム

制
作
に
着
手
。
こ
の
数
か
月
間
で
８

曲
を
書
き
上
げ
、
現
在
、
最
後
の
追

い
込
み
に
入
っ
て
い
ま
す
。
上
京

後
、
素
晴
ら
し
い
出
会
い
に
恵
ま

れ
、
人
と
の
繋
が
り
や
気
持
ち
の
集

積
が
形
に
な
っ
た
自
信
作
。
完
成
は

今
月
29
日
。
発
表
に
合
わ
せ
て
、
都

内
渋
谷
で
ワ
ン
マ
ン
ラ
イ
ブ
を
行
う

こ
と
が
決
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
タ
イ
ト
ル
は
「
Ｂ
Ｉ
Ｒ
Ｔ
Ｈ
―

Ｄ
Ａ
Ｙ
」。
こ
の
日
は
古
澤
さ
ん
の

30
歳
の
誕
生
日
で
す
。
再
ス
タ
ー
ト

に
あ
た
り
、『
新
し
い
自
分
が
生
ま

れ
る
ん
だ
』
と
い
う
決
意
を
込
め
た

そ
う
で
す
。

　
古
澤
さ
ん
は
、
毎
年
「
竹
楽
」
の

ス
テ
ー
ジ
で
歌
っ
て
く
れ
ま
す
。

　「
竹
田
は
い
つ
も
心
の
底
に
あ
っ

て
、
揺
る
が
な
い
。
家
族
み
た
い
な

も
の
で
す
」

　
故
郷
に
寄
せ
る
思
い
は
強
い
。
原

点
は
、
高
校
卒
業
直
前
に
、
城
下
町

竹
田
の
蔵
（「
羅
夢
歩
」・
上
町
）
で

行
わ
れ
た
手
づ
く
り
ラ
イ
ブ
。
あ
の

日
か
ら
変
わ
る
こ
と
の
な
い
情
熱

は
、
今
も
輝
き
を
増
し
て
い
ま
す
。

　「
僕
に
と
っ
て
は
、
音
楽
は
『
血

液
』。
体
の
中
に
い
つ
も
流
れ
て
い

る
。
こ
れ
か
ら
も
人
の
出
会
い
を
大

事
に
し
て
、〝
今
〞
を
歌
っ
て
い
き

た
い
」

ふ
る

さ
わ

た
け
し

バ
　
ー
　
ス

デ
　
イ
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に
景
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室
を
修
了
し
、
今
は
東
京
で
水
道
行
政
に
携

わ
っ
て
い
ま
す
。

　
最
初
に
、
景
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Ｇ
と
し
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を
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な
が
ら
、
調
査
研

究
に
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よ
う
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。
と
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の
も
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雑
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場
で
こ
の
よ
う
に
言
う
の
は
僭
越
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せ

ん
が
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に
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と
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本
線
全
線
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の
ニ
ュ
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ス
を
、
遠
く
東
京
で
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て
も
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し
く
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き
ま
し
た
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あ
の
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害
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ら
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こ
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で
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る
道
の
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は
大
変
な
も
の

だ
っ
た
は
ず
で
す
が
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る
く
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興
に
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進
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る
竹
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の
方
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へ
の
尊

敬
の
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と
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援
の
思
い
が
少
し
で
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け
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と
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ま
す
。
竹
田
を
動

か
そ
う
、
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さ
ま
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の
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。
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し
た
活
発
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動
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を
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に
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け
、
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パ
ワ
ー
に
圧
倒
さ
れ
る

と
同
時
に
、
私
た
ち
東
京
の
学
生
と
い
う
異
分
子
が
数
年
を
か
け
て
竹

田
の
活
性
剤
と
し
て
少
し
で
も
貢
献
で
き
た
な
ら
、
と
て
も
幸
せ
だ
と

感
じ
ま
す
。

　
そ
し
て
、
今
度
は
私
自
身
が
も
っ
と
成
長
し
て
竹
田
に
帰
っ
て
み
た

い
、
と
思
う
の
で
す
。

　
社
会
人
生
活
が
始
ま
っ
て
か
ら
予
想
以
上
に
、
竹
田
の
こ
と
を
し
ば

し
ば
思
い
出
し
ま
す
。
真
夏
の
陽
射
し
に
灼
け
る
城
下
町
の
町
並
み
、

冬
の
夜
の
屋
台
の
会
話
、
裸
足
で
田
植
え
を
し
た
泥
の
感
触
、
何
度
も

訪
れ
る
私
を
「
お
か
え
り
」
と
迎
え
て
く
れ
る
方
々
の
笑
顔
。
こ
う
し

て
綴
っ
て
い
て
も
懐
か
し
く
て
た
ま
ら
ず
、
明
日
に
で
も
訪
れ
た
く
な

る
一
方
、
卒
業
し
て
あ
ま
り
す
ぐ
舞
い
戻
る
の
も
何
だ
か
気
恥
ず
か
し

い
感
覚
が
あ
る
の
で
す
。
東
京
生
ま
れ
東
京
育
ち
で
、
遠
き
に
あ
り
て

思
う
よ
う
な
故
郷
を
持
た
な
い
私
に
と
っ
て
、
竹
田
は
（
そ
こ
に
い
る

誰
か
に
、
と
い
う
よ
り
、
そ
の
町
に
）
自
分
の
成
長
を
見
せ
た
い
と
思

え
る
場
所
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
場
所
を
得
た
こ
と
に
心
か
ら
感
謝
し
つ
つ
、
動
き
続
け
て
い

く
竹
田
に
負
け
ず
に
、
近
い
将
来
少
し
だ
け
胸
を
張
っ
て
あ
の
町
に
帰

れ
る
よ
う
に
頑
張
ろ
う
、
と
社
会
人
一
年
生
の
小
さ
な
決
意
で
す
。

　昨年９月にオープンした久住・「りんどう」が一周年を迎えま
す。「りんどう」では地域住民が中心となり、住民同志で支え
合う「生活支援有償サービス」や「寄り合い場」の活動を展
開していますが、会員の皆さんの活発な取り組みにより徐々に
広がりを見せています。この施設は豊富な経験を有する支援員
（緊急雇用事業）を始め、地元関係者のご理解とご協力によ
り、最初の拠点施設としてオープンしたものですが会員は生活
支援サービスを主とする「活動会員」、寄り合い場のお手伝い
をしていただく「協力会員」、趣旨に賛同していただく「賛助
会員」と、サービスを受ける「利用会員」で構成されており現
在小野朝男会長以下138名の会員で運営されています。

介護予防強化推進事業の拠点施設としても実証中
　特に、昨年10月から実施している厚生労働省のモデル事業
「竹田市介護予防強化推進事業」の予防サービス及び生活支
援サービスは同拠点施設で展開されており、パッケージ事業の
健康づくり分野の人材育成事業を利用した市民グループＴＨＦ
（竹田ヘルスフィットネス　小野君子会長ほか22名）による健
康づくり教室や食育もりもり教室も併せて開催されています。両
組織ともに実践の場として地域の人々に利用され実績を重ねて
います。市民と密着した市民による活動は利用者及び関係者

から今後の展開に大きな期待を寄せられています。

期待と不安が交錯する今後の展開
　２年目を迎える「りんどう」は、組織運営の工夫や勉強会な
ど会員の自主的な取り組みを行っていますが、生活支援の内容
も多岐に亘っており、会員の確保や継続的運営に必要な条件整
備など、パッケージ事業や介護予防モデル事業が終了する平成
26年度以降の展開には会員をはじめ、関係者も期待と共に不安
を抱えているのも事実であります。今後、地域や関係組織、行
政との一層の連携や支援が求められています。

注目される先導的取り組み・「直入暮らサポ」今秋オープン
　国は、介護保険制度の見直しにより軽度者向けのサービスは
市町村事業とし、ボランティアやＮＰＯ法人、民間企業などが
その担い手となることを想定していますが、先導的な取り組みを
行っている地域は、今にわかに注目を集めています。中央のＴ
Ｖ局や国の関係からも取材や視察の問い合わせが来はじめまし
た。今秋には暮らしのサポートセンター・直入「ゆのはな」もオー
プン予定です。
　地域住民が支え合う、市民が主役の「竹田ならではの超高齢
社会への挑戦」官民協働作業は始まったばかりです。

　
７
月
20
日
・
21
日
の
２
日
間
、

バ
ー
ト
・
ク
ロ
ツ
ィ
ン
ゲ
ン
で

年
々
の「
光
祭
り
」が
行
わ
れ
た
。

　「
保
養
お
よ
び
温
泉
施
設（
有
）

バ
ー
ト
・
ク
ロ
ツ
ィ
ン
ゲ
ン
」

と
い
わ
ゆ
る
ヴ
ィ
タ
ク
ラ
シ
カ

温
泉
施
設
を
経
営
し
て
い
る
組

織
が
主
催
。
今
年
の
特
徴
は
竹

田
市
か
ら
輸
入
さ
れ
た
竹
灯
篭

も
展
示
さ
れ
、
多
く
の
客
の
注

目
を
集
め
た
。

　
去
年
注
文
を
受
け
、
竹
田
市

の
特
定
非
営
利
活
動
法
人
里
山

保
全
竹
活
用
百
人
会
が
今
年
３

月
に
、
バ
ー
ト
・
ク
ロ
ツ
ィ
ン

ゲ
ン
に
１
０
０
０
本
の
竹
灯
篭

を
発
送
。
２
か
月
程
の
船
旅
を

し
た
竹
灯
篭
は
、５
月
末
に
バ
ー

ト
・
ク
ロ
ツ
ィ
ン
ゲ
ン
に
届
い

た
。

　
毎
年
に
行
わ
れ
る
「
光
祭
り
」

で
は
約
１
万
５
０
０
０
個
の

キ
ャ
ン
ド
ル
が
バ
ー
ト
・
ク
ロ

ツ
ィ
ン
ゲ
ン
の
「
ク
ア
パ
ー
ク
」

（
バ
ー
ト
・
ク
ロ
ツ
ィ
ン
ゲ
ン
中

心
に
あ
る
大
き
な
公
園
）
に
飾

ら
れ
、
様
々
な
色
で
公
園
を
照

ら
す
。
そ
う
い
う
素
敵
な
場
面

で
２
日
間
連
続
の
ラ
イ
ブ
音
楽
・

コ
ン
サ
ー
ト
・
ダ
ン
ス
音
楽
・

子
ど
も
向
け
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
な

ど
が
開
催
。
周
り
の
地
域
も
含

め
て
、
最
も
重
要
な
イ
ベ
ン
ト

に
な
っ
た
。
ま
た
、
今
回
ド
イ

ツ
で
は
珍
し
い
夏
の
花
火
も
行

わ
れ
た
。

　
竹
田
市
の
竹
灯
篭
は
、
ク
ア

パ
ー
ク
の
特
別
な
ス
ペ
ー
ス
に

置
か
れ
、
和
や
か
で
心
癒
さ
れ

る
幻
想
的
な
雰
囲
気
が
漂
い
、

観
客
を
感
動
さ
せ
た
。
日
本
の

文
化
の
紹
介
の
み
な
ら
ず
、
姉

妹
都
市
バ
ー
ト
・
ク
ロ
ツ
ィ
ン

ゲ
ン
で
灯
さ
れ
た
竹
田
の
竹
灯

篭
は
「
温
か
い
友
好
の
光
」
を

表
し
、
お
互
い
の
絆
の
象
徴
で

も
あ
る
に
違
い
な
い
。
そ
の
光

が
ず
っ
と
輝
く
よ
う
に
祈
っ
て

い
る
。

バート・クロツィンゲンの「光祭」
～竹田市の竹灯篭が大人気～

→
バ
ー
ト・ク
ロ
ツ
ィ
ン
ゲ
ン
で
の

　「ミ
ニ
竹
楽
」

「
竹
田
は
、家
族
そ
の
も
の
。」

古
澤
　剛 

さ
ん
　
　
　
　

 

（
下
志
土
知
上
出
身
・
29
歳
）

↑「僕はいつもそう。周りの応援が心の支えになっている。」と古
澤剛さん。さらなる活躍を期待しています。

・9/29(日)  渋谷eggman 『古澤剛 CD発表ワンマンライブ』
〔ホームページ〕http://furusawa-takeshi.com/

音
楽
生
活
再
ス
タ
ー
ト
を
懸
け
て
、

ア
ル
バ
ム
を
発
表
す
る
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー

　
古
澤
剛
さ
ん
は
、
15
歳
で
ギ
タ
ー

を
始
め
、
高
校
生
の
時
に
参
加
し
た

バ
ン
ド
コ
ン
テ
ス
ト
「
高
校
生
ロ
ッ

ク
選
手
権
」
に
て
グ
ラ
ン
プ
リ
を
受

賞
し
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
人
生

を
音
楽
に
捧
げ
る
事
を
決
意
し
ま

し
た
。 

　
卒
業
後
、
九
州
内
で
の
活
動
期

間
を
経
て
、
２
０
１
０
年
５
月
に
上

京
。
東
京
を
拠
点
と
し
、
幅
広
く
音

楽
活
動
を
続
け
て
き
た
２
年
８
か

月
間
で
し
た
が
、
昨
年
12
月
末
に
音

楽
事
務
所
を
離
れ
ま
し
た
。

　
２
０
１
３
年
春
、
音
楽
生
活
の
再

ス
タ
ー
ト
を
切
る
た
め
、
ア
ル
バ
ム

制
作
に
着
手
。
こ
の
数
か
月
間
で
８

曲
を
書
き
上
げ
、
現
在
、
最
後
の
追

い
込
み
に
入
っ
て
い
ま
す
。
上
京

後
、
素
晴
ら
し
い
出
会
い
に
恵
ま

れ
、
人
と
の
繋
が
り
や
気
持
ち
の
集

積
が
形
に
な
っ
た
自
信
作
。
完
成
は

今
月
29
日
。
発
表
に
合
わ
せ
て
、
都

内
渋
谷
で
ワ
ン
マ
ン
ラ
イ
ブ
を
行
う

こ
と
が
決
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
タ
イ
ト
ル
は
「
Ｂ
Ｉ
Ｒ
Ｔ
Ｈ
―

Ｄ
Ａ
Ｙ
」。
こ
の
日
は
古
澤
さ
ん
の

30
歳
の
誕
生
日
で
す
。
再
ス
タ
ー
ト

に
あ
た
り
、『
新
し
い
自
分
が
生
ま

れ
る
ん
だ
』
と
い
う
決
意
を
込
め
た

そ
う
で
す
。

　
古
澤
さ
ん
は
、
毎
年
「
竹
楽
」
の

ス
テ
ー
ジ
で
歌
っ
て
く
れ
ま
す
。

　「
竹
田
は
い
つ
も
心
の
底
に
あ
っ

て
、
揺
る
が
な
い
。
家
族
み
た
い
な

も
の
で
す
」

　
故
郷
に
寄
せ
る
思
い
は
強
い
。
原

点
は
、
高
校
卒
業
直
前
に
、
城
下
町

竹
田
の
蔵
（「
羅
夢
歩
」・
上
町
）
で

行
わ
れ
た
手
づ
く
り
ラ
イ
ブ
。
あ
の

日
か
ら
変
わ
る
こ
と
の
な
い
情
熱

は
、
今
も
輝
き
を
増
し
て
い
ま
す
。

　「
僕
に
と
っ
て
は
、
音
楽
は
『
血

液
』。
体
の
中
に
い
つ
も
流
れ
て
い

る
。
こ
れ
か
ら
も
人
の
出
会
い
を
大

事
に
し
て
、〝
今
〞
を
歌
っ
て
い
き

た
い
」

ふ
る

さ
わ

た
け
し

バ
　
ー
　
ス

デ
　
イ
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今月のイントロダクション

ぼくたち・私たちの

学び舎

introduction

図書館の
お知らせ

月

日 月 火 水 木 金 土

司書のおすすめ

今月の読み聞かせ

今月の食育レシピ

　
本
校
は
、
１
９
６
３
（
昭
和
38
）

年
に
玉
来
・
松
本
両
小
学
校
が
統
合

さ
れ
て
開
校
し
ま
し
た
。
そ
れ
以
来
、

同
窓
生
、
地
域
の
皆
様
、
多
く
の
関

係
者
の
方
々
に
支
え
ら
れ
て
歴
史
を

積
み
重
ね
、50
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

現
在
、
12
月
21
日
の
「
開
校
50
周
年

記
念
式
典
」
に
向
け
て
、Ｐ
Ｔ
Ａ
と

学
校
と
が
一
体
と
な
り
、
地
域
の
皆

様
方
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら

取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

　
さ
て
、
今
年
度
は
、
学
校
経
営
の

重
点
と
し
て
、
次
の
三
点
を
柱
に
し

て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
１
つ
目
は
「
確
か
な
学
力
の
定
着
」

で
す
。
特
に
、
図
書
館
を
活
用
し
、

司
書
と
連
携
し
た
授
業
を
推
進
し
て

い
ま
す
。
４
年
生
で
行
っ
た
「
本
探

し
の
早
わ
ざ
（
日
本
十
進
分
類
法
）」

の
指
導
で
は
、
司
書
が
専
門
性
を
生

か
し
な
が
ら
積
極
的
に
授
業
に
関
わ

る
こ
と
で
、
児
童
は
い
ろ
ん
な
分
野

の
本
が
あ
る
こ
と
を
知
り
、
読
書
の

幅
が
広
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。
ま
た
、

低
学
年
と
高
学
年
の
児
童
２
・
３
人

が
組
に
な
り
、
自
分
の
気
に
入
っ
た

本
を
読
み
き
か
せ
合
う
、「
リ
ー
デ
ィ

ン
グ
・
バ
デ
ィ
」
の
活
動
も
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
に
よ
り
、
読
書

意
欲
が
高
ま
り
、
１
学
期
末
で
児
童

一
人
あ
た
り
約
40
冊
の
本
を
読
ん
で

い
ま
す
。

　
２
つ
目
は
「
豊
か
な
人
間
性
の
育

成
」
で
す
。
そ
の
中
心
に
縦
割
り
班

活
動
の
充
実
を
据
え
、
ミ
ニ
運
動
会

等
の
集
会
活
動
や
、
プ
ラ
ン
タ
ー
で

の
花
の
栽
培
等
に
取
り
組
む
こ
と
で
、

互
い
を
思
い
や
り
、
支
え
合
え
る
人

間
関
係
づ
く
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
３
つ
目
は
「
体
力
・
運
動
能
力
の

向
上
」
で
す
。
体
育
専
科
教
員
が
中

心
と
な
り
、体
育
授
業
の
充
実
、サ
ー

キ
ッ
ト
を
取
り
入
れ
た
体
力
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
子
ど
も
た

ち
は
、
校
庭
や
体
育
館
の
サ
ー
キ
ッ

ト
コ
ー
ス
に
積
極
的
に
挑
戦
し
て
い

ま
す
。
先
日
、
結
成
３
年
目
に
な
る

「
南
部
小
お
や
じ
の
会
」
が
、
校
庭

に
タ
イ
ヤ
遊
具
を
設
置
し
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
の
元
気
に

運
動
す
る
姿
が
さ
ら
に
多
く
見
ら
れ

る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
南
部
小
学
校
は
50
周
年
を
迎
え
、

こ
れ
ま
で
の
歩
み
を
振
り
返
る
と
共

に
、
今
後
の
さ
ら
な
る
発
展
を
め
ざ

し
前
進
を
続
け
て
い
き
ま
す
。
今
後

と
も
、
本
校
の
教
育
活
動
に
対
し
ま

し
て
、
温
か
い
ご
理
解
と
ご
支
援
を

賜
り
ま
す
よ
う
、
心
か
ら
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

（
佐
藤
一
彦
）

↑リーディング・バディの様子

↑縦割り班での花植えの様子

今
月
の
学
び
舎
　竹
田
市
立
南
部
小
学
校

9

※カレンダー中の白抜きの日が
　休館日です。
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・お月見テンテン　9 月のおはなし（講談社） 蜂飼　耳 / 作　おくはらゆめ / 絵
・かいけつゾロリなぞのスパイとチョコレート（ポプラ社） 原　ゆたか

他 40 冊ほど入りました。

大人の本

子どもの本

「調律師」

「くじゃくの花火」

○ブックスタート 9月4日㈬ 13:30～ （竹田市総合社会福祉センター）
○おはなしのへや 毎週火曜日 10:30～11:00 （竹田市立図書館えほんのへや）
○おはなしルーム 9月11日㈬ 13:20～ （竹田幼稚園えほんのへや）
○おはなしルーム 9月12日㈭ 14:00～14:30 （南部幼稚園ホール）　　　

（熊谷　達也／文芸春秋）

（なすだ　みのる・文　かるべ　めぐみ・絵／ひくまの出版）

　主人公の〈私〉はかつて、有名な若手ピアニストで音
に色が見える〈色調〉という「共感覚」の持ち主だった。
　共感覚とは五感が刺激されたとき、通常の感覚と同時
に、普通なら感じられない別の感覚も反応する現象。あ
る出来事がきっかけでピアノの音を聴くと「香り」を感
じるようになった調律師・成瀬はどんな変化も見逃すま
いと五感を研ぎ澄ます。
　そして仙台で東日本大震災に遭遇し、それをきっかけ
にまた共感覚が変わっていく…。絶望と喪失からの再生
の物語を読んでみてください。

　こころのやさしいちいさなくじゃくがいました。あ
るときくじゃく仙女が、一番すぐれたくじゃくを弟子
にするといいました。「ぼくなんてだめなくじゃくさ」
いつもそう思っている小さなくじゃくはかなしそうに
ため息をついて森の外へ飛んでいきました。
　ちいさなくじゃくはどんなぼうけんをするのでしょ
う。そしてどうなってしまうのでしょうか !? 那須田稔
えものがたりの世界をかるべめぐみさんの素敵な絵で
味わってみませんか ！！

誕
生
お
め
で
と
う
❼
月
生
ま
れ
（
親
・
自
治
会
）

オクラとジャコのカボス和え
【かぼすについて】
　カボスは竹田を代表する特産品のひとつで、ク
エン酸、ビタミンＣがたっぷりの果汁とさわやか
な香りが特徴です。特にこの時期の緑のカボスは
香りが強いので、食材の引き立て役として、また
減塩にもご活用ください。

（竹田市カボス生産出荷組合　
カボス女性部　和田京子）

　簡単おススメのドレッシングです。野菜がたっぷ
り食べられますよ！
　ぜひ作ってみてください。

◆かぼす中華ドレッシング
　しょうゆ …… 100㏄
　みりん ……… 100㏄
　カボス汁 …… 100㏄
　ごま油 ……大さじ１

◆かぼす和風ドレッシング
　しょうゆ …… 100㏄
　みりん …………100㏄
　カボス汁 …… 100㏄

１．オクラを刻む。
２．オクラ、ジャコ、カボスの搾り汁

を混ぜる。
３．酒、砂糖で味を調える。

作り方材　料〈４人分〉
オクラ ……………… 250ｇ
ジャコ ………………… 30ｇ
カボス果汁…30～40㏄（２ヶ）
酒 ……………………… 少々
砂糖 …………………… 少々
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今月のイントロダクション

ぼくたち・私たちの

学び舎

introduction

図書館の
お知らせ

月

日 月 火 水 木 金 土

司書のおすすめ

今月の読み聞かせ

今月の食育レシピ

　
本
校
は
、
１
９
６
３
（
昭
和
38
）

年
に
玉
来
・
松
本
両
小
学
校
が
統
合

さ
れ
て
開
校
し
ま
し
た
。
そ
れ
以
来
、

同
窓
生
、
地
域
の
皆
様
、
多
く
の
関

係
者
の
方
々
に
支
え
ら
れ
て
歴
史
を

積
み
重
ね
、50
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

現
在
、
12
月
21
日
の
「
開
校
50
周
年

記
念
式
典
」
に
向
け
て
、Ｐ
Ｔ
Ａ
と

学
校
と
が
一
体
と
な
り
、
地
域
の
皆

様
方
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら

取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

　
さ
て
、
今
年
度
は
、
学
校
経
営
の

重
点
と
し
て
、
次
の
三
点
を
柱
に
し

て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
１
つ
目
は
「
確
か
な
学
力
の
定
着
」

で
す
。
特
に
、
図
書
館
を
活
用
し
、

司
書
と
連
携
し
た
授
業
を
推
進
し
て

い
ま
す
。
４
年
生
で
行
っ
た
「
本
探

し
の
早
わ
ざ
（
日
本
十
進
分
類
法
）」

の
指
導
で
は
、
司
書
が
専
門
性
を
生

か
し
な
が
ら
積
極
的
に
授
業
に
関
わ

る
こ
と
で
、
児
童
は
い
ろ
ん
な
分
野

の
本
が
あ
る
こ
と
を
知
り
、
読
書
の

幅
が
広
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。
ま
た
、

低
学
年
と
高
学
年
の
児
童
２
・
３
人

が
組
に
な
り
、
自
分
の
気
に
入
っ
た

本
を
読
み
き
か
せ
合
う
、「
リ
ー
デ
ィ

ン
グ
・
バ
デ
ィ
」
の
活
動
も
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
に
よ
り
、
読
書

意
欲
が
高
ま
り
、
１
学
期
末
で
児
童

一
人
あ
た
り
約
40
冊
の
本
を
読
ん
で

い
ま
す
。

　
２
つ
目
は
「
豊
か
な
人
間
性
の
育

成
」
で
す
。
そ
の
中
心
に
縦
割
り
班

活
動
の
充
実
を
据
え
、
ミ
ニ
運
動
会

等
の
集
会
活
動
や
、
プ
ラ
ン
タ
ー
で

の
花
の
栽
培
等
に
取
り
組
む
こ
と
で
、

互
い
を
思
い
や
り
、
支
え
合
え
る
人

間
関
係
づ
く
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
３
つ
目
は
「
体
力
・
運
動
能
力
の

向
上
」
で
す
。
体
育
専
科
教
員
が
中

心
と
な
り
、体
育
授
業
の
充
実
、サ
ー

キ
ッ
ト
を
取
り
入
れ
た
体
力
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
子
ど
も
た

ち
は
、
校
庭
や
体
育
館
の
サ
ー
キ
ッ

ト
コ
ー
ス
に
積
極
的
に
挑
戦
し
て
い

ま
す
。
先
日
、
結
成
３
年
目
に
な
る

「
南
部
小
お
や
じ
の
会
」
が
、
校
庭

に
タ
イ
ヤ
遊
具
を
設
置
し
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
の
元
気
に

運
動
す
る
姿
が
さ
ら
に
多
く
見
ら
れ

る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
南
部
小
学
校
は
50
周
年
を
迎
え
、

こ
れ
ま
で
の
歩
み
を
振
り
返
る
と
共

に
、
今
後
の
さ
ら
な
る
発
展
を
め
ざ

し
前
進
を
続
け
て
い
き
ま
す
。
今
後

と
も
、
本
校
の
教
育
活
動
に
対
し
ま

し
て
、
温
か
い
ご
理
解
と
ご
支
援
を

賜
り
ま
す
よ
う
、
心
か
ら
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

（
佐
藤
一
彦
）

↑リーディング・バディの様子

↑縦割り班での花植えの様子

今
月
の
学
び
舎
　竹
田
市
立
南
部
小
学
校

9

※カレンダー中の白抜きの日が
　休館日です。

5
12
19
26

4
11
18
25

7
14
21
28

2
9
16
23
30

3
10
17
24

■竹田市立図書館
  TEL・ FAX63-1048
■荻図書室（荻みらい館内）
  TEL・ FAX68-2200
■久住図書室
  TEL76-0717 ・FAX76-0724
■直入図書室
  TEL75-2240 ・FAX75-2231

９　月

6
13
20
27

1
8
15
22
29

新刊のご案内
【一般の本】
・爪と目（新潮社） 藤野　可織
・総理の夫（実業之日本社） 原田　マハ
・日本の決断（新潮社） 櫻井よしこ
・風に立つライオン（幻冬舎） さだまさし
・わたしをみつけて（ポプラ社） 中脇　初枝
・月神（角川春樹事務所） 葉室　　麟
・竹林はるか遠く日本人少女ヨーコの戦争体験紀（ハート出版） ヨーコ・カワシマ･ワトキンズ
・かんたんかわいい！みんなのミニがまぐち　手作りがまぐちが 100 点（パッチワーク通信社）
・クニ子おばばと山の暮らし（ＷＡＶＥ出版） 椎葉クニ子
・エプロンおじさん（国書刊行会） 高原　たま
【子どもの本】
・おねしょのせんせい（フレーベル館） 正道かほる
・やさいさん（学研教育出版） tupera tupera
・でんしゃのたび　パノラマえほん　うみからやまへ（ひさかたチャイルド） 間瀬なおたか
・お月見テンテン　9 月のおはなし（講談社） 蜂飼　耳 / 作　おくはらゆめ / 絵
・かいけつゾロリなぞのスパイとチョコレート（ポプラ社） 原　ゆたか

他 40 冊ほど入りました。

大人の本

子どもの本

「調律師」

「くじゃくの花火」

○ブックスタート 9月4日㈬ 13:30～ （竹田市総合社会福祉センター）
○おはなしのへや 毎週火曜日 10:30～11:00 （竹田市立図書館えほんのへや）
○おはなしルーム 9月11日㈬ 13:20～ （竹田幼稚園えほんのへや）
○おはなしルーム 9月12日㈭ 14:00～14:30 （南部幼稚園ホール）　　　

（熊谷　達也／文芸春秋）

（なすだ　みのる・文　かるべ　めぐみ・絵／ひくまの出版）

　主人公の〈私〉はかつて、有名な若手ピアニストで音
に色が見える〈色調〉という「共感覚」の持ち主だった。
　共感覚とは五感が刺激されたとき、通常の感覚と同時
に、普通なら感じられない別の感覚も反応する現象。あ
る出来事がきっかけでピアノの音を聴くと「香り」を感
じるようになった調律師・成瀬はどんな変化も見逃すま
いと五感を研ぎ澄ます。
　そして仙台で東日本大震災に遭遇し、それをきっかけ
にまた共感覚が変わっていく…。絶望と喪失からの再生
の物語を読んでみてください。

　こころのやさしいちいさなくじゃくがいました。あ
るときくじゃく仙女が、一番すぐれたくじゃくを弟子
にするといいました。「ぼくなんてだめなくじゃくさ」
いつもそう思っている小さなくじゃくはかなしそうに
ため息をついて森の外へ飛んでいきました。
　ちいさなくじゃくはどんなぼうけんをするのでしょ
う。そしてどうなってしまうのでしょうか !? 那須田稔
えものがたりの世界をかるべめぐみさんの素敵な絵で
味わってみませんか ！！

誕
生
お
め
で
と
う
❼
月
生
ま
れ
（
親
・
自
治
会
）

オクラとジャコのカボス和え
【かぼすについて】
　カボスは竹田を代表する特産品のひとつで、ク
エン酸、ビタミンＣがたっぷりの果汁とさわやか
な香りが特徴です。特にこの時期の緑のカボスは
香りが強いので、食材の引き立て役として、また
減塩にもご活用ください。

（竹田市カボス生産出荷組合　
カボス女性部　和田京子）

　簡単おススメのドレッシングです。野菜がたっぷ
り食べられますよ！
　ぜひ作ってみてください。

◆かぼす中華ドレッシング
　しょうゆ …… 100㏄
　みりん ……… 100㏄
　カボス汁 …… 100㏄
　ごま油 ……大さじ１

◆かぼす和風ドレッシング
　しょうゆ …… 100㏄
　みりん …………100㏄
　カボス汁 …… 100㏄

１．オクラを刻む。
２．オクラ、ジャコ、カボスの搾り汁

を混ぜる。
３．酒、砂糖で味を調える。

作り方材　料〈４人分〉
オクラ ……………… 250ｇ
ジャコ ………………… 30ｇ
カボス果汁…30～40㏄（２ヶ）
酒 ……………………… 少々
砂糖 …………………… 少々
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竹田市民なら知っておきたい！

↑朝倉毎人

95

―“彫刻の町づくり”に貢献した　朝倉毎人翁―

　
八
幡
山
の
Ｊ
Ｒ
豊
後
竹
田
駅
側

大
正
公
園
展
望
台
下
に
あ
っ
て
生

家
を
望
む
地
に
あ
っ
た
胸
像
が
、
今

は
「
竹
田
荘
公
園
」
に
あ
る
。
そ
の

胸
像
の
人
は
、
現
豊
後
大
野
、
竹
田

市
を
地
盤
に
第
一
回
目
の
国
会
議
員

と
し
て
活
躍
し
た
朝
倉
親
為
翁
で

あ
り
、
そ
の
息
子
が
朝
倉
毎
人
翁
で

あ
る
。

　
展
望
台
下
か
ら
望
め
る
地
が
、

今
は
竹
田
上
下
木
地
区
集
会
所
と

な
っ
て
い
る
。
そ
こ
が
毎
人
翁
の
生

家
で
あ
っ
た
。

　
毎
人
翁
は
、明
治
15
（
１
８
８
２
）

年
こ
の
地
で
産
ぶ
声
を
あ
げ
長
じ

て
大
分
に
出
て
大
分
中
学
を
経
て

第
五
高
等
学
校
（
現
熊
本
大
学
）、

京
都
大
学
を
卒
業
、
富
士
紡
績
へ
入

社
、
実
業
家
の
道
を
歩
み
、
大
井
川

鉄
道
、
日
産
自
動
車
な
ど
の
役
員
と

し
て
活
躍
、
昭
和
11
（
１
９
３
６
）

年
に
は
、
父
親
為
に
続
い
て
大
分
県

選
出
の
衆
議
院
議
員
と
な
り
国
政

に
参
与
し
た
。

　
戦
後
は
追
放
令
で
、
第
一
線
を
引

く
が
、
解
除
後
は
パ
ー
カ
ラ
イ
ジ
ン

グ
（
創
業
者
竹
田
市
出
身
里
見
雄

二
氏
）の
役
員
を
つ
と
め
た
り
し
た
。

　
佐
久
間
盛
夫
市
長
時
代
竹
田
市

は
〝
彫
刻
の
町
づ
く
り
〞
を
す
す
め

た
が
、
格
段
の
熱
意
と
英
断
を
も
っ

て
功
績
を
挙
げ
た
。

　
文
化
会
館
内
に
あ
る
〝
三
相
〞
そ

し
て
〝
生
誕
〞
が
文
化
会
館
前
に
配

置
さ
れ
、
岡
城
跡
の
瀧
廉
太
郎
像

を
は
じ
め
市
役
所
前
、
駅
前
、
高
校

内
の
文
夫
の
兄
渡
辺
長
男
の
作
品

な
ど
、
彫
刻
の
町
づ
く
り
に
か
け
た

情
熱
は
他
の
城
下
町
に
な
い
情
威

を
か
も
し
だ
し
て
い
る
。―

今
そ
れ

ら
の
作
品
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
屋
外

彫
刻
保
存
会
が
活
躍
し
て
い
る―

。

そ
の
外
、
岡
城
跡
の
国
史
跡
指
定
に

あ
た
っ
て
の
功
績
、
保
育
所
用
地
の

提
供
等
、
竹
田
市
の
教
育
文
化
の
発

展
に
貢
献
し
竹
田
市
名
誉
市
民
に

推
さ
れ
た
。
　
　
　
　（
仲
村
睦
雄
）

参
考
資
料

　
大
分
県
歴
史
人
物
事
典

　
愛
宕
の
里
　
人
物
篇

９月28㈯
日　開場16時00分　17時30分始

　　会場　三日月岩前水上舞台（竹田市挟田）
◎入場券／指定席：6,000円　自由席：5,000円（前売り自由席：4,000円）
　　　　　大学生：2,000円（入場時に学生証提示必要・前売り同様）
　　　　　高校生まで：1,000円（前売り同様）
問竹田市観光ツーリズム協会　☎0974-63-0585

素謡【　翁　】塩津　哲生

狂言【寝音曲】山本　則俊

  能  【鵜　飼】塩津　圭介

仕舞【花　筺】佐々木多門
　　【玉之段】大島　輝久
　　【熊　坂】友枝　真也

第30回

た
け
た
た
き
ぎ
の
う

少なくとも21世紀の今日、揺るぎない事実である。その理由は二つある。
一つは都心からの交通の便があまり良くないことが功を奏し、町のすぐそば
に圧倒的な美しい自然があること。これは言うまでもない。東京から地元能
楽愛好者の稽古に毎月通わせていただいているが、花水月でやまびこ号を降
りた瞬間、驚くほど旨い空気が身体中を駆け巡る。目の前に美しい水を湛え
た稲葉川が君臨する。竹田の方にとってはあまりにも当たり前のことでお気
づきにならないかもしれないが、東京の不味い空気と水を体内に携えてそこ
に降り立つと圧倒される。
この稲葉川の、更に美しいエリアの水上に一年で一日だけ能舞台が浮かび上
がる。
そして二つ目、これは歴史の裏付けである。日本中、ひいては世界中、竹田
に匹敵する美しい場所はたくさんあるだろう。しかし、そこで実際に四百年
前の殿さまが能を観た、というバックグラウンドを持ちつつ、現代まで美し
い自然景観を保ち、かつそこで能を継続して実現できる町。これは竹田以外
には思い浮かばない。
30年間、ひっそりと竹田の町のように守られてきた竹田薪能、今こそこの
美しさ、素晴らしさを胸張って世界中に発信したい。竹田の皆様にとっての
当たり前の水と空気、これは世界中が憧れるレベルなのだ。ここに息衝く、
揺るぎない伝統文化。もっともっとそこに誇りを持っていただき、今回の
30回に留まることなく永遠の繁栄を熱望する。

能楽喜多流　塩津圭介

竹田薪能は世界一の薪能である。 能楽喜多流　塩津圭介

誇
示
？
方
位
？
そ
れ
と
も
石
工
の「
安
全
祈
願
」？

石
垣
に
残
る
刻
印
を
さ
が
せ
！
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城
郭
に
築
か
れ
た
石
垣
の
石
材
に
は
、
多
く
の
記

号
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
刻
印
と
呼
ば
れ
、
大
名
や

家
臣
の
家
紋
、
石
工
の
印
、
工
事
間
数
や
積
み
石
の

順
序
、
採
石
地
や
集
石
地
の
名
な
ど
多
彩
で
す
。

　
天
下
普
請
で
築
か
れ
た
大
阪
城
に
は
、
天
守
閣
北

側
の
山
里
丸
に
刻
印
が
見
や
す
い
よ
う
に
展
示
さ

れ
て
い
る
刻
印
公
園
が
あ
り
、
ど
の
刻
印
が
誰
の
も

の
か
、
解
明
さ
れ
て
い
る
物
が
表
に
ま
と
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
大
阪
城
の
場
合
に
は
、
各
大
名
が
担
当
し

た
石
積
み
箇
所
を
誇
示
す
る
性
格
の
刻
印
が
見
受
け

ら
れ
ま
す
。
岡
藩
か
ら
も
元
和
７
年
（
１
６
２
１
）

に
玉
造
口
及
び
京
橋
口
、
寛
永
５
年
（
１
６
２
８
）

に
五
番
櫓
の
普
請
に
出
向
い
て
い
ま
す
。

　
岡
城
に
お
い
て
は
、
近
戸
門
周
辺
の
石
垣
に
数
多

く
残
っ
て
い
ま
す
。
城
門
を
入
っ
た
左
側
の
普
請
方

に
通
じ
る
斜
路
と
な
っ
て
い
る
石
垣
に
は
、　
の
印

を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
さ
ら
に
、
近
戸
門

櫓
の
南
側
に
続
く
石
垣
面
に
は
、「
○
」・「
□
」・「
△
」・

「×

」・「
　
」・「
囚
」
な
ど
の
約
16
種
類
、
40
数
個

の
刻
印
が
石
材
の
石
面
に
点
在
し
て
い
ま
す
。

　
近
戸
門
周
辺
の
こ
れ
ら
の
印
は
、
大
名
や
家
臣
の

家
紋
、
石
工
の
印
及
び
積
み
石
の
順
番
を
表
し
て
い

る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
赤
穂
城
築
城
に
使
用
さ
れ
た
「
指
南
針
」
に
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
方
位
を
配
置
し
た
外
周
に
符
号
が
彫
ら

れ
、
兵
法
と
の
関
連
性
も
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
呪

符
は
、
悪
霊
、
悪
神
、
邪
悪
な
力
の
攻
撃
や
さ
ま
ざ

ま
な
災
禍
を
防
い
だ
り
、
幸
運
や
幸
福
を
も
た
ら
す

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
近
戸
門
櫓
横
に
存
在
す
る
意
味
は
、
石
垣
が
裏
鬼

門
と
呼
ば
れ
る
南
西
側
に
面
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

呪
符
刻
印
と
推
察
さ
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、
石
垣
普
請

と
い
う
危
険
な
作
業
に
従
事
す
る
こ
と
か
ら
安
全
祈

願
と
し
て
の
意
味
合
い
も
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

　
全
国
の
諸
大
名
に
よ
り
築
か
れ
た
居
城
に
も
刻
印

が
あ
り
ま
す
。
お
城
の
石
垣
を
見
る
と
き
に
刻
印
を

探
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。（

佐
伯
　
治
）

↑「　」字刻印は何処にあるのでしょう？  さがしてみませんか？（岡城・近戸門）

つね　 と
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竹田市民なら知っておきたい！

↑朝倉毎人

95

―“彫刻の町づくり”に貢献した　朝倉毎人翁―

　
八
幡
山
の
Ｊ
Ｒ
豊
後
竹
田
駅
側

大
正
公
園
展
望
台
下
に
あ
っ
て
生

家
を
望
む
地
に
あ
っ
た
胸
像
が
、
今

は
「
竹
田
荘
公
園
」
に
あ
る
。
そ
の

胸
像
の
人
は
、
現
豊
後
大
野
、
竹
田

市
を
地
盤
に
第
一
回
目
の
国
会
議
員

と
し
て
活
躍
し
た
朝
倉
親
為
翁
で

あ
り
、
そ
の
息
子
が
朝
倉
毎
人
翁
で

あ
る
。

　
展
望
台
下
か
ら
望
め
る
地
が
、

今
は
竹
田
上
下
木
地
区
集
会
所
と

な
っ
て
い
る
。
そ
こ
が
毎
人
翁
の
生

家
で
あ
っ
た
。

　
毎
人
翁
は
、明
治
15
（
１
８
８
２
）

年
こ
の
地
で
産
ぶ
声
を
あ
げ
長
じ

て
大
分
に
出
て
大
分
中
学
を
経
て

第
五
高
等
学
校
（
現
熊
本
大
学
）、

京
都
大
学
を
卒
業
、
富
士
紡
績
へ
入

社
、
実
業
家
の
道
を
歩
み
、
大
井
川

鉄
道
、
日
産
自
動
車
な
ど
の
役
員
と

し
て
活
躍
、
昭
和
11
（
１
９
３
６
）

年
に
は
、
父
親
為
に
続
い
て
大
分
県

選
出
の
衆
議
院
議
員
と
な
り
国
政

に
参
与
し
た
。

　
戦
後
は
追
放
令
で
、
第
一
線
を
引

く
が
、
解
除
後
は
パ
ー
カ
ラ
イ
ジ
ン

グ
（
創
業
者
竹
田
市
出
身
里
見
雄

二
氏
）の
役
員
を
つ
と
め
た
り
し
た
。

　
佐
久
間
盛
夫
市
長
時
代
竹
田
市

は
〝
彫
刻
の
町
づ
く
り
〞
を
す
す
め

た
が
、
格
段
の
熱
意
と
英
断
を
も
っ

て
功
績
を
挙
げ
た
。

　
文
化
会
館
内
に
あ
る
〝
三
相
〞
そ

し
て
〝
生
誕
〞
が
文
化
会
館
前
に
配

置
さ
れ
、
岡
城
跡
の
瀧
廉
太
郎
像

を
は
じ
め
市
役
所
前
、
駅
前
、
高
校

内
の
文
夫
の
兄
渡
辺
長
男
の
作
品

な
ど
、
彫
刻
の
町
づ
く
り
に
か
け
た

情
熱
は
他
の
城
下
町
に
な
い
情
威

を
か
も
し
だ
し
て
い
る
。―

今
そ
れ

ら
の
作
品
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
屋
外

彫
刻
保
存
会
が
活
躍
し
て
い
る―

。

そ
の
外
、
岡
城
跡
の
国
史
跡
指
定
に

あ
た
っ
て
の
功
績
、
保
育
所
用
地
の

提
供
等
、
竹
田
市
の
教
育
文
化
の
発

展
に
貢
献
し
竹
田
市
名
誉
市
民
に

推
さ
れ
た
。
　
　
　
　（
仲
村
睦
雄
）
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史
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に匹敵する美しい場所はたくさんあるだろう。しかし、そこで実際に四百年
前の殿さまが能を観た、というバックグラウンドを持ちつつ、現代まで美し
い自然景観を保ち、かつそこで能を継続して実現できる町。これは竹田以外
には思い浮かばない。
30年間、ひっそりと竹田の町のように守られてきた竹田薪能、今こそこの
美しさ、素晴らしさを胸張って世界中に発信したい。竹田の皆様にとっての
当たり前の水と空気、これは世界中が憧れるレベルなのだ。ここに息衝く、
揺るぎない伝統文化。もっともっとそこに誇りを持っていただき、今回の
30回に留まることなく永遠の繁栄を熱望する。

能楽喜多流　塩津圭介

竹田薪能は世界一の薪能である。 能楽喜多流　塩津圭介
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を
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が
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郷土の植物 （294）

第102回
阿孫  久見

ツシマママコナ（ゴマノハグサ科）

あなたはどれぐらい大分県のことを
知っていますか？
「しんけん大分学検定」では、歴史を
はじめ、文化、食、温泉、産業など、
一般問題100問、スペシャル問題５問
を出題します。
120点満点中110点以上を取れば大分
学上級です。
我こそはと思う方の挑戦をお待ちして
います。

日　時　11月３日（日／文化の日）
　　　　13:00～14:30（90分間）
会　場　大分銀行赤レンガ館
　　　　２階会議室（大分市府内町）

〔応募要項〕
定　員　120名を予定
　　　　（先着順に締切）
資　格　中学生以上。性別・居住地・

職業・国籍等は問わない。
検定料　一人１回2,000円
応募期間　８月１日～９月30日
　　　　　（定員に達し次第締切）

●お申込み・お問い合せ
　〒874-0930　別府市光町23-1
　　一般社団法人 大分学研究会
　☎0977-51-4910
　E-mail　oitagaku@ctb.ne.jp
　http://oitagakukentei.com

誕生日　親
（地区・自治会）

平成24年９月生まれ

竹田高校山岳部、堂々の６位入賞！

↑くじゅう山系を背景に進む、竹田高校山岳部の男子部員

↑雨の中を頑張った、竹田高校山岳部の女子部員

最後まで健闘した竹田高校山岳部のみなさん（敬称略）
〔後列左から〕古嶋天（３年）、吉岡里紗（３年）、重松唯（２年）、重石瑛梨奈（２年）
〔前列左から〕高橋智史（３年）、日小田直輝（３年）、立川拓弥（３年）、畑篤志（３年）

「2013　未来をつなぐ　北部九州総体」平成25年度全国高等学校総合体育大会登山大
会・第57回全国高等学校登山大会が８月２日から５日の４日間、くじゅう山系（久住
山・中岳・大船山）を舞台に開催されました。期間中は雨に見舞われ、途中コース変更
などもありましたが、地元竹田高校山岳部が全国６位入賞を果たしました。

　
山
地
の
日
当
た
り
の
い
い
乾
い

た
草
地
や
林
縁
に
生
育
す
る
根
が

貧
弱
な
半
寄
生
の
高
さ
40
㌢
ほ
ど

の
１
年
草
で
す
。茎
は
直
立
し
て
、

あ
ま
り
枝
分
か
れ
し
ま
せ
ん
。

　
全
縁
（
ふ
ち
に
鋸
歯
が
な
い
）

の
葉
は
対
生
で
、
形
は
長
卵
形
で

先
が
と
が
り
ま
す
。
大
き
さ
は
長

さ
５
㌢
、
幅
が
２
・
５
㌢
ほ
ど
で

す
。
葉
は
日
が
当
た
る
と
赤
紫
色

に
変
色
し
て
い
ま
す
。

　
夏
か
ら
秋
の
頃
、
茎
の
上
部
に

包
葉
（
花
の
下
に
あ
る
変
形
し
た

葉
）
の
わ
き
ご
と
に
１
個
の
長
さ

２
㌢
、
径
８
㍉
ほ
ど
の
紅
紫
色
の

長
い
筒
状
の
合
弁
花
を
咲
か
せ
ま

す
。
花
の
先
端
は
唇
形
で
上
下
に

２
裂
し
て
い
ま
す
。
下
唇
は
ゆ
る

や
か
に
３
裂
し
、
花
弁
の
表
面
に

は
２
個
の
ふ
く
ら
ん
だ
白
い
米
粒

状
の
特
徴
あ
る
斑
紋
が
あ
り
ま

す
。

　
和
名
は
対
馬
に
産
し
た
こ
と

と
、
若
い
種
子
が
米
粒
に
似
て
い

る
説
と
下
唇
の
米
粒
に
似
た
斑
紋

に
由
来
す
る
説
と
が
あ
り
、
対
馬

飯
子
菜
の
名
が
あ
り
ま
す
。

　
竹
田
で
は
く
じ
ゅ
う
山
系
の
あ

る
程
度
標
高
の
高
い
草
地
で
観
察

さ
れ
ま
す
が
、
以
前
に
比
べ
て
、

そ
の
個
体
は
減
少
傾
向
に
あ
り
ま

す
。花
期
は
８
月
か
ら
９
月
で
す
。くじゅう山系に若人の風が吹きわたる！

インターハイ登山大会・団体男子
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竹田混声合唱団第34回定期演奏会
日　時　９月７日㈯ 17：30開場　18：00開演
場　所　久住公民館くじゅうサンホール
入場料　一般500円　小・中・高生200円
内　容　�第１部「ディズニー映画音楽曲集」、第２部「マ

リンバ独奏／桂悠紀」、第３部混声合唱組曲「富
山に伝わる三つの民謡」

●お問い合せ　竹田混声合唱団　☎63-4483（大塚）

能楽講座「能と出会う時」
　「むずかしい」「堅苦しい」という能のイメージが変わ
ります！竹田の伝統文化にふれる機会にどうぞお越しく
ださい。
開催日　９月14日㈯
場　所　塩津清人記念能舞台（竹田市向町）
内　容　・「能楽ってなあに？」　13:30 ～ 15:00
　　　　・「竹田薪能の魅力」　19:00 ～ 20:00
講　師　塩津　圭介氏（能楽師）
　　　　�重要無形文化財（総合指定）保持者で、竹田市名誉市民

の能楽喜多流職分、塩津哲生氏の長男
参加費　無　料
主　催　岡の里事業実行委員会・竹田薪能実行委員会
●お問い合せ　竹田創生館　☎62-4100

歴史資料館	 ☎63-1923
〔開館時間〕　9:00 ～ 17:00
〔休 館 日〕　�月曜日。祝日の翌日（月曜日が祝日の場

合は開館）
○特別企画展　２階展示室Ｂ
　�『田能村竹田と師友たち―詩学を中心に』
　９月３日㈫～ 10月27日㈰
　我が国南画界の最高峰にして、文人として多くの才能
を発揮した田能村竹田。今回の展示では、竹田の詩書の
代表作「不死吟詩書」（大分県指定有形文化財）を中心に、
漢詩人としての竹田、竹田を取り巻く学者たちの作品を
紹介します。
※�８月25日15:00 ～９月１日まで、収蔵庫燻蒸のため臨時休館とさせ

ていただきます。ご迷惑をおかけしますが、よろしくお願いします。

市民ギャラリー 水琴館	 ☎63-2200
〔開館時間〕9:00 〜 17:00
〔休　館　日〕�月曜日。祝日の翌日（月曜日が祝日の場合

は開館）
○『没後25年　伊東正明回顧展』
　９月３日㈫～ 16日（月・祝）
　今年で没後25年を迎える洋画家・美術教育研究者伊

別冊 たけたん情報 ９月号
東正明（竹田市片ヶ瀬出身、日展、一水会会友）の作品
21点を展示。

（市民ギャラリー水琴館　☎63-2200）

○『第13回　二九志の会作品展
　９月18日㈬ 午後～ 29日㈰
　会員の絵画、型染、陶芸など約50点を展示。

（二九志の会　☎62-2572）
※�８月27日㈫から９月３日㈫までは収蔵庫燻蒸、展示替えのため

臨時休館とさせていただきます。ご迷惑をおかけしますが、よろ
しくお願いします。

※�なお、展示内容の詳細を知りたい方は、申込者へ直接お電話ください。

年　金
ご存知ですか？ 国民年金の任意加入制度
　老齢基礎年金（65歳から受けられる年金）は、20歳
から60歳になるまでの40年間保険料を納めなければ、
満額の年金を受け取ることができません。
　国民年金保険料の納め忘れなどにより、保険料の納付
済期間が40年間に満たない場合は、60歳から65歳にな
るまでの間に国民年金に任意加入して保険料を納めるこ
とにより、満額に近づけることができます。
　なお、老齢基礎年金を受けるためには保険料の納付済
期間や保険料の免除期間等が原則として25年以上必要
となりますが、この要件を満たしていない場合は、70
歳になるまで任意加入することができます。（ただし、
昭和40年４月１日以前に生まれた方に限られます。）
　また、海外に在住する日本国籍を持つ方も、国民年金
に任意加入することができます。
●お問い合せ
　大分年金事務所　国民年金課　☎097-552-1211

消費生活相談
消費生活相談窓口からの注意喚起
　－身に覚えのない請求書にご注意を！－
　「注文を受けた健康食品を送る」という電話があり、申
し込んでいないと断ったら後日損害賠償請求書が送られ
てきた。覚えのない健康食品が送られてきたので受け取
り拒否をしたら後日損害賠償請求書が送られてきた、と
いう相談が多くなっています。書類に「法的手段を取る」
などと不安をあおるような脅し文句が書いてあっても、
利用した覚えのない請求は無視して、相手に連絡しない
ようにしましょう。
●�お問い合せ　竹田市市民課窓口（竹田市消費生活セン

ター） 8:30 ～ 17:00（月～金／平日のみ）☎63-4834
／大分県消費生活・男女共同参画プラザ（アイネス）
☎097-534-0999
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information
福　祉
平成25年度敬老会補助金を交付します
　竹田市では自治会、地区社協等の団体が敬老行事を
行った場合、対象者（70歳以上の方）１人に対し800円
の補助金を交付します。
　この補助金は、地域社会に貢献されてきた高齢者の
方々の長寿を祝い、地域住民との交流による高齢者が住
みなれた地域で安心して暮らせる環境づくりを目的に交
付するものです。敬老行事を実施される団体は、申請し
てください。
申請期間　９月２日㈪～ 10月31日㈭
申請書類　�竹田地区は各地区分館。荻、久住、直入地区

は各支所いきいき市民課にて用意。
提 出 先　�竹田市福祉事務所または各支所いきいき市民

課まで
●お問い合せ　竹田市福祉事務所管理係　☎63-4811
　　　　　　　荻支所いきいき市民課　　☎68-2211
　　　　　　　久住支所いきいき市民課　☎76-1111
　　　　　　　直入支所いきいき市民課　☎75-2211

軽度・中度聴覚障がい児補聴器購入経費等の助成をします
　竹田市では早期からの言語発達やコミュニケーション
能力の向上のため、公的助成を受けられない18歳未満
の軽度・中度聴覚障がい児を対象とした補聴器購入経費
等の助成事業を行っています。
【助成対象者】
①竹田市内に住所を有している方。
②�両耳の聴力レベルが30dB以上で、法令の規定に基づ

く補聴器の交付対象とならない方。
③�補聴器の装用により、言語の習得等一定の効果が期待

できると医師が判断された方。
※�本人または世帯員のうち、市町村民税所得割の納税額

が46万円以上の人がいる場合は対象外です。
【助成内容】
○対象経費
・�新たに補聴器を購入する経費・補聴器の修理に要する経費
・耐用年数経過後に補聴器を更新する経費
○負担割合
　�上記対象経費３分の２を助成します。（本人負担は上

記経費の３分の１）
※各経費には助成上限額があります。
●お問い合せ
　竹田市福祉事務所福祉係　☎63-4811

身体障がい者（聴覚）巡回相談会（無料）
１．日　時　10月10日㈭
　　　　　　検査・診察開始〔聴覚〕12：30 ～
　　　　　　※予約制。相談を希望される方は事前申込が必要。
２．場　所　竹田市総合社会福祉センター
３．内　容
　①対象者　・�新たに身体障害者手帳の交付を受けたい

方、または既に所持している身体障害者
手帳の等級を変更したい方（聴覚）

　　　　　　・補装具費の支給を受けたい方（補聴器など）
　　　　　　※�補装具の適合判定は２週間前までの予約

が必要です。また補装具製作業者も同席
することになりますので業者と相談のう
え、竹田市福祉事務所に２週間前までに
連絡してください。

　　　　　　・�その他、身体障がい者福祉に係る各種制
度等の相談をしたい方

　②診察科目　・聴覚障がい
　　　　　　　大分大学医学部附属病院　鈴木正志医師
　　　　　　※�担当医師は、当日の都合により変更にな

ることがあります。
４．申込期限　平成25年９月26日㈭まで（電話にて受付）
●お問い合せ
　竹田市福祉事務所福祉係　☎63-4811

第８回チャリティバザーのお礼
　７月26日に開催しました「第８回チャリティバザー」
につきましては、物品や野菜の提供・購入に皆さんのご
協力をいただき誠にありがとうございました。
　収支を次のとおり報告します。この益金は大分県共同
募金会竹田支会に寄付し、年末に福祉活動団体等に配分
します。

第８回チャリティバザー実行委員会 収支報告
収　　　入 支　　　出

売上金	 564,090円 諸経費	 52,840円
雑入	 1,300円
収入計	 565,390円 支出計	 52,840円

差引益金　　　512,550円

「第二次在宅高齢者住宅改造助成事業」募集
　在宅高齢者の身体機能の低下による在宅生活の不便や
危険を軽減するため、住宅改造費の助成制度があります。
【対象者】�…対象者は以下の項目のいずれにも該当する

世帯です。ただし、⑴については、いずれか
に該当する世帯となります。

　⑴①�要介護認定をおいて、要支援・要介護と認定され
た在宅の高齢者がいる世帯

　　②75歳以上の在宅高齢者がいる世帯
　　③�在宅高齢者のみの世帯（※在宅高齢者のみの世帯

とは年齢がおおむね65歳以上であること）
　⑵世帯員が竹田市内に住所を有すること
　⑶生計中心者の前年の所得金額が200万円未満の世帯
申�込方法　９月24日㈫までに福祉事務所福祉係へ必要

書類（申請書・個別調書・見積書・現場見取図・現況
写真・補助金申請用税務証明書・誓約書）を提出して
ください。（事前着工不可）　※詳しくは福祉事務所まで。

●お問い合せ　竹田市福祉事務所福祉係　☎63-4811

中途失明者社会適応訓練事業「休火山塾」入塾生募集
　この訓練事業は中途失明者に対して将来の生活の方途
を見出すため、助言指導、並びに自立生活に必要な各種
の事前訓練を行う事によって中途失明者の社会復帰の促
進を図るのが目的です。
　現在県下には５つの教室があり豊肥地区には竹田教室
が開校されています。原則として毎月１回として受講料
は必要ありません。事業内容は、点字指導、感覚訓練、
歩行訓練、盲人訓練の使用法、生活援護措置に関する助
言指導などです。
　講　師　�羽田野廣司（大分県盲人協会副会長）、吉野

英明（大分県身体障害者相談員）
●お問い合せ　�休火山塾竹田教室（直入町大字長湯798

番地10　☎75-3335（羽田野）

人権相談
全国一斉「子どもの人権110番」相談強化週間
日　　時　９月30日㈪～ 10月４日㈮ 8：30 ～ 19:00
電話番号　0120-007-110（全国共通／大分地方法務局）
＊�IP電話からは接続できませんので、人権擁護課の電話

をご利用ください。
担 当 者　人権擁護委員・法務局職員
相談内容　�学校におけるいじめ、体罰、児童虐待、児童

買春など子どもに関する人権問題



たけたん情報  平成25年9月号 3

たけたん情報
ホームページアドレス
http://www.moj.go.jp/jinkennet/oita/oita_index.html
　大分地方法務局では、平日８時30分～ 17時15分まで
専用電話（0120-007-110）にて、常時相談に応じてい
ますのでお気軽にご相談ください。秘密は厳守します。
●お問い合せ
　大分地方法務局人権擁護課　☎097-532-3368

全国一斉「高齢者・障害者の人権あんしん電話相談」強化週間
日　　時　９月９日㈪～ 15日㈰
〔平日〕8:30 ～ 19:00　〔土・日〕10:00 ～ 17:00
電話番号　0570-003-110（全国共通人権相談ダイヤル）
担 当 者　人権擁護委員・法務局職員
相談内容　�高齢者や障害者に対する虐待、いやがらせな

ど高齢者・障害者に関する人権相談
ホームページアドレス
http://www.moj.go.jp/jinkennet/oita/oita_index.html
　大分地方法務局では、平日（月～金）８時30分～ 17
時15分まで全国共通人権相談ダイヤルにて、常時相談
に応じていますので、お気軽にご相談ください。なお、
秘密は厳守します。
●お問い合せ　大分地方法務局竹田支局　☎62-2315

相　談
行政書士会無料相談会
日　時　９月18日㈬ 13：00～16：00（毎月第３水曜日）
場　所　�大分県行政書士会（大分市城崎町１-２-３　大

分県住宅供給公社ビル3階）
相談内容　�遺言・遺産相続・成年後見相談・不動産関

連・建設業許可申請・交通事故自賠責保険金
請求・内容証明・法人設立・車の登録・各種
許認可申請　その他

●お問い合せ
　大分県行政書士会事務局　☎097-537-7089

調　査
「平成25年住宅・土地統計調査」を実施します
　平成25年10月１日現在で住宅・土地統計調査（５年
ごと）を実施します。
　この調査は、住生活に関する最も基本的で重要な調査
で、全国約350万世帯（竹田市約2,000世帯）の方々を
対象とした大規模な調査です。
　調査員が９月下旬ごろ、調査世帯へ調査票の記入をお
願いに伺った際には、調査票へのご記入、またはイン
ターネットでの回答にご協力よろしくお願します。
●お問い合せ
　竹田市企画情報課　文化・地域振興室　☎63-4801

環境衛生
集落の水問題解決に対する支援事業
飲用水でお困りの集落の実態調査を行います！
　竹田市では、公営水道の整備が困難な水問題を抱える
小規模集落等について、各集落の実態把握と中長期整備
計画の策定を行い、その計画に基づき、困窮度や緊急性
が高い集落について、給水施設整備を行います。
○集落の水問題
　・水量不足   ・水質不良　・過疎化、高齢化により維持管理困難
　集落において水問題の解決に向けて本事業を希望する
場合は、竹田市環境衛生課までご連絡ください。
小規模給水施設普及支援事業…事業実施要望（各集落からの要望）
　　　　　㆘　（県審査会により実施地区の決定）
問題を抱える「集落ごとの詳細な実態把握」と問題解決に向けた「中
長期整備計画」を策定します。　県（5 ／ 10）・市（5 ／ 10）
　　　　　㆘
中長期整備計画に基づいた施設整備の内、困窮度や緊急性が高い
集落の給水施設整備
　【水源確保】→県（5／10）・市町（5／10）
　【上記以外】→県（5／10）・市町（4.5／10）・集落（0.5／10）

●お問い合せ　竹田市環境衛生課　☎63-4821

耐震診断
木造住宅の簡易耐震診断を実施します
　竹田市が、県・建築士事務所協会と協力して、ご自宅
の簡易耐震診断を行います。
　簡易耐震診断とは、正式な耐震診断ではありません
が、住宅のどのようなところに地震に対する強さや弱さ
があるのかを調べることができるものです。また、リ
フォームや耐震化の助言も行います。
　簡易耐震診断の結果が悪い場合、正式な耐震診断を受
けることをおすすめします。
対　　象　�昭和56年５月31日以前に建築された木造一

戸建て住宅（併用住宅で、住宅部分の面積が
１／２以上のものを含む）

日　　時　�10月７日㈪～ 11日㈮（詳細な日時について
は、ご希望をお伺いしたうえで確定します）

費　　用　3,000円（建築士へ直接支払）
募集戸数　５戸
申込締切　９月20日㈮まで
そ の 他　・�簡易耐震診断は、市職員等もご自宅に伺

い、１～２時間程度で行います。
　　　　　・�ご自宅の図面がある場合は、当日ご用意頂

けると短時間で実施できます。
●お申込み・お問い合せ
　竹田市建設課建築係　☎63-1111（内線254）
※詳細についてはお気軽にお電話ください。
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第
66
回
大
分
県
民
体
育
大
会

9月
行
政
相
談
員
に
よ
る
行
政
相
談
所
の
開
設
一
覧

・
農
地
に
係
る
各
種
申
請
受
付
の
締
め
切
り
は
、
毎
月
15
日
で
す
（
15
日
が
土
日
の
場
合
は
直
前
の
金
曜
が
締
切
日
と
な
り
ま
す
）。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 ●
お
問
い
合
せ
　
竹
田
市
農
業
委
員
会
事
務
局
　
☎
63
-4
81
5

農
業
委
員
会
事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

●
お
問
い
合
せ
　
竹
田
市
総
務
課
行
政
係
　
☎
63
-1
11
1（
内
線
21
1）

　
※
行
政
相
談
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、
行
政
相
談
委
員
ま
で

　
　（
〔
竹
田
〕小
河
晴
義
☎
62
-36
62
、〔
荻
〕太
田
正
一
☎
68
-24
80
、〔
久
住
〕本
郷
俊
一
☎
76
-13
04
、〔
直
入
〕児
玉
龍
明
☎
75
-24
26
）

◇
10
月
上
旬
の
主
な
予
定

 
１
日
㈫
 
・
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
13
:3
0-
15
:3
0（
直
入
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
）：
要
予
約（
☎
63
-3
34
6）

 
２
日
㈬
 
・
法
の
日
週
間
行
事
「
無
料
法
律
相
談
・
人
権
相
談
」
９
:3
0-
11
:0
0／
13
:0
0-
14
:3
0（
大

分
文
化
会
館
・
大
分
市
荷
揚
町
）
問
大
分
地
方
裁
判
所
 ☎
09
7-
53
2-
71
61

 
 
・
交
通
安
全
市
民
大
会
14
:0
0-
16
:0
0（
久
住
公
民
館
く
じ
ゅ
う
サ
ン
ホ
ー
ル
）

 
３
日
㈭
 
・
川
端
康
成
記
念
講
演
会
  講
師
：
童
門
冬
二
氏（
作
家
）1
3:3
0-
15
:0
0（
竹
田
高
校
体
育
館
）
 

 
６
日
㈰
 
・
第
43
回
久
住
高
原
牛
肉
祭
り
10
:0
0-
15
:0
0（
南
登
山
口
〔
星
ふ
る
館
隣
〕
特
設
会
場
）

 
 
・
こ
う
と
う
様
（
扇
森
稲
荷
神
社
）
秋
季
大
祭
〔
神
楽
奉
納
〕
９
:0
0～
〔
神
輿
〕
13
:0
0～

（
扇
森
稲
荷
神
社
・
拝
田
原
）

 
12
日
㈯
 
・
宮
処
野
神
社
秋
季
大
祭
「
神
保
会（
じ
ん
ぼ
え
）」
）〔
本
宮
お
発
ち
〕
11
:0
0～
〔
下
宮
お

発
ち
〕
15
:0
0～
（
宮
處
野
神
社
及
び
石
田
天
神
）

 
 
・
城
原
八
幡
社
夜
神
楽
17
:3
0-
22
:0
0（
城
原
八
幡
社
）

 
13
日
㈰
 
・
城
原
八
幡
社
秋
季
大
祭
９
:0
0～
 （
城
原
八
幡
社
）

地
　
域

相
談
日

開
催
時
間

開
催
場
所
 

９
月
18
日
㈬

９
月
19
日
㈭

９
月
18
日
㈬

９
月
18
日
㈬

10
:0
0
～
12
:0
0

竹
田
市
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
相
談
室

荻
支
所
　
１
階
厚
生
室

久
住
公
民
館
　
健
康
相
談
室

直
入
支
所
　
小
会
議
室

竹
　
田

荻
 

久
　
住

直
　
入

　
第
66
回
大
分
県
民
体
育
大
会
が
９
月
７
日
㈯
～
９
日
㈪
を
主
日
程
と
し
て
、
豊
肥
ブ
ロ
ッ
ク
（
竹
田
市
・
豊
後
大
野
市
）

を
中
心
に
開
催
さ
れ
ま
す
。
竹
田
市
で
は
以
下
の
競
技
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
郷
土
の
代
表
と
し
て
出
場
す
る
選
手
に
声
援
を

お
願
い
し
ま
す
。

【
竹
田
市
開
催
競
技
】

総
合
開
会
式

竹
田
市
総
合
運
動
公
園
　
陸
上
競
技
場
　
９
：
00
～

（
た
け
た
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
を
通
じ
生
中
継
予
定
　
※
荒
天
時
：
竹
田
高
等
学
校
体
育
館
）

竹
田
市
の
こ
よ
み

20
13
年（
平
成
25
年
）

月
9

※
1
竹
田
市
歩
こ
う
会
（
山
口
）
☎
62
-2
50
1

※
2
竹
田
創
生
館
　
☎
62
-4
10
0

・第
22
回
岡
の
里
親
善
ペ
タ
ン
ク
大
会

９
:0
0～

（
竹
田
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
）

・が
ん
患
者
交
流
会「
ぴ
ぉ
～
ね
」

10
:0
0-
12

:0
0（

豊
肥
保
健
所
１
階

会
議
室
） 

問
豊
肥
保
健
所
地
域
保
健
課
健
康
増

進
班
 ☎
09
74
-2
2-
01
62

・久
住
文
化
協
会
発
表
会

〔
展
示
〕9
:0
0～
〔
舞
台
〕1
3:
00

～（
久

住
公
民
館
）

・平
成
25
年
度
　
第
８
回
な
お
い
り
ス

ポ
ー
ツ
祭

9:
00

-1
2:
00（

直
入
総
合
運
動
公
園
）

・【
納
期
】市
県
民
税
２
期
、

国
民
健
康
保
険
税
２
期
、

介
護
保
険
料
・
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
料
２
期

・荻
の
里
温
泉
休
館
日

・国
民
宿
舎「
久
住
高
原
荘
」休
館
日

・【
歴
史
資
料
館
】『
田
能
村
竹
田
と

師
友
た
ち
―
詩
学
を
中
心
に
』９

:
00

-1
7:
00
（
～
10

/2
7㈰

ま
で
）

・【
水
琴
館
】『
没
後
25
年
　
伊
東
正

明
回
顧
展
』９

:0
0-
17

:0
0（

～
９

/1
6（
月・

祝
）ま

で
）

・お
は
な
し
の
へ
や
10

:3
0-
11

:0
0

（
竹
田
市
立
図
書
館
え
ほ
ん
の
へ

や
）

・こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

13
:3
0-
15

:3
0（
直
入
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
）：要

予
約（
☎
63
-3
34
6）

・
陽
目
の
里「
名
水
茶
屋
」休
業
日

・
歩
こ
う
会「
早
朝
散
策
」（

竹
田
駅
前

５：
50

集
合
）※

１
・ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
13

:3
0～

（
竹
田
市

総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

・
国
民
宿
舎「
久
住
高
原
荘
」休
館
日

・３
・６
・
1
2
か
月
児
健
康
診
査〔
３
か

月
・
６
か
月
〕1

3
:0
0
-1

3
:2
0
受
付

〔
12

か
月
〕1

3:
20

-1
3:
40

受
付（

竹
田
市
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
）※

15
：
00

終
了
予
定
 

・R
ea
dy
２
ch
at
英
会
話（
英
語
中・
上

級
）1
9:
00

-2
1:
00（

竹
田
市
総
合
社
会

福
祉
セ
ン
タ
ー
会
議
室
）※

参
加
無
料

問
竹
田
市
商
工
観
光
課
 ☎
63
-4
80
7

・竹
田
温
泉「
花
水
月
」休
館
日
・
第
９
回
竹
田
市
農
業
委
員

会
総
会

９：
00

～（
竹
田
市
本
庁
３

階
委
員
会
室
）

・
第
66
回
大
分
県
民
体
育
大
会
総

合
開
会
式
９
:0
0～

（
竹
田
市
総
合

運
動
公
園
陸
上
競
技
場
） 

・童
謡
と
絵
本
の
会
10

:0
0-
11

:3
0

（
佐
藤
義
美
記
念
館〔

こ
の
こ
の
お

う
ち
〕）

・「
善
神
王
祭（
ぜ
じ
ん
の
う
さ
ま
）」

（
岡
神
社・

竹
田
市
田
町
） 
問
竹
田

市
商
工
観
光
課
 ☎
63
-4
80
7

・
竹
田
混
声
合
唱
団
第
34
回
定
期

演
奏
会
18
：
00

～（
久
住
公
民
館

く
じ
ゅ
う
サ
ン
ホ
ー
ル
）

・こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り
講
演

会『
笑
う
門
に
は
  
健
康
  
来

た
る
』 

講
師
：日

本
笑
い
学
会
副
会

長
　
昇
幹
夫
氏

13
：
30

～（
竹
田
市
総
合
社

会
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

・お
は
な
し
の
へ
や

10
:3
0-
11
：0

0（
竹
田
市
立

図
書
館
え
ほ
ん
の
へ
や
）

・こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

13
:3
0-
15

:3
0（

竹
田
古
町

会
場
） 
問（
☎
63
-3
34
6）

・陽
目
の
里「
名
水
茶
屋
」

休
業
日

・お
は
な
し
ル
ー
ム

13
:2
0～

（
竹
田
幼
稚
園
え

ほ
ん
の
へ
や
）

・豊
肥
子
牛
市
場

９
:3
0セ

リ
開
始（

豊
肥
家

畜
市
場
）

・お
は
な
し
ル
ー
ム

14
:0
0-
14

:3
0（

南
部
幼

稚
園
）

・竹
田
温
泉「
花
水
月
」休
館
日

・
お
も
城
サ
イ
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

13
:0
0～

（
岡
城
跡
駐
車
場
）※

要
予
約：

文
化
財
課
 ☎
63
-4
81
8

・国
際
C
in
em
a 
in
 T
ak
et
a　
 

SF
ス
リ
ラ
ー
映
画「
M
oo
n 
- 
月

に
囚
わ
れ
た
男
」（
20

09
年
／
イ

ギ
リ
ス
）2

0：
00

～
※
入
場
無
料（

竹
田
市
総
合
社
会
福

祉
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル
） 
問
竹

田
市
商
工
観
光
課
 ☎
63
-4
80
7

 〔
こ
の
上
映
は
、非

営
利・

無
料・

無
報

酬
で
、著

作
権
第
38

条
に
基
づ
い
て

上
映
さ
れ
る
も
の
で
す
。〕

・
童
謡
と
絵
本
の
会
10

:0
0-

11
:3
0

（
佐
藤
義
美
記
念
館〔

こ
の
こ
の
お
う

ち
〕）

・
第
１
回
血
栓
竹
田
フ
ォ
ー
ラ
ム
13

：
30

～（
竹
田
市
総
合
社
会
福
祉
セ
ン

タ
ー
）

・能
楽
講
座「
能
と
出
会
う
時
」〔
能
楽
っ

て
な
あ
に
？
〕1

3:
30

～〔
竹
田
薪
能

の
魅
力
〕1

9:
00

～
※
参
加
無
料（

塩
津
清
人
記
念
能
舞
台（

向
町
）

問
竹
田
創
生
館
 ☎
62
-4
10
0

・
都
野
小
・
都
野
中
運
動
会
、体
育
大
会

（
竹
田
南
部
中
、久

住
中
、直

入
中
）

・老
人
の
日

・
血
栓
竹
田
フ
ォ
ー
ラ
ム
市

民
公
開
講
座

９
:0
0-
12

:0
0（

竹
田
市
総

合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

・
祖
峰
小
運
動
会
、竹
田
中

体
育
大
会

・お
は
な
し
の
へ
や

10
:3
0-
11

：
00
（
竹
田
市

立
図
書
館
え
ほ
ん
の
へ
や
）

・荻
の
里
温
泉
休
館
日

・温
泉
療
養
文
化
館「
御
前
湯
」休
館
日

・陽
目
の
里「
名
水
茶
屋
」休
業
日

・【
水
琴
館
】『
第
13
回
　
二
九
志
の
会

作
品
展
』９

:0
0-
17

:0
0（

～
９
/2
9㈰

ま
で
）

・
年
金
相
談
10

:0
0-
15

:0
0（

竹
田
市

高
齢
者
い
き
い
き
交
流
セ
ン
タ
ー
）

・３
歳
児
健
康
診
査
13

:0
0-
13

:2
0受

付（
竹

田
市

総
合

社
会

福
祉
セ
ン

タ
ー
）※

15
：3

0終
了
予
定

・
大
分
県
行
政
書
士
会
無
料
相
談
会

13
:0
0-
16

:0
0（
大
分
県
行
政
書
士
会

〔
大
分
市
〕）
 問

大
分
県
行
政
書
士
会
事

務
局
 ☎
09
7-
53
7-
70
89

・こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

13
:3
0-
15

:3
0（

荻
福
祉

健
康
エ
リ
ア
）：
要
予
約（
☎

63
-3
34
6）

・竹
田
温
泉「
花
水
月
」休
館
日

・豊
肥
成
牛
市
場

９
:3
0セ

リ
開
始（

豊
肥
家
畜

市
場
）

・
県
下
一
斉
司
法
書
士
法
律

相
談（

相
続
・
会
社
設
立
等

の
登
記
、供

託
、訴

訟
等
）

13
:3
0-
16

:0
0（

竹
田
市
公

民
館
竹
田
分
館
）

・運
動
会（

豊
岡
小
、南

部
幼
・

南
部
小
、菅

生
小
、荻

小
、久

住
小
、白

丹
小
、直

入
小
・
直

入
幼
）

・
郷
土
の
自
然
に
親
し
み
植

物
を
観
察
す
る
会「
秋
の
ミ

ル
ク
ロ
ー
ド
」

文
化
会
館
前
８：

00
集
合

※
２

・運
動
会（

竹
田
小・

竹
田
幼
、

宮
城
台
小
・
宮
城
地
区
、城

原
小・

城
原
地
区
）

・歩
こ
う
会「
片
ケ
瀬
天
満
社
」

（
広
瀬
神
社
前
８
:0
0集

合
）

※
１

・お
は
な
し
の
へ
や

10
:3
0-

11
:0
0（

竹
田
市

立
図
書
館
え
ほ
ん
の
へ
や
）

・こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

13
:3
0-
15

:3
0（
竹
田
市
総

合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
）：

要
予
約（
☎
63
-3
34
6）

・
陽
目
の
里「
名
水
茶
屋
」休

業
日

・５
歳
児
健
康
診
査

13
:0
0-
13

:2
0受

付（
竹

田
市
総
合
社
会
福
祉
セ
ン

タ
ー
）※

15
：3

0終
了
予
定

・第
２
回
フ
ェ
ア
ツ
ー
リ
ズ
ム

国
際
大
会（

全
大
会
）

・こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

13
:3
0-
15

:3
0（

久
住
保

健
セ
ン
タ
ー
）：
要
予
約（
☎

63
-3
34
6）

・
竹
田
温
泉「
花
水
月
」休
館

日 ・第
２
回
フ
ェ
ア
ツ
ー
リ
ズ
ム

国
際
大
会（

分
科
会
）

・ お
も
城
サ
イ
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

13
:0
0～

（
岡
城
跡
駐
車

場
）※

要
予
約：

文
化
財
課

☎
63
-4
81
8

・第
２
回
フ
ェ
ア
ツ
ー
リ
ズ
ム

国
際
大
会（

総
括
）

・白
丹
保
育
所
運
動
会

９
:0
0-
12

:0
0

・第
30
回
竹
田
薪
能〔
演
目
〕素
謡

「
翁
」、
狂
言「
寝
音
曲
」、
能「
鵜
飼
」

17
:3
0～

（
三
日
月
岩
前
水
上
舞

台・
挟
田
）　

問
竹
田
薪
能
実
行
委

員
会
　
☎
65
-3
14
8

・
暮
ら
し
の
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
・
久

住「
り
ん
ど
う
」１
周
年
祭

10
:0
0-
13

:0
0（

久
住
公
民
館
）

・【
納
期
】固
定
資
産
税
３
期
、

国
民
健
康
保
険
税
３
期
、

介
護
保
険
料
・
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
料
３
期

・「
都
市
緑
化
月
間
」（
1
0
／
1
～

31
）緑
化
啓
発
イ
ベ
ン
ト「
い
き
い

き
グ
リ
ー
ン
プ
ラ
ン
D
A
Y」

9:
00

-1
9:
00

　
入
園
料
無
料（

県
営
都
市
公
園
ハ
ー
モ
ニ
ー
ラ
ン
ド
）

問
大
分
県
公
園
・
生
活
排
水
課
　

☎
09
7-
50
6-
46
64

警
察
相
談
の
日

敬
老
の
日

食
育
の
日

秋
分
の
日

○
夏
の
省
エ
ネ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
（
６
／
１
㈯
～
９
／
30
㈪
）

○
ソ
フ
ト
王
国
た
け
た
三
ツ
星
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
（
７
／
１
㈪
～
９
／
30
㈪
）

○
防
災
週
間
（
８
／
30
㈮
～
９
／
５
㈭
）
　
　
○
建
築
物
防
災
週
間
（
８
／
30
㈮
～
９
／
５
㈭
）

○
老
人
週
間
（
９
／
15
㈰
～
21
㈯
）
　
　
　
　
○
動
物
愛
護
週
間
（
９
／
20
㈮
～
26
㈭
）

○
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
（
９
／
21
㈯
～
30
㈪
）

○
結
核
予
防
週
間
（
９
／
24
㈫
～
30
㈪
）
　
　
○
環
境
衛
生
週
間
（
９
／
24
㈫
～
10
／
１
㈫
）

○
発
達
障
害
福
祉
月
間
　
　
　
○
障
害
者
雇
用
支
援
月
間
　
　
　
○
食
生
活
改
善
普
及
運
動

○
オ
ゾ
ン
層
保
護
対
策
推
進
月
間
　
　
　
　
　
 ○
緑
の
募
金
（
９
／
１
㈰
～
10
／
31
㈭
）

月 間 ・ そ の 他

■
竹
田
警
察
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

９
月
１
１
日
は
警
察
相
談
の
日

◎
警
察
の
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

＃
９１
１０

・＃
９
１
１
０
は
警
察
本
部
安
全
相
談

室
の
相
談
専
用
番
号
で
す
。

・
緊
急
の
事
件
、事

故
以
外
の
相
談

の
時
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。（
１
１
０

番
通
報
は
事
件
・
事
故
等
の
緊
急

の
届
出
に
使
用
す
る
電
話
で
す
）

・
通
常
の
お
問
い
合
わ
せ
等
は
、竹

田
警
察
署（
☎
63
-2
13
1）
ま
で
。

 
　
　
　
   競
　
技
 

　
　
　
   日
　
時
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
場
　
　
所

 
陸
上
競
技
 

９
月
７
日
㈯
 

竹
田
市
陸
上
競
技
場

 
山
岳
 

９
月
７
日
㈯
・
８
日
㈰
 

久
住
山
系

 
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル（
男
子
） 

９
月
７
日
㈯
～
９
日
㈪
 

竹
田
市
民
球
場
、
竹
田
市
総
合
運
動
公
園
多
目
的
広
場

 
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
 

９
月
７
日
㈯
 

直
入
総
合
運
動
公
園
多
目
的
広
場

 
銃
剣
道
 

９
月
８
日
㈰
 

B＆
G
直
入
海
洋
セ
ン
タ
ー
体
育
館

 
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
 

９
月
８
日
㈰
 

久
住
総
合
運
動
公
園
野
球
場

●
お
問
い
合
せ
　
竹
田
市
教
育
委
員
会
　
生
涯
学
習
課
　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係
　
☎
09
74
-6
3-
48
17
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第
66
回
大
分
県
民
体
育
大
会

9月
行
政
相
談
員
に
よ
る
行
政
相
談
所
の
開
設
一
覧

・
農
地
に
係
る
各
種
申
請
受
付
の
締
め
切
り
は
、
毎
月
15
日
で
す
（
15
日
が
土
日
の
場
合
は
直
前
の
金
曜
が
締
切
日
と
な
り
ま
す
）。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 ●
お
問
い
合
せ
　
竹
田
市
農
業
委
員
会
事
務
局
　
☎
63
-4
81
5

農
業
委
員
会
事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

●
お
問
い
合
せ
　
竹
田
市
総
務
課
行
政
係
　
☎
63
-1
11
1（
内
線
21
1）

　
※
行
政
相
談
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、
行
政
相
談
委
員
ま
で

　
　（
〔
竹
田
〕小
河
晴
義
☎
62
-36
62
、〔
荻
〕太
田
正
一
☎
68
-24
80
、〔
久
住
〕本
郷
俊
一
☎
76
-13
04
、〔
直
入
〕児
玉
龍
明
☎
75
-24
26
）

◇
10
月
上
旬
の
主
な
予
定

 
１
日
㈫
 
・
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
13
:3
0-
15
:3
0（
直
入
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
）：
要
予
約（
☎
63
-3
34
6）

 
２
日
㈬
 
・
法
の
日
週
間
行
事
「
無
料
法
律
相
談
・
人
権
相
談
」
９
:3
0-
11
:0
0／
13
:0
0-
14
:3
0（
大

分
文
化
会
館
・
大
分
市
荷
揚
町
）
問
大
分
地
方
裁
判
所
 ☎
09
7-
53
2-
71
61

 
 
・
交
通
安
全
市
民
大
会
14
:0
0-
16
:0
0（
久
住
公
民
館
く
じ
ゅ
う
サ
ン
ホ
ー
ル
）

 
３
日
㈭
 
・
川
端
康
成
記
念
講
演
会
  講
師
：
童
門
冬
二
氏（
作
家
）1
3:3
0-
15
:0
0（
竹
田
高
校
体
育
館
）
 

 
６
日
㈰
 
・
第
43
回
久
住
高
原
牛
肉
祭
り
10
:0
0-
15
:0
0（
南
登
山
口
〔
星
ふ
る
館
隣
〕
特
設
会
場
）

 
 
・
こ
う
と
う
様
（
扇
森
稲
荷
神
社
）
秋
季
大
祭
〔
神
楽
奉
納
〕
９
:0
0～
〔
神
輿
〕
13
:0
0～

（
扇
森
稲
荷
神
社
・
拝
田
原
）

 
12
日
㈯
 
・
宮
処
野
神
社
秋
季
大
祭
「
神
保
会（
じ
ん
ぼ
え
）」
）〔
本
宮
お
発
ち
〕
11
:0
0～
〔
下
宮
お

発
ち
〕
15
:0
0～
（
宮
處
野
神
社
及
び
石
田
天
神
）

 
 
・
城
原
八
幡
社
夜
神
楽
17
:3
0-
22
:0
0（
城
原
八
幡
社
）

 
13
日
㈰
 
・
城
原
八
幡
社
秋
季
大
祭
９
:0
0～
 （
城
原
八
幡
社
）

地
　
域

相
談
日

開
催
時
間

開
催
場
所
 

９
月
18
日
㈬

９
月
19
日
㈭

９
月
18
日
㈬

９
月
18
日
㈬

10
:0
0
～
12
:0
0

竹
田
市
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
相
談
室

荻
支
所
　
１
階
厚
生
室

久
住
公
民
館
　
健
康
相
談
室

直
入
支
所
　
小
会
議
室

竹
　
田

荻
 

久
　
住

直
　
入

　
第
66
回
大
分
県
民
体
育
大
会
が
９
月
７
日
㈯
～
９
日
㈪
を
主
日
程
と
し
て
、
豊
肥
ブ
ロ
ッ
ク
（
竹
田
市
・
豊
後
大
野
市
）

を
中
心
に
開
催
さ
れ
ま
す
。
竹
田
市
で
は
以
下
の
競
技
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
郷
土
の
代
表
と
し
て
出
場
す
る
選
手
に
声
援
を

お
願
い
し
ま
す
。

【
竹
田
市
開
催
競
技
】

総
合
開
会
式

竹
田
市
総
合
運
動
公
園
　
陸
上
競
技
場
　
９
：
00
～

（
た
け
た
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
を
通
じ
生
中
継
予
定
　
※
荒
天
時
：
竹
田
高
等
学
校
体
育
館
）

竹
田
市
の
こ
よ
み

20
13
年（
平
成
25
年
）

月
9

※
1
竹
田
市
歩
こ
う
会
（
山
口
）
☎
62
-2
50
1

※
2
竹
田
創
生
館
　
☎
62
-4
10
0

・第
22
回
岡
の
里
親
善
ペ
タ
ン
ク
大
会

９
:0
0～

（
竹
田
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
）

・が
ん
患
者
交
流
会「
ぴ
ぉ
～
ね
」

10
:0
0-
12

:0
0（

豊
肥
保
健
所
１
階

会
議
室
） 

問
豊
肥
保
健
所
地
域
保
健
課
健
康
増

進
班
 ☎
09
74
-2
2-
01
62

・久
住
文
化
協
会
発
表
会

〔
展
示
〕9
:0
0～
〔
舞
台
〕1
6:
00

～（
久

住
公
民
館
）

・平
成
25
年
度
　
第
８
回
な
お
い
り
ス

ポ
ー
ツ
祭

9:
00

-1
2:
00（

直
入
総
合
運
動
公
園
）

・【
納
期
】市
県
民
税
２
期
、

国
民
健
康
保
険
税
２
期
、

介
護
保
険
料
・
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
料
２
期

・荻
の
里
温
泉
休
館
日

・国
民
宿
舎「
久
住
高
原
荘
」休
館
日

・【
歴
史
資
料
館
】『
田
能
村
竹
田
と

師
友
た
ち
―
詩
学
を
中
心
に
』９

:
00

-1
7:
00
（
～
10

/2
7㈰

ま
で
）

・【
水
琴
館
】『
没
後
25
年
　
伊
東
正

明
回
顧
展
』９

:0
0-
17

:0
0（

～
９

/1
6（
月・

祝
）ま

で
）

・お
は
な
し
の
へ
や
10

:3
0-
11

:0
0

（
竹
田
市
立
図
書
館
え
ほ
ん
の
へ

や
）

・こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

13
:3
0-
15

:3
0（
直
入
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
）：要

予
約（
☎
63
-3
34
6）

・
陽
目
の
里「
名
水
茶
屋
」休
業
日

・
歩
こ
う
会「
早
朝
散
策
」（

竹
田
駅
前

５：
50

集
合
）※

１
・ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
13

:3
0～

（
竹
田
市

総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

・
国
民
宿
舎「
久
住
高
原
荘
」休
館
日

・３
・６
・
1
2
か
月
児
健
康
診
査〔
３
か

月
・
６
か
月
〕1

3
:0
0
-1

3
:2
0
受
付

〔
12

か
月
〕1

3:
20

-1
3:
40

受
付（

竹
田
市
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
）※

15
：
00

終
了
予
定
 

・R
ea
dy
２
ch
at
英
会
話（
英
語
中・
上

級
）1
9:
00

-2
1:
00（

竹
田
市
総
合
社
会

福
祉
セ
ン
タ
ー
会
議
室
）※

参
加
無
料

問
竹
田
市
商
工
観
光
課
 ☎
63
-4
80
7

・竹
田
温
泉「
花
水
月
」休
館
日
・
第
９
回
竹
田
市
農
業
委
員

会
総
会

９：
00

～（
竹
田
市
本
庁
３

階
委
員
会
室
）

・
第
66
回
大
分
県
民
体
育
大
会
総

合
開
会
式
９
:0
0～

（
竹
田
市
総
合

運
動
公
園
陸
上
競
技
場
） 

・童
謡
と
絵
本
の
会
10

:0
0-
11

:3
0

（
佐
藤
義
美
記
念
館〔

こ
の
こ
の
お

う
ち
〕）

・「
善
神
王
祭（
ぜ
じ
ん
の
う
さ
ま
）」

（
岡
神
社・

竹
田
市
田
町
） 
問
竹
田

市
商
工
観
光
課
 ☎
63
-4
80
7

・
竹
田
混
声
合
唱
団
第
34
回
定
期

演
奏
会
18
：
00

～（
久
住
公
民
館

く
じ
ゅ
う
サ
ン
ホ
ー
ル
）

・こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り
講
演

会『
笑
う
門
に
は
  
健
康
  
来

た
る
』 

講
師
：日

本
笑
い
学
会
副
会

長
　
昇
幹
夫
氏

13
：
30

～（
竹
田
市
総
合
社

会
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

・お
は
な
し
の
へ
や

10
:3
0-
11
：0

0（
竹
田
市
立

図
書
館
え
ほ
ん
の
へ
や
）

・こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

13
:3
0-
15

:3
0（

竹
田
古
町

会
場
） 
問（
☎
63
-3
34
6）

・陽
目
の
里「
名
水
茶
屋
」

休
業
日

・お
は
な
し
ル
ー
ム

13
:2
0～

（
竹
田
幼
稚
園
え

ほ
ん
の
へ
や
）

・豊
肥
子
牛
市
場

９
:3
0セ

リ
開
始（

豊
肥
家

畜
市
場
）

・お
は
な
し
ル
ー
ム

14
:0
0-
14

:3
0（

南
部
幼

稚
園
）

・竹
田
温
泉「
花
水
月
」休
館
日

・
お
も
城
サ
イ
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

13
:0
0～

（
岡
城
跡
駐
車
場
）※

要
予
約：

文
化
財
課
 ☎
63
-4
81
8

・国
際
C
in
em
a 
in
 T
ak
et
a　
 

SF
ス
リ
ラ
ー
映
画「
M
oo
n 
- 
月

に
囚
わ
れ
た
男
」（
20

09
年
／
イ

ギ
リ
ス
）2

0：
00

～
※
入
場
無
料（

竹
田
市
総
合
社
会
福

祉
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル
） 
問
竹

田
市
商
工
観
光
課
 ☎
63
-4
80
7

 〔
こ
の
上
映
は
、非

営
利・

無
料・

無
報

酬
で
、著

作
権
第
38

条
に
基
づ
い
て

上
映
さ
れ
る
も
の
で
す
。〕

・
童
謡
と
絵
本
の
会
10

:0
0-

11
:3
0

（
佐
藤
義
美
記
念
館〔

こ
の
こ
の
お
う

ち
〕）

・
第
１
回
血
栓
竹
田
フ
ォ
ー
ラ
ム
13

：
30

～（
竹
田
市
総
合
社
会
福
祉
セ
ン

タ
ー
）

・能
楽
講
座「
能
と
出
会
う
時
」〔
能
楽
っ

て
な
あ
に
？
〕1

3:
30

～〔
竹
田
薪
能

の
魅
力
〕1

9:
00

～
※
参
加
無
料（

塩
津
清
人
記
念
能
舞
台（

向
町
）

問
竹
田
創
生
館
 ☎
62
-4
10
0

・
都
野
小
・
都
野
中
運
動
会
、体
育
大
会

（
竹
田
南
部
中
、久

住
中
、直

入
中
）

・老
人
の
日

・
血
栓
竹
田
フ
ォ
ー
ラ
ム
市

民
公
開
講
座

９
:0
0-
12

:0
0（

竹
田
市
総

合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

・
祖
峰
小
運
動
会
、竹
田
中

体
育
大
会

・お
は
な
し
の
へ
や

10
:3
0-
11

：
00
（
竹
田
市

立
図
書
館
え
ほ
ん
の
へ
や
）

・荻
の
里
温
泉
休
館
日

・温
泉
療
養
文
化
館「
御
前
湯
」休
館
日

・陽
目
の
里「
名
水
茶
屋
」休
業
日

・【
水
琴
館
】『
第
13
回
　
二
九
志
の
会

作
品
展
』９

:0
0-
17

:0
0（

～
９
/2
9㈰

ま
で
）

・
年
金
相
談
10

:0
0-
15

:0
0（

竹
田
市

高
齢
者
い
き
い
き
交
流
セ
ン
タ
ー
）

・３
歳
児
健
康
診
査
13

:0
0-
13

:2
0受

付（
竹

田
市

総
合

社
会

福
祉
セ
ン

タ
ー
）※

15
：3

0終
了
予
定

・
大
分
県
行
政
書
士
会
無
料
相
談
会

13
:0
0-
16

:0
0（
大
分
県
行
政
書
士
会

〔
大
分
市
〕）
 問

大
分
県
行
政
書
士
会
事

務
局
 ☎
09
7-
53
7-
70
89

・こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

13
:3
0-
15

:3
0（

荻
福
祉

健
康
エ
リ
ア
）：
要
予
約（
☎

63
-3
34
6）

・竹
田
温
泉「
花
水
月
」休
館
日

・豊
肥
成
牛
市
場

９
:3
0セ

リ
開
始（

豊
肥
家
畜

市
場
）

・第
16
回
七
ツ
森
彼
岸
花
祭
り

13
:0
0-
16

:0
0（

菅
生
・
七
ツ
森

古
墳
及
び
七
ツ
森
古
墳
駐
車
場
） 

問
竹
田
市
観
光
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
会
 

☎
63
-0
58
5

・県
下
一
斉
司
法
書
士
法
律
相
談

（
相
続
・
会
社
設
立
等
の
登
記
、供

託
、訴

訟
等
）1

3:
30

-1
6:
00
（
竹

田
市
公
民
館
竹
田
分
館
）

・運
動
会（

豊
岡
小
、南

部
幼
・
南
部

小
、菅

生
小
、荻

小
、久

住
小
、白

丹
小
、直

入
小・

直
入
幼
）

・
郷
土
の
自
然
に
親
し
み
植

物
を
観
察
す
る
会「
秋
の
ミ

ル
ク
ロ
ー
ド
」

文
化
会
館
前
８：

00
集
合

※
２

・運
動
会（

竹
田
小・

竹
田
幼
、

宮
城
台
小
・
宮
城
地
区
、城

原
小・

城
原
地
区
）

・歩
こ
う
会「
片
ケ
瀬
天
満
社
」

（
広
瀬
神
社
前
８
:0
0集

合
）

※
１

・お
は
な
し
の
へ
や
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:3
0-

11
:0
0（

竹
田
市

立
図
書
館
え
ほ
ん
の
へ
や
）

・こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

13
:3
0-
15

:3
0（
竹
田
市
総

合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
）：

要
予
約（
☎
63
-3
34
6）

・
陽
目
の
里「
名
水
茶
屋
」休

業
日

・５
歳
児
健
康
診
査

13
:0
0-
13

:2
0受

付（
竹

田
市
総
合
社
会
福
祉
セ
ン

タ
ー
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15
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0終
了
予
定

・第
２
回
フ
ェ
ア
ツ
ー
リ
ズ
ム

国
際
大
会（

全
大
会
）

・こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

13
:3
0-
15

:3
0（

久
住
保

健
セ
ン
タ
ー
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要
予
約（
☎

63
-3
34
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・
竹
田
温
泉「
花
水
月
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館
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２
回
フ
ェ
ア
ツ
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際
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分
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会
）
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城
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イ
ト
ミ
ュ
ー
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ア
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:0
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（
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跡
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場
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課
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・第
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回
フ
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ア
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ー
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ム

国
際
大
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括
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運
動
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９
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0-
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:0
0

・第
30
回
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田
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演
目
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謡
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音
曲
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鵜
飼
」
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:3
0～

（
三
日
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岩
前
水
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舞
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田
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問
竹
田
薪
能
実
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委
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会
　
☎
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・
暮
ら
し
の
サ
ポ
ー
ト
セ
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タ
ー
・
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り
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ど
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祭
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:0
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公
民
館
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・【
納
期
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国
民
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康
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介
護
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齢
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療

保
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料
３
期
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都
市
緑
化
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リ
ー
ン
プ
ラ
ン
D
A
Y」
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00
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入
園
料
無
料（

県
営
都
市
公
園
ハ
ー
モ
ニ
ー
ラ
ン
ド
）

問
大
分
県
公
園
・
生
活
排
水
課
　

☎
09
7-
50
6-
46
64

警
察
相
談
の
日

敬
老
の
日

食
育
の
日

秋
分
の
日

○
夏
の
省
エ
ネ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
（
６
／
１
㈯
～
９
／
30
㈪
）

○
ソ
フ
ト
王
国
た
け
た
三
ツ
星
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
（
７
／
１
㈪
～
９
／
30
㈪
）

○
防
災
週
間
（
８
／
30
㈮
～
９
／
５
㈭
）
　
　
○
建
築
物
防
災
週
間
（
８
／
30
㈮
～
９
／
５
㈭
）

○
老
人
週
間
（
９
／
15
㈰
～
21
㈯
）
　
　
　
　
○
動
物
愛
護
週
間
（
９
／
20
㈮
～
26
㈭
）

○
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
（
９
／
21
㈯
～
30
㈪
）

○
結
核
予
防
週
間
（
９
／
24
㈫
～
30
㈪
）
　
　
○
環
境
衛
生
週
間
（
９
／
24
㈫
～
10
／
１
㈫
）

○
発
達
障
害
福
祉
月
間
　
　
　
○
障
害
者
雇
用
支
援
月
間
　
　
　
○
食
生
活
改
善
普
及
運
動

○
オ
ゾ
ン
層
保
護
対
策
推
進
月
間
　
　
　
　
　
 ○
緑
の
募
金
（
９
／
１
㈰
～
10
／
31
㈭
）

月 間 ・ そ の 他

■
竹
田
警
察
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

９
月
１
１
日
は
警
察
相
談
の
日

◎
警
察
の
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

＃
９１
１０

・＃
９
１
１
０
は
警
察
本
部
安
全
相
談

室
の
相
談
専
用
番
号
で
す
。

・
緊
急
の
事
件
、事

故
以
外
の
相
談

の
時
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。（
１
１
０

番
通
報
は
事
件
・
事
故
等
の
緊
急

の
届
出
に
使
用
す
る
電
話
で
す
）

・
通
常
の
お
問
い
合
わ
せ
等
は
、竹

田
警
察
署（
☎
63
-2
13
1）
ま
で
。

 
　
　
　
   競
　
技
 

　
　
　
   日
　
時
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
場
　
　
所

 
陸
上
競
技
 

９
月
７
日
㈯
 

竹
田
市
陸
上
競
技
場

 
山
岳
 

９
月
７
日
㈯
・
８
日
㈰
 

久
住
山
系

 
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル（
男
子
） 

９
月
７
日
㈯
～
９
日
㈪
 

竹
田
市
民
球
場
、
竹
田
市
総
合
運
動
公
園
多
目
的
広
場

 
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
 

９
月
７
日
㈯
 

直
入
総
合
運
動
公
園
多
目
的
広
場

 
銃
剣
道
 

９
月
８
日
㈰
 

B＆
G
直
入
海
洋
セ
ン
タ
ー
体
育
館

 
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
 

９
月
８
日
㈰
 

久
住
総
合
運
動
公
園
野
球
場

●
お
問
い
合
せ
　
竹
田
市
教
育
委
員
会
　
生
涯
学
習
課
　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係
　
☎
09
74
-6
3-
48
17
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information
都市計画

城下町再生プロジェクト（実践編）
「竹田本町通り交通社会実験」を行います
◇交通社会実験の目的
　�　竹田の城下町は、外から訪れる人やそこに暮らす人々

が「歩く」という行為に適度な広さや構造をもち、流れ
る水の音や歴史感漂う街なみ、日々の生活などが「空間
の履歴」として今も残る情感豊かなまちです。この空間
を現在の車依存社会から切り離し、「歩く」という発想
がごく自然に芽生え、「歩く」ことが楽しいと感じられる
空間づくりを進めます。

　�　その第一弾として、『竹田本町通り』において道路の
幅員構成を変えた交通社会実験を行い、その効果を評
価・検証し、今後に活かします。

◇交通社会実験の概要
　�実施場所：市道本町通線の一部：豊岡橋～歴史資料館

前までの区間（竹田本町通り）
　実施内容：
　①区画線表示による車道幅員の縮小・歩道幅員の拡大
　②実験結果の評価・検証
◇交通社会実験の実施主体
　竹田本町通り交通社会実験協議会
【参画者】：
　①地域住民（商工会議所、商店街組合、自治会等）
　②交通事業者
　③行政（竹田市、大分県竹田土木事務所・竹田警察署）
◇交通社会実験の実施期間
　平成25年９月中旬…区画線等工事（予定）
　平成25年10月～ 12月…交通社会実験実施（予定）
●お問い合せ　竹田市建設課 都市計画係　☎63-4808

農　業
平成26年度大分県立農業大学校学生募集
１．募集定員　60人（農学部）
２．試験期日　〔推薦入試〕平成25年10月30日㈬
　　　　　　　〔一般入試〕平成25年12月３日㈫
　※�推薦入学試験は、来春、県内高校卒業見込みの者に

限ります。
　※一般入学試験は、年齢制限がありません。
３．出願期間
　　〔推薦入試〕平成25年10月１日㈫～ 24日㈭
　　〔一般入試〕平成25年10月30日㈬～ 11月20日㈬
●お問い合せ
　大分県立農業大学校 教務・学生課　☎0974-22-7581

平成25年度農業担い手簿記研修会受講生募集
　安定した経営が行える経営体の育成を目的に農業簿記
研修会を竹田市と豊後大野市の共催で以下のとおり開催
します。

１．日　　程　�平成25年10月10日～平成26年２月６日
（計16回） 毎週木曜日 13:30 ～ 16:30
（12 ／ 26、１／２を除く）

２．会　　場　豊後大野市緒方支所３階　会議室
３．対　　象　�地域農業の担い手（認定農業者、集落営

農組織のリーダー、女性農業経営士、農
業青年、新規就農者）農業委員

４．内　　容　�複式簿記の基礎講習を中心に講座を10
回、パソコン講座を６回　開催

５．講　　師　�大分県農業会議　農業経営指導スペシャ
リスト　森川詔也氏

６．受 講 料　無料
７．募集定員　20名（先着順）
８．募集期限　９月27日㈮
９．申 込 先　�竹田市農政課　☎63-4805（担当：羽田

野・足達）

農業用廃プラスチック回収します
　回収場所へ運搬する場合は、「運搬車両の表示」及び
「書面の備え付け（携帯）」が法律で義務づけられてい
ます。備え付け書類など無い場合は、下記の連絡先まで
問い合わせください。また、回収当日は、印鑑が必要に
なります。
◇回収する農業用廃プラスチック類
　�ハウスの農業用ビニール、農業用のマルチ資材、ラッ

プサイレージ肥料袋（ビニール）、育苗用ポット、農
薬のプラスチック製空容器など

◇回収日程
　農ビニールと農ポリに分類して持ち込んでください。
日　時　９月12日㈭ 9：00 ～ 15：00
場　所　菅生育苗センター
※時間内での持ち込みをお願いします。
●お問い合せ　
　大分県農協竹田事業部園芸課　☎63-1224
　竹田市農政課　　　　　　　　☎63-4805
　　〃　荻支所産業建設課　　　☎68-2215
　　〃　久住支所産業建設課　　☎76-1115
　　〃　直入支所産業建設課　　☎75-2215

募　集
2013夢走れ　竹田市ひまわり号！参加者募集
と　き　10月27日㈰ 8:30出発　17:00帰着予定
行き先　別府温泉・地獄めぐりを訪ねるバス旅行
定　員　・障がい者40人　・ボランティア45人
参加費　大人3,500円　高校生以下2,000円
締　切　９月30日㈪　※定員に達し次第締切ります
●�お申込み・お問い合せ　竹田市ひまわり号を走らせる

会　☎63-1464、竹田市社会福祉協議会　☎63-1544

第９回竹田市民親睦チャリティーゴルフ大会参加者募集
と　　き　10月27日㈰ 8：00スタート（予定）
場　　所　久住高原ゴルフ倶楽部
受付期間　９月２日㈪～ 10月21日㈪　
参 加 費　�2,000円（チャリティー 500円含む）+プレー

代（食事込め7,500円）
　　　　　※参加申し込みは久住高原ゴルフ倶楽部まで
参加資格　�市民及び市外の方で親睦チャリティーの趣旨

に賛同していただける方
　　　　　�一般・シニア（大会当日に満60歳に達した

方）・レディース部門で開催。当日の表彰式
は行いません。後日参加者に成績表を送付し
ます。

●お問い合せ　実行委員会事務局　☎63-3647
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たけたん情報
休日及び夜間の在宅当番医院

大久保病院　☎ 64-7777
受付時間　平日夜間 18:00～21:00、土曜日 13:00～21:00、休日 8:30～21:00
竹田医師会病院　☎ 63-3241
受付時間　平日（月・水・金曜日）の夜間18:00 ～ 21:00
　　　　　※但し、休日及びお盆は除く
　上記以外の曜日や時間帯でも電話相談の上、診察可能
と判断すれば可能な限り対応します。
注意事項　・�かかりつけの病院がある場合は、できるだ

けそこで診てもらうようお願いします。
　　　　　・�事前に症状、年齢、その他必要事項を病院

へ電話連絡したうえで受診をしてください。
　　　　　・症状が重い場合は救急車を呼んでください。

小児科外来休日当番医院
当番日 医　療　機　関 電話番号

９月 1 日㈰ 豊後大野市民病院（緒方町） 0974-42-3121

９月 7 日㈯
みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230
三重東クリニック（三重町） 0974-22-6333
竹田市立こども診療所 0974-63-3838

９月 8 日㈰ 豊後大野市民病院（緒方町） 0974-42-3121

９月14日㈯
みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230
三重東クリニック（三重町） 0974-22-6333
竹田市立こども診療所 0974-63-3838

９月15日㈰ 豊後大野市民病院（緒方町） 0974-42-3121
9月16日（月・祝） 豊後大野市民病院（緒方町） 0974-42-3121

９月21日㈯
みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230
三重東クリニック（三重町） 0974-22-6333
竹田市立こども診療所 0974-63-3838

９月22日㈰ みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230
9月23日（月・祝） 豊後大野市民病院（緒方町） 0974-42-3121

９月28日㈯
みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230
三重東クリニック（三重町） 0974-22-6333
竹田市立こども診療所 0974-63-3838

９月29日㈰ 豊後大野市民病院（緒方町） 0974-42-3121

10月5日㈯
みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230
三重東クリニック（三重町） 0974-22-6333
竹田市立こども診療所 0974-63-3838

10月6日㈰ 豊後大野市民病院（緒方町） 0974-42-3121
受付時間 8:30 ～ 11:30（こども診療所は9:00 ～ 11:30）
診療時間 9:00 ～ 12:00（三重東クリニックは8:30 ～ 12:00）
※�土曜日については、上記以外にも診療を行っているところがあります。
○豊後大野市民病院（☎ 0974-42-3121） http://ogatahp.ddo.jp/
○みやわき小児科（☎ 0974-24-0230） http://www.miyawaki-kodomo.com/
○三重東クリニック（☎ 0974-22-6333） http://www.sekiaikai.jp/index.html
○竹田市立こども診療所（☎ 0974-63-3838） http://www.city.taketa.oita.jp/

○大分県豊肥保健所（☎ 0974-22-0162）
受診時の注意　当番医院は、やむを得ず変更になる場合
があります。あらかじめ当番医院または竹田市消防署
（☎63-0119）にお電話で確認されるようお願いします。
また、院外薬局が休みの場合は、あらかじめ用意されて
約束処方となることがありますので、ご了承ください。

歯科休日当番医院
当番日 医　療　機　関 電話番号

９月 1 日㈰ 長湯ごとう歯科（直入） 0974-75-3001
９月 8 日㈰ 久住加藤医院　歯科診療部（久住） 0974-76-0008
９月15日㈰ 竹田市荻歯科診療所（荻） 0974-68-3263
９月16日（月・祝）竹田市荻歯科診療所（荻） 0974-68-3263
９月22日㈰ 竹下歯科医院（竹田） 0974-62-2662
９月23日（月・祝）長湯ごとう歯科（直入） 0974-75-3001
９月29日㈰ 歯科筑紫医院（久住） 0974-76-0024

※診療時間 9:00 ～ 12:00（受付11:30まで）
※診療時間を確認のうえ、受診してください。
○大分県歯科医師会　☎ 097-545-3151
　http:www.oita-dental-a.or.jp/

求　人	 竹田市ふるさとハローワーク　☎63-1101

①販売員１人15.0万円　②土木作業員１人22.5 ～ 25万円 
③クリーンクルー１人14万円　④配達員１人15 ～ 16万円 
⑤介護職員２人12.3 ～ 15.8万円　⑥医療事務１人13.6
～ 16.1万円　⑦レストランサービス担当１人15 ～ 20万
円　⑧調理補助２人12.6 ～ 15.2万円　⑨製材工３人14.6
万円　⑩携帯電話販売員１人13.5 ～ 15万円　⑪事務員１
人13.2 ～ 14万円　⑫運転手１人18 ～ 20万円
〔パート求人（時給）〕
⑬歯科衛生士または助手１人900 ～ 1000円　⑭店員１人
653円　⑮商品販売員１人750円　⑯食品製造1人680 ～
750円　⑰作業員２人700円～ 750円　⑱レジ係１人674
円　⑲接客・販売係１人655円　⑳施設整備担当１人850
円　㉑調理補助１人750円　㉒看護師１人900 ～ 1000円
㉓農作業員１人750 ～ 850円　㉔シール作成オペレー
ター１人680円

◇たけた市民チャンネル９月特番
「第66回 大分県民体育大会 総合開会式（生中継）」
　放送日　（生中継）9／7㈯　9：00～　
　　　　　（再放送）9／14・21・28㈯　10／5㈯ 20:00～
※都合により放送時間を、変更する場合がありますのでご了承ください。
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information
第28回竹田市美術展募集
会　　期　10月２日㈬～ 10月14日㈪
　　　　　9：00 ～ 17：00・最終日は16:00まで
　　　　　10月７日㈪は休館日
会　　場　市民ギャラリー水琴館
応募資格　�竹田市在住者・竹田市出身者・市内勤務者・

高校生以上の者
出品点数　１人１点（無審査）
種類・規格　�種類…絵画、版画、工芸、彫刻（展示可能な

作品）
　　　　　�規格…作品サイズは自由・平面作品は額装す

ること10号以上のガラス装は不可・アクリ
ル可

出 品 料　一般1,000円　学生無料
展示・飾付　10月１日㈫ 14:00 ～
　　　　　（搬入13:00 ～ 15:00）

人手不足ですのでご加勢をお願いします
●�お問い合せ　竹田市美術協会事務局　☎63-0047（阿

南初夫）・☎62-2619（阿南英行）

施設給食調理補助講習受講者募集
対 象 者　就職・就業を希望する55歳以上の者
　　　　　※ハローワークの求職票が必要です。
募集期間　９月１日㈰～ 10月18日㈮ 必着
実施期間　10月28日㈪～ 11月15日㈮（15日間）
募集人数　20名（選考あり）
実施場所　竹田市総合社会福祉センター
　　　　　（竹田市大字会々 1650番地）
受 講 料　無料（テキスト付）、昼食あり
●お申込み・お問い合せ
　�公益社団法人豊肥地域シルバー人材センター連合会　
☎097-540-6313

竹田市職員採用試験のご案内
竹田市では、次のとおり平成26年度に採用する職員の募集を行います。
【試験職種・職務内容等】

試 験 職 種 採　　用
予定者数 受験できる年齢要件と職務内容等

 事務職
（身体障がい者を含む）若 干 名

○昭和61年４月２日から平成８年４月１日までに生まれた人
○高等学校卒業程度の学力を有する人
○市の一般行政事務に従事します。

 総合土木 若 干 名
○昭和61年４月２日から平成８年４月１日までに生まれた人
○高等学校卒業程度の学力を有する人
○市の専門（総合土木）業務に従事します。

 消防職

消防士

若 干 名

○昭和61年４月２日から平成８年４月１日までに生まれた人
○高等学校卒業程度の学力を有する人
○消防署等において、警防、救急等消防業務全般に従事します。

救急救命士

○昭和61年４月２日以降に生まれた人
○高等学校卒業程度の学力を有する人
○救急救命士の免許を有する人
○消防署等において、警防、救急等消防業務全般に従事します。

○受験資格等は、竹田市職員採用試験案内で必ず確認してください。
　受験案内・申込書等は、次の方法で入手できます。
１．全職種とも、竹田市役所総務課（本庁舎２階）及び荻・久住・直入支所のいきいき市民課に用意しています。

また、消防職については、消防本部庶務課にも用意しています。
２．郵便で請求する場合は、封筒の表に「採用試験申込書請求」と朱書きし、120円切手を貼った返信用の封筒（Ａ

４サイズ“角形２号”）に宛先、名前をはっきり記入同封の上、問い合わせ先（市総務課職員係）へ請求してください。
３．受験案内は、竹田市の公式ホームページ（http://www.city.taketa.oita.jp/）にも掲載しています。試験案内及

び申込書等をダウンロードして利用できます。

【試験の日時及び試験会場】
　○第１次試験　　平成25年10月20日（日）竹田市役所３階会議室
【申込受付期間等】（全職種）
　○受 付 期 間　　平成25年９月６日（金）まで（土曜日、日曜日、祝日を除く）
　○受 付 時 間　　８時30分から17時00分まで
　○受 付 場 所　　〒878-8555　竹田市大字会々 1650番地　竹田市役所総務課職員係
　※郵送による申込書は、９月６日（金）までの消印があるものに限り受け付けます。
【お問い合せ】
　○竹田市役所総務課職員係（本庁舎２階）
　　〒878-8555　大分県竹田市大字会々 1650番地　☎63-1111（内線216・217）


